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!ましカ2 き

林業政策上，森林の発射l(する国二L保安作IlJがいわゆる 1!\~形的効)lJとして説明され，強調され

てきた悟史は長い。森林あるいは休業の経営'の立#Jから，微視的に経済効果を考える場合は，

たしかにそうである。私的生産にとっては，国土保't..'は也接の I'lilIæではなく，外部にゐよ f':fす

いわゆる「無形的効 llJJ にすぎない。しかしp 地方経済の 11 1での森林たよぴ林業経済の立義を

1て視的に考える立場からは p 森林の国ニf:保安作flJf土地方経済iと直接影響するもので p その;民

献，いいかえればその社会的生産の結果は p 関係産業からの収益の増加1，あるいは広〈当該地

方1f.:民のうる所得の実f切ψfi)Jll を iJ!ilるととによし昨められる。すなわち，との場合，森林の

発計)1.する国土保安作川は，無形的効mというがごとき漠然たるものではなくて F それ白休の発

者!(した効果の度合が，経済的価値の増加として，械かめられ， iJ!ll られ，比較されうるものなの

である。

との国土保安作rlJの立II~で‘森林や砂防f設備な左が，発射liずる経済効!-I~を測定するには，大別

してつぎの二つの方法が挙げられよう。

1. 保安目的から浩成し設世し，またはずる森林や設備が，関係産業などにたよぽすili接的

たよぴ間接的効果を測定，あるいは推測し，その総制として求める。

2. 直接地方経済白休を分析し，その結県として p 森林または砂防言之仏初:どれだけの経済効

果を発揮しているかを iJ!l I る。

前者の方法は，治山'ifìJJ\事業の計画にあたり，料ij*liのまjはあっても，事前的に一応行われる

のが普通であった。しかし，その推測は，十分な経済的知識なしに行わわれるととがあれそ

のときには施設の与える真の効果を把握しえぬとととなる。

事実，行う施設がどのようなととろにどのような効県をゐよぼすかは，簡単には判らねもの

である。経済の社会は複雑な構i去をもち，見えざる千で‘!;持続に車:ì'fぴ合わされてたり，そとに投

ぜられた一石はいろいろの部|勺に影響をゐよぽし，その影響の大きい場合は p その知県として

新らしい所得水準や生f汚水準をも作り/JI，す。したがって p とのような構浩の変化に対するlW解

をもたない，測定または推測の方法では，効果を泊目的亡とらええないわけである。

との意味から，直接経済の分析にもとづいて，効県を iJliJ):iごしだそうとする第二の )j法が重良L

注意味をもってくる。との方法は， /jl白設を行う前後で、の経済の変化から，あるいは施設の有無

以外の条f午を 111) じうする二地方の経済の比較から， 多く事後的lこ， 効県を i)[l];どするものであ

る。しかし， lIiJ題は経済が静態的ではないから，施設を行う前後といっても ， n寺院的なやれが

問題の施設以外にも，経済的与件や裂I"'<.r:，変化をきたしてたにそのため厳情な意味で、施設だ

けの経済効洪(それ白休長期にわたり生歩る)をとりだす上に問題がのとる。また，施設の有無

以外の条件を IIÎJ じうする二つの地方などというものは，言葉の IE しい~(;;~味では，むよそイ子在し

え左い。したがってとの後者の方法も p とれを I[確に行なたうとすればIIU題がのとる。 しか
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l_-, illlJÆJ))j訟を.，ぽ粘和士ならしめることによって，これらの川足riにもかかわらや，ー忘IiJ い

うる粘洪をうるととは/Jf能と，目、n )~L る。

令市文，熊本県阿蘇郡}白書ÚI:谷地方のノk存の実態調査に参加するに当り， .1-.，記二万法のい付しに

児山、を為、いたえ)，'，]杢を 1Ï うかを考えた。また，できうれば両 )j法をfJí'}I J し，その効I_j~をなるべく

l リj らかにし，さらにif:山市ぷの政策lこまで'_ú:人る立図はあった。 しかし~ -rmD杢則Jl f\J は匁拍みし

かっ必要な統計資料その他に信湿度の11\;1.、ものが'1-なくなかった。したがって，資料J万部イト i二

第二の方法に孔以をゐいたJI{栴めの結県となったが，それもiたして十分の r&: I_j~を挙けーたと l 'う

には速い。tIら L 火、うるところは，国民経済の発展にif:山治水政策が 11: しく真献ーするには，そ

の Wil是にたいて，とのような jjl r'rj からの (jJf究を一同推進しなければならない，という ~0~11~こで，

拠点を.Jil: 1JI，:したということであろう。

また，当初研究の立図は，今川の JK守を契機として， H~~;;;;、よびdî !l lifìノ'j(nf.-:r~J下拡 l;_ fJ: ， 当

地方ゐより;ド流域の清産業生産)J Cl� 1r'，J_I..発展，ひ L 、ては地方iぐの生日ノ')\il'，の lí，J_卜ーに対し，どの

J うな役;七|ぼ~ ~~しうるかを併IIJJするにあった。しかしp 制杢の来，'rl_j~として，その純倒を.1'.Ntの

;i1lð在地方だけに I~J~ i) ， .~;;;.t~1 ノk持地としての当地方の経済構i1tJ)q'，\・色をのべ ， JJ，守がÎi仔!ず止にたよ

Ifす悦壊(I'~f'l，川 J) 品，'i l_j~を森林のイ((1:ずるト!とそうでない村とで比較し，進んで当地 jjでolt.~料、が

li庁産業，とくに民主にゐよぽすれ;川につL 、て若干の))~.fを行い，hk後に f公安効I_j~榊主主のため当地

}jに萩林を導入せんとする#，)イト，UJ:接川也となる牧野との関係、について1iiE及するにとどめた。

な 3必予h， 王現見i地ll!.ωdJ品J訓3品山刈lrj在で、当淫皆，言泣t干告利部\:i治ií樋i波皮J技;主主ど'1行l

1之主ど，什らのH叫)r}力J をれ件}たJの3 を i架説謝Jずる η

南郷谷地方の経済的環境

1. 環境の特色

A，地形[1怖昨日!I と他地域との関係

当地 }Jは Jl州山系の rl'央古1;，阿蘇火山地，市Jì陥没によけ'F.じた旧日l't火f1 1人jの同市火 n 1);[地帯

を 1 Li める， 出来， 色 ~L 久本野， i' 1 ノ'J\ ， 1長x:ぷ毛d;防詰の 11ド川川川リ川町lり汀I‘ 4 カ 1本←村、;，J、J.t iけ) なる υ 布付似l児:お5抗F正山:J"'

借に伶世し，此11\;栄培地戸ドi品[五とでも 270m J) tÁ手抜高をノJとしている。北部に玲え山:つ阿蘇内的

íll ， とくにHU' 舟， III rF;-, ~~:j H;.むよび応中11 了・庁?の，;昨冬，市部に力ルデラ慣をもっ外的 [11 と nl:\J

にはさまれ，同に1tfi到する金地状の地形を形づくっている(第 1 図参)!の。

その削をと IそjJJ， jロJn 川に発加する r'l川が，立野火 11瀬内戸下j晃谷で，ドF:藤谷iこ発する黒川をあ

わせ，さらに同流し，有明海にj主ぐまでのその総延長は 70km {j，<に ili しているが， }主1j r殻行地

帯である熊本千野に対するj;'Vfi:な水資源をなす一方，その金流域にわたり反覆つねなき洪水加

をなしている。その下流部の流路延長 38km，流M面積 414 km" , dU政面詰 3 ， 8 km2 , ì巳jtt而

杭 1 ， 2km" といわれる。

当地方を合む阿蘇地域i主，国鉄豊IJ~粧の fj日通と付|まって大正末期から九州アルプスの名で観
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jl;土也として広 c沼めらh， 11(4手119"1三国;山:公 I~~i に指~された。 しカゐし，1'(j手口Ij行は p;'Ii!t~干子とちがっ

て， il~'UjUI~1こ乏しした rE 14 1， 1'.国鉄高森糾の1l1JÌlÍlにより，ととに熊本方r(IÎ との物資の流泊は

も'[f，Ddl "ゴとなったが，観光UJtri立は発注しなかった。

すなわち，当地)jは隣112地域，とくに肥後千野J也 jj と MIl I を泊じて/î来関係~，;裟L 、のが，地

域n'~!/げ[:Jì一つであるがp ↑也 }jJ也 )1ヨ l 二-1'il\}YIII;f県本、 t び‘líj'ß保持't，'r地方[I'li との交j迫のほか， ;江主 1'.

までJI王野郎とめ交辿がやや正取であしその IllJ発は 3なく AL てきた。

B. r 1 !.'MI"J l'~1J立

との lμ亡ついては p 別抱.j 庁側'J'LIこくわしし、が，との liJl'究に関係ある部分を 111持 .j己ずる。

1 )気 I~Z :熊本県がーー申立にHi 日本式の iKì[il2(地dmこ 1，1l~ しているのに対し，当地方は」山形の影響

をうけて， if!J{合多 j:l:j型Jコ気決をノI~ す。 ーとの特色は イ) J!liUJ はー般に射し、が， 1;L7泣J!li~Jコ瓜I(，J

は，春は川または北IJq，瓦はHilJlj， F大与は -ltJ司で、 3うる。 ロ) )d~は手岳会むね不良で‘， II)!(; は材

く時|甘1が短かく(年間 1900 時間余)一方湿度は高L 、 (-'1"均 84%)。ノ、)気温年千lbj 1W~140C 

と，恩夜寒暖の差が大きい。降討も 10 n 下旬~4 月下旬で， 九州としてはその胡1mが長し

諸産業公よぴ交通に影響する。ニ)降水量 2000~3200 mm，豪雨と羊魅がともどもきたし

とくに梅雨期には域北に多雨域を形成し，また台風Jコ通過i也帯にあたししばしば河川氾濫の

国をなす。

2) 地質・噴火による安山岩地帯でァ同部に一七I助i容岩や大犬d千岩がみられるが，全地域に分布

するのは阿蘇熔岩である c さらに問題となるのは，過去に幾度か土佐枯しては増設変動にともな
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い府をどなした大UI0dL-I:壌It-千で、ある。とくに +u ç'/Îr, �:':j l�;.)jji'!j (1' 1木村 p 色比中n では，地夫

の荒廃と m まって，表ト!:iによるな斜地崩壊そ促進する。

3) 大 1110乙:地域の風:J:を規定する骨英[，，[ r として，今も i l\ JI釘なく ill'tllii され土I[ô航している火

山火が挙げられる。との大UI火は広く地去を jÌl~っているが， lí剣士!主がつよく p 肥料分の f~(~ りJ

に乏しく，程しよう p かつIj，色村であ i) ，古来この組jjの 1:凶条f'I:をきわめて劣必なものたらし

めてきた。との火山タI( ==ヨナ(降議)は， 日:iMt限ガスをともない， そのはなはだしいところ

では， ~IIIÎr.tli!_;;1~で正常な植生辿ー続を抑乱する。

4 ) fl!rtl'. : I佐市よけ ìi\1{1~_ 1二部にわたるが， _I-.'Î'ilíl 土，gifùfëmt ガス， 'i 'Ffn\iJ:火入のため，正常な

イ1 i'[!I:.:fiH多による森林，併を1'11\ニ成していない。 11;(野が一般に :-ì: 休ーであって，天然林は作沿いの J，品[í

などに;ffi二みられる。 !lj{野はシパ止也J1Fが優勢である。

5) 引物: l，\:記すべきものはないが一応挙ぐれは、つぎのさとくである。

獣繋! サル，シカ，イノシシ，ウサギ，タヌキ，キツネ，アナグマ，テン p イタチ，カハウ

ゾ，ネズミ，モグラ，ムササピ，ニク。

山知 ソシ，タカ， トピ，フクロ，ヨタカ，モス，キツツキ3

.~(J，ぢj ドジョウ，ウナギ，コイ，ソナ，アユ，イタ，ナマズ，アプラメ， ヱノハ， シラハ

ヱ， ドンコ， .近年森林の sll!í伐によ 1) アプラメ，ヱノハなどが;判長していると~ >う。

6 )鉱物足;ィ Î : "1 Î村として安UIÆ';のけ'汁二咋.}1:11 されるほか，みるべさものがない。

C. 社会程済的環境

1) ltiiJ;i に乏しく， ijむ宇治:多く， }[['.Iミまで交通にめぐまれなかった関係ー上，産業はみるべき

発itをポさ -þ ， 熊本県でも故も人 11 精度の fli;;:!í.な地方であって， l .LI主方粁当。 119 人であり p

かつ人 IJJけ力11率も一般に侭い。

2) 産主でUlîl!ìをなすのは .~-l~~であって， J也方向~ll~小部 diなる ri"'"'J森[J IJ をのぞくと，総ill:帯数

の 65.%' は民家である。しかし，気象，地'tt， )(_然災?九ととに l.i!l\l}三持と昨税などはつぎのご

とくにして， -~J\~J_)生産力を位{立にとどめてきた。

イ) t:ji合多l:IJ，町L 、 rl!!(l.時[l\j，火山矢口一 1:壊は排!也J) 生産 }J.をほめる。火山!1(t'L f:壌は燐般

分に欠け，宝来とhにつぎ，本来Ij巴効成づfに乏しく， P.H 5 に j主ずる。さらに J，~'.ihj ，炎'111行

塊で， 1米;)'C}J に乏しい火山灰たよぴ矢子iに蔽わlL，かっ， 1反1L'h6:多くて降雨は地夫を流下しや

すいため F ノrJ(源は比較的{段位部にるし一般に叩l作が多いが，それでも濯j即jJ ;J，は脱皮に不足

し， {flJ地の ~t: i:f以上を常習手守地たらしめている。畑作は玉罰黍が多いがp そ AL もデントコー

ンは不成事長でフリンコーンが主でるる。また， 1 とl 川沿よびその小支流域には稲作が行われるが，

最低気温が搭部ゐよび持決期に多くきたしまた夏季降下r1後には{氏1Mともも風間がつづく。とれ

らの悪条件に対しては，近年温床fJ{代などの汗及により多少の克吋反がなされているが，それで

も主なる部分は -T.:f，! õllíで，反当収量も.11 王立'J 2 {Î強にすぎす，かつn川ぞいに湿In も少なくな
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し、。

ロ) ß年第五は "1'./fU eoo /j :，'r:)j米に j.iするといわれ，そのはげしし、ときは， 12作物j をあij托させる

が，それ{まどでなくてもJl寺iUJに土り被得をふ‘上ぽすととが少なくなレ。;f;:イ，，:f/.M物ゐよび j凸;(

はとのvfに弱しとくに;]'，稲では， IIH:~{l!nで 30~40% の減収をきたすととがあしさらにp日

花ゆ!の彼持はんきい。また，ヨナを合んだ ;f，は稲にも麦にも千j'，キである。そ J;1也:長干111に /íHTYf した

火山火は，そのガラス ftのため家計のは引を咋し，またイùit刊をカF スは怖を結実させないという。

との降拘に対し， ifk も壬'(r'::1j[の正:j\. 、作物は !W]'-:である。

これらのんfiJ3fEl条111'は，収挫の変呉係数をいちじるしくrÞ:j くする。

3) ー民主;J! ~ドー産})が{lí;\.‘ため ， -_.jj ， 山野への i{({n立を正;iめ.焼却!除J:ぴ二切裕士/1ぽ芝:1~よ 1) 11 \発

して千f刊号法廷が発j.iーした。肥料うトlこ乏しい: 1:壌に対する有機ft肥料J)供給似として，また-J.:1:;(~の

{lí;収入をすrll うすi産 111地として，当地方の牧町廿全休民主の，すなわち也氏の生命線ともし、える。

反Yl'ri多年の火人H't ijのため，たたむねfji林は駆逐さ~ L, ._"般に Æ.*..~~はぷ発51て・ある。

4) 災得はさなきだに乏しい当地方の資本者的をさらに /)1111". してきた。とくに昨l:J:jはヨナを

~t とする JAÎ'少をMJl I に流!日せしめ，その移動とともに iえ待を地域全般にゐよ Lfす。そのため世

J( は{.fIA<ijl:の ~I:.i円安定へのう']-))を第ーとするとととなり， ~;II当純白の白給生産を行い，残余を

向1111i化するノI~t/:_ [tf Kーとし'亡維持される。収政:ー卜.のはなはだしい変異係数に対抗する注は，粗放

料H'I， J) 1:地別加を拡 A:*!例年し危険分散を可能ならしめるとともに， -1:地より出jf;~ しうる商産資本

をできるだけ出jf'.J与するととであった。

5) かくして一般にJ!昨日})のほL 、ととは，前j工業の発辻ーをゐくらせる。さらに，火rJ l l;J(:I}J~

は冬季謝料のため，伊.1-. 1) がひどく，沼山門'，tや路日'riの hi1壊をうながし，したがって鉄道をのぞ

き，冬季しば、しば士山 jj交泊を[.f;/-l'ifl にするがp そのためJ!品目rw売の両j-lßfï'i.ともいLI二しにくい。た

だし，自殺計11]" .d;'よぴ白 ;1，+.) の一部は，拠地 5 カ村( [11東部地方)ゐよぴ';~，lfJな県方 n'li と市くから

交泊があり，銑泣の1\:1 iillによけ向誌がfll!Cにまた 111地元ft材、の産材が集 Iいする関係.1-.，木材業た

よび製付近が発ili して C' る。

6) 'J与するに p ヨナ，加、いに:fj: ， またj胤|夜九州、|には所らしいJ合得に辺命づけられた ， -?tiJhÎ と資

本にめぐまれない {1むな生産地域であって， 1 JI 当りのよ}I'地nliVi.d;、よび川イ{労{rj"f)j))の 14J悦はんき

いがp 労働能率の低L刊行者農業が主体をなしている o 部に製材業主Eよび木材業はあるが，原

木のm当部分を地域外にあ公いで去に坦域内林業は{忠い段階にある。住民の現金収入の主た

る部分は W;flll米と者産収入で，一般に生前水準はイ尽く，熊木県でもその平均所得額では下位に

ある。

D. 地法経済発注の概要

阿蘇山陥没の当時は大森林であったと推察される。とれは郡下各所の地下からE大な樹木が

発掘されるととろからうかがわれる。
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日本後rï己によると， iJ\IIIJL\':)d坊主一良了ーがとの.rU~);に近い野尻村 iこ '::r)'，りしたとの伝日止がある。

との r ，了ソリ|ユ命は， '1r[E.!.I IJÎ'![III= 了;Cf'itJ !JJiJ[J! 1 として，当地方の;kilt，i守護IJ[III になっているが， IV くか

らとの肝r也にた和l(肢がJ，rHt していたと配':iUl)-j る・つの根拠になろう。

|二 L'î 均みら 11. 1 !Jl:にカゐけ， 阿蘇氏のイ~í;flであ 1) ， );_ r1: 14 1， 1三高森に正!jW~ミj止lÜのか;城があったか

ら，当/1年七長決は形成されていたわけである。そ Jヲことは，そ』しをさかのぼる錯介時代の作たる

「高殺やFrif<'![111社 '1[11 1幸式川 :~fkJ からも確かめられる。伝;誌によれば，阿蘇たJIJ J.jil[1が r!1 を焼き'J:III を

つくリ， 14ti産を jjったというが， iU(が焼:k/l/， 5'.H1ì\"放牧を 1j う}去~ちt!ìi'i \，、であろう。とのこ

ろか， 小国地);では， :íIl1主北 H~力Jl白人下が'rfl ，l， !J ti成のため「芝d 牧」をもうけたという。しカ‘

し， 117郷谷川 J;で牧市のf'.l-Jfrfì されたfLytlJ Jはつまびらかにしない。

近 jiJ: J.tiliij) IJが帥~'J: されるとろ，阿蘇i!I~-.II~ は IJIII!説家を程て，来111川伐の1，)ぜら 4Lるととろとな

るにゐよび， m;ttは阿蘇谷!人j牧に置かれたが.白紙;王か 11 ヵ十j を合し，自殺子JÌ\. と称した。と

の1~此時代の"iÌな!PJにたL 、て，すでに熊本氾 );J'J}k~，i-~の記録が多く，したがって，阿蘇 -p~が氷

J版本、よぴノ'}，~l::ilJ;i として it:' 1 さ ~Lるに L 、たった，とおえら ~L る。

字t~~ぷ|ミ fìlL fr'\":のため，阿蘇地方数r'iのí!:l(が火食に窮し，豊後予:nに修 11: したという。宝杯 5

年熊本-'1王町に )(i民ノkがあり，その対策として，とくにpnn住谷で，赤瓶 i二流にノd叫止をつくり，出

川 J)JJ'( を，'，:'J! f'にそそぎ， -'ゴrir:の JJ'\.却を絞手1I するノヒ:1:本工事ーがfjわi した。 r鈎ノ巣の奇ユ:J と材、

せら AL ， JJ\ i布iþ事 1111 して，流i去をきわめて殺やかにした。 工事の芯凶は， ，ド'1υ!川川|川I T乃);次k をi辿1主:や治か通に，

黒川Jの1刈4点t を綬やカかAに t落存すととによリ1) , 介i流イ在九机c.臼a人'.'J~l

にあつた。 したがって，白川上流で、 !í ，その後も q.\;)JIJの ifìUJifì ノ'k:'Ìi:Yミがfjわれなかった，とユ与

えら A L <J。

土也 );1己の ék:~'ミは日本;[1-日 JEの農:主が =ÌCで "υ1 iif'i')ド:の iJ~JJ\j:也の稲作のほか， 1:/1/地には粗伎な

架，麦，川午 ('1'が行われていたと推測される。 n'f!ì}経済の泣透にともなう式/:附級の耽吉年 x.カ， , 

との地 J;でも益面を行った記録はあるがp 多 j:/:j気後が夏秋蚕lこ不利なため，発注しなかった。

しかしァ市践活!主すで、 lこ生I瓦ーしたとみら AL.る。 1)/貯の fl:~ニ/ :;権は蒋1誌にあったが，究永 10 (，/~京 /1/

川}d:;，利 J)0jì により，ノ|二.I，g~lij主， /1 1*/1/肥料，以牧;i;、よぴ屋根立川として，地 J;1(の 1!E JJJ を許可し

ている。それまでも，古代集団によけ行われて L 、た林野入会の位行がl認められたわけである。

ただし， i{，立胞は 1 Jっ当りの I白i的が割当てられ， Iリi 有権不l リjのまま使川された。と ALは1'，)'4]jl;IJ

民主が辿った注をことでも辿ったととを意味し亡いる。しかし， 農業生産力の侭い当国);で，

広j72たる林野のl;午リIi J を: ~í午 Ilf さ i したため，牧子各J~~は符しく刺牧されたであろう。 Jj_，[梨の l事労，IL;

j裁は，総庄屋の命をうけ， Li /I， J'}(隅から優良牝，1，!J 200 ÿ!'jを!出入し n'養した。同とj1 i]様午も i;;出|

川として何益され，よIyjエではあったがドn保守二の名があった。 j皮lliF 付笹'fi"はその集11'tJ也としご!l\J

えてし、たが，とのトl'は当担 J;Bt.!.村の隣付である。

当時の森林の状態につ\， .てはつまびらかにしないが，阿蘇'lil[1社その他社方ごのIiJ:H は 3 多くうと市;
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川 )jri'JÎから搬入したが，そのイi告は iH*u!(谷 J.i n'rÎから供給したというととろから p また， IIWfnこは

いり国有林材の処分が1'11当に fjわれたZj;:笑から，ある杭!立の:lr>!-=地がイ1えしていたと ilわれる。

阿蘇谷の奇ユ;や水害防11m林の北白，さらには両谷を泊じての例年川波し、の励行にもかかわら

や，その後も寛政7 年 6 )j, 澵�Ji!tf-11 iI Pr ;J\, nq:i共JJ\ ， その主主地一帯は1MJノ大となったと L づ。 し

かし，当時泥詳の記事がないところ刀 A ら p 阿蘇山の噴附がはなはだしくなかったとと，ゐよび

阿蘇ー pjに相当の森林が残って L 、たのではなし‘か，と fi[，iJllJ される。

l りjif抑制 l'に入るとるには i十iPÌU~ミも相当の発)~主をとげ， IJ;(盟fが11日投(1'-1な封 Wl をなしていたと

xえらJしろ。しかし場所によリ p ある平日!主火入区l_e~1ま lljl]限さ i していたのではないかp と 4住ì!!l.l さ

れる。 l巧Nf戦役によ t) 資料がほ巡し， Ni有権の不明確なままに， 11}:1治 18 01'.1宇野は行千jに移さ

れた。搾:ti-Cf1~新のためのその使Ii J に li hJ~"1三代金の支払いを 24 し， したがって樹林地は榊)JII した

が，市産業に\， .ちじるしし、交障をきたした。明治 20 'r l~ ごろ tI入会J也の境に主主林した;氾録もあ

る。 すでに )I(木価格も作し，そみ立n~~からの主主林も若干行われていた。しかし，明治 23 年か

ら大l見十兆に什わj した大， llífH止の íù1rNあE規iJ百三nは， ~~?'f'l 1 こ 1"i 114~ì rJ 1. I J'.1íのヤシヤプシを主としてi!J

L 、たが，日li!i:に ιする針広4七tM も広 n'IÎ王子lに+1:取したとみられる。

|りMì 33 年 7 JJ の JJ\.~i削土， lí"l蘇冬、よぴ下流全域にわた勺たが， i附11!;1'f-地方も非常な iPr ノkで，

1' 1 川のノ'J\;f:j 1 ~ 1. 5 丈に j主し， '~UfUrj!_没 p 椛架流失p さらに耕地の被~li~ははなはだしかったと

し、う。

I ， ;J I， I" 法律令(\' 99 号「匡「イfl:地森材、)J江主Í"ド民法」によけ， '(11千J地[i'r汀=Nの大部公をド民すことと

なり， [tiJ 39 1，ド従来の f!EJfJ慣行を改めぬ条件のもとに，村行財産に拶1~; された。 lffí ドにゐけるそ

の台帳!白Î fJi 18 ,000 liir，見込町Ht 42 ,000 lilf とし、われるが， H刊1;谷でのその台1陵町千』ロ， 700 IiIJ 

となっている。その中には?終的に7:・;む森林も合まれていた。当地主の外愉山には，いまだに] ( 

大なスギ，ヒノキなどの伐艇が残っているがp 当時とれらのノピ然林を p グトijí命山町から制をドし

伐探したと L ‘う。その収入はや!のliúúf~Uぞにも充当されたというが，ノ民ffにより班弊せる Ul村の

救済従の一つであったかも)，114 L ない。

国有林野の下尽により， )J;(盟f'の入会使川は旧に復し，払 F材、の ftl宗によ 1) 原野両干itI土拡んさ

れ， .11内りf ぴ?存斉干斉i産主業‘勃興の機をi迎[哩E え 7たC心。 11町附jハ|目i治台 3お3 'r今年}ドミ斉工牛|ド二lωJJ 宇制判11行f介?法の b施白 1行Iによ りに， ずでで、に汗m郎!í一下ド?荷f許fよ牛i十二三寸.1.

宇剥判組n札L合カが:i去仏判柏1hr市iJ;ωμ'11ルIJ主さ JれLて L 、たのでで、 P 千有了南農業経営は促j立辿匙11並t さ iれLた3 さらに阿蘇 '1 'も平111品1' 1二との交精によ

れ現{I:の ffi'!工に改良されて行った。

民家人 11 J) }(T力11 につれ， ü:釘{!!IA，の;({-するカ込ぎ 1) , 'r.III ，山林，あるいは1Jlfi川ニキ川とよばれる湿

地i也帯が水川化した。しかし，明治も:îdl:JJlcj迂づくにつlL ，良や!の不 iJ~ ， •店内I'I'.J な災害のため，

小作地がJf'f)JII した。山野の利JiJにつし、ては，さきの国有林払一ドの条件である，イ) 下院)J't{野の

全j~í:r)は Illf村 J，I~:{三財産として永遠に*lIJ!1とする ロ) )J;(野に村(:.1・1，1~日裂その llli:llf+.J'J)耐利を滑走す

る事業を経I~'するのはもちろんであるが， .1'111:#，)や牧場 i乙主支えない限度とするとと，にもとづ
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き 1 リj治 38 ~Iミ熊本 1!f!: dJlゆ q同1\ 6 号により ， "['/-(#1) ， 航林地， p日型地などの咋J:lfl.区分を逢行する

はやであった。

しかし，市原告はすでに優位にあったとみられる。 If;'H 工業が1をんになり，人 11 がJ(!J]Jli した

から， )J;~野 rl'li Niはな主主不足である」との}I1l111から，地方日治体は杭林地のはÆを行わや，主主:料、

を行う jすがあっても，野火などのため育成をf:ll押さ~ L，作土111.区分はず:f..}'v)に行われなかった。

古老J)~rによれば、， IIJI ì台米財lには山鞍にずf'iニJ) i{よ林地が千J'拾うする利!立で，それも日 i!!iJで羽山

の 1/4 くらし、だったと L づ。市部谷のクリカライ;引には:老令広葉樹林もあ 1) ，その 111]にスギや

ヒノキを:j'F .-f(して L 、た。また，明治から大 11::に移るとろ，村経済の岐撚から，村千fまたは1\1\1存

有!11野森林で例人イfに診されたものもゆなくなかった，とし、う。

当地jj林山jの改良については，政策として関心がもたれている。ん 11: 5 ~I:.公千T林野整辺!規定

準則にもとづき p 熊本県でも「公有林盟f'犠JlJ lに関する心件」を発している。その l人j詳のーす1\は

つぎのごとくである。

「第 1 r,-i: I iI f，H イ{材、町の地-al~

1. (111存す)

2. 林野の竹;Jll\を泊当ならしむるには，従来の }j~縦なる 7・7慣を匡lI:して，紋牧地112立地を芙

際必要なIDH!tに使川させ， )11林の乱伐を戒め，かつ，入会方法1= 杵125の ck-;与を加えて，手IJ) Wil,'.J 

節の?主を1，之も切実ならしめるととにつとめる。

3. }ji4セ t 也.j:[~/，'Ul~の林地利 rlJ を適当ならしむるには， ;liljlむFlf項を指定「る必裂あるべしとい

えども，できるだけ件白の白 i初心によらしむるを，管正IJLI -.:i l主千{主力なりとす。

4. 必す-;;愉t~~:}j'{ 4 y:の }j法をとり，かっ}j'{!f''{1I寺!仰の;1m限，また4交場)l'iiWに対する南数の11Jil l出を

励行し，乱伐をいましむべしっまた，咋立地I:d史川 í:q rr;î'J) 訓当を励行して， .él=..~tjf(の f5K誰をあっく

し，畜産と段~ミの公1iì-を保持せしむるにffi立すべし。

5. 牧出f'~MI'.会 I~ !は林貯の現状を調査し， またそのIll]"村の産業状態を計三し，入会:'[['t1Îは段位

をかえりみ p 将来をはかり p かつ民業'Jý))の関係などを杢察して， M:4土地， .J:[:!','UI1l. n:4幣地，

営林地のほ Jf をと 1i'MJtすべし。

6 ~ 8.rt1 (11併す)

第 2 章公有林貯の作J1J1

1. nrr村有林の保護は地元部落fUi:に委;元J)注を誠じ，交託 x.は Jt地外の林野保訟に ff:や

るものでなく，施主案にもとづく芥作業に服し，そのぞ|三ifr. j ，発民をはかるべし。

部 3 ~t (11[任す) J 

との Iドに掲げられた，;付与{は今"でも顧みられうる。また，干íìll持したがp 第 32τには，;'i!>l存千jÆ，:'j;

貯をIlIJ 村イT林野に格J'I l#éイヤせんとする方針を示して本 ì; ， !Jj:英 HI当部分が統合せられた。 しか

して入会の形態からは p 十j 々入会，村入会むよび‘古:1\;存入会のJÙLhb>j;確定されていった。その後
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(1 ;J\，久本llif.両村で lì，公有林町施業奈の編成が行わAL ， その他のIllj'村でも， jj!i林|三lóx を Jiご

め， Elli刀ゐではあるがtft林:;<Ji:業がuわれている。その仙の事引につ」、ては p 二 f:塁の築i;!i‘による県

山地主了よぴ放牧地の区分などを 1;余いては，ほとんど実行されなかった。

ん 11: 6 年の当地方 5 カ/111 村の JI-- ，I.!J.t!fj数ば，牛 2 ， 474 9Jl， ,I.!J 3 ， 825 虫し生産!I二 522 911 , ,I.!J 

909 9t1であった(平均価怖午 18 .47 /11，同 25.17 /1D。との数は現仰と比し総数で 1 ， 0009Jl，

版売で 200 >Í';-fiJ'j少な L 、松山であ tんそのうち民の例背広i数や生産珂数は， 現庄の 3 i:';-以 ':1 こ

j土:しと L 、た。

た 11: 11 年の人口むよぴ f:地の l人l本は，戸数 2 ， 949 戸，りJ 久:i\ I ・ 16 ， 437 人，本籍人 1119 ， 207

人， 1I1 1326.7 Illf, 'tlll 3451. 9 1 1Jr，計 4778.6 lilj'となってし、る。

その後現主まで 35 /'1'-11 '11に， )ï数に公いて 36%，人 11 総数にゐし、て 32% 強の榊)111 を示して

いるが，新地ではかえって現行iの jjが 15% の減少針県となっている。しかも，本新人口が現行:

人 n をかなリ|二まわっているととろから，当時すでに付|当の 11作家(~-のあったととが5:11 られる。

したがって，現注よ t) もたき L イJHH可制で， より粗放な， したがって収穫の乏しい民業が

営まh，かつ， Wi唐分化も多少立tんでいたと考えられる。

た 11:/'1ミ代末期の1"1ノ1" 久本即日ij付の概裂はつぎのごとくであった。

r' 1 ;], j:J :白作品 297 Jï，ノト f，! ó !，'U: 530 戸，古 1- 827 Jïで給戸数J) 8 ';i日j をしめていた。 当地}j

としても， ;jI; fll の多い地かだカ込ら，とくに附Jfi-分化は也んで L 、る。災~;r-J:はつねにとれを促進し

たと )S.えられる。主製作物は米，梨，麦，玉長j黍ゐよび J..;_IJである。示rr産ゐよ乙て林業は民家の

/J\ IJ::n として p とくに前 K'は改良の突が挙っていた。やJ内古川新1 1 11 は， J;i派11!j'につぎ H'f却!:谷の qr

心 rli場で，菓子，粉主fl ， -+:製 11Jl 元;:lrx.'j 1 された。

久木野村:農業 480 戸，うち建蚕従業 20 戸，林主役主 44 )ï , また農家は t! f'! ・ (:;0 戸 p

r'I小作 305 戸，ノト作 115 )ïであった。主要作物は米，麦，架， ソパ ， -j，三立。養蚕や林業はj兵

三ミの I，ÎIj::nであるがp 林業は同イJ林もあり，当地方随一の別偵をともっていた。

とのとろ当地方の交辿J:liI.f立は，いちじるしく改善された。県i立大lIt- 瓦森紘( 4 '1'. 16 川n

ir'f l人j 一高森線 (6 旦 25 11Jj')自殺一三/1 1 井市jí.~ (61H 16 11If) ';YJU! 一高森机 (4111. 15 Il l f)さら

には国鉄't;r地総，高森*J~の Pr!辿によし輸送})は急激に榊加した。その影響は社会経済全般に

沿よんで L 、る。出産!f71) ， 畜産物や労働のバi場は拡んされ， 流通経済か全般的にjえ'透しp 金肥や

日 IIJ雑iTの需要治問ir}J!I し，その過料をlli!じて新らしい経営方式の fJ主立:と 1:地資本の集中傾向が

IIJJ らかとなっていった。

と J、i ころ iJE京総数は，総戸数Jj 75.9{，以J'.で、あるから，現.{I:に比べ，その後向工業会よぴサ

{ピス誌が榊JJII したととが知られる o .t:l計十ー物は 1 :，1己のもののほか， .I，!A;~帯， ïl'riH ，均蒜，菜種p

~，JN市および去十の桁栽帯や養蚕も HlI JÜ て L 、た。それまでは菜作もイ・11 当 11市Jil を r'î めてし、たがp

流活経済の浸透により米麦の入子が存弘となるにつれ，粟作は減少し， 'klll 作地帯では玉民j黍 dつ
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作付面積が榊JJII し，千{帝産業経営方式が献立されていった。
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全日巴投川の行及は，農業の生産 }J 乞急速に rll，め，経常集約度を増進したが， I ， '-J時に法廷を貨

fí1干経済に捲き込み， :: [:J:也の移動集 rjl を促挫する契機となった。昭和初lt)jの lJ担、J1~況とゐびただ

しい降雪誌の咋はさらにこれを促進した。 -}jではす-;:&~な畑地がjit林組にかわしまた小作土liJ.iJ' 

Ji't}JII した o t:j~1:'i:1l 1 rや古川新!日]"Jヲ間足醸迂(~~~などの肉入手守よび各や!の地主附)1千と --}j多数の小

作人むよびn-労働 K- との対!!引が! I 立ってくる。とのとろi也主や商業資本によるi;:J-林事業が増加1

している。また， +11:地小作料は現物納が主で，その1[ 1には賦役労働佐合む場介もあった。小作

料I:t'î員二通 3231; 前後で，最高 55% に出した。

ïキf産でも， J山7オì:汗ぺや♀汁吋11山向i存均?可j 人のJ投支1資?空t刊Y乃市j拝[け:'.\'~と しての '1ド判二\リ可，1.ω1.

ゆるマツボリ y小|わ二でで、ある。とれは民地11川JJEの改革i-í:1111 1:J! 23 年さろまで行われた。ん 11:の初期に

はplGの価併は '1二のそれの m-l-J._I 二で、あったが 3 その後漸三たその去がせまくなし k， 11: 12 ~ 13 年

ごろから，かえって '1二の価悔のみが丙<.かっそのíM主主が本易-C'，生産'j~ もやす L 、ので漸-fc府

川l した。しかし，その後はまた 1 1l I fh')._ 卜.の tJH'i'll川iiLの場合は， ljJの jjがtì~~くがあがるのと，軍

需要の増加により.'.日産量が士i引11 した。 !I" が多くなったのは戦後のことにれ;する。

しかし，すでに)( 11:年代から p 小.'.!JJコ総íiliJ長:m数は飽和状態に近くなっていたとみられる。

当地方J)Æ;，k~'~ は， 今日に到るまで11~~i)，'，jであった』 公有林野'六千 ftit林(色凡やJ)、 11: 12 "fミfl:，j

f;.fì) 県行泊料、(J' 1/州、-D ;;;~よぴ一部に例人ilJ・H、がないではない。また，久木野付ではl川市f..ti\ l

国有林払ドJ也をどん ll'rjf1tに伐採しそのためド1'HíJì I'i波，岸!日子両部議の川ぷが税減したので，古林

事業を会こしたところ，再びぷ量が快HL し，そAL までは飲料水以外に 3 ~ 4J正 J;JIJJ)， しかなか

ったのが， L'J.11fj よりもさらに/大川をJ147力11 しうるととになったという。しかし， ・~JX:にはつねに

!li{野岩村;~J j: 花の拡 }(iJ:， 浩氏集団により[llllf: されてきたのは今 ri と H じむある。また，計算:_1二

は，とくにがÎ)~村の供給力不足が! I立ってし、る。しかしp 林lli}lfo-lltが広えであるため，部分的

にソくお林や雑本がイ{-{L: し， したがって燃料はと AL らやヤシヤプシ，さらにはカヤ， ]~fuj黍1';早に

より充込されてきた。それで‘も王見向民!亡に川村と緋〉Jt材のし、十J しを ~3:かとi1 ll けば， rf /i J必需

品としての務次村6':汗f笠ずる;(;，が圧倒的に多いであろう。現{I:製材新乃供給量がi竹川1 してきて

いるが，その!出入には貨幣をど裂するからである。

当I也 jj-cの製材業の発ttは鉄道がIHJ通したあとの日付手11以降のととに同ずる。み111) 村に一二1:

lJI}があり， ~;;~'i:Jl lfにはm当集1[ 1 してし、る。当I也 )j としては1，主も H:夫(I"Jな工ヨミであるがp 位十・!の

余剰j労働}J 利/jJの);~.礎にたち， 'I~fjrlj資本への従属から生長したととろの，前期資本主義の残N;

をもっ小工業なのである。ノ「火戦争1[ 1 ， )く京林会よび治材、i'1Jrの f l<: i宅金 {12世し，乏しL 前R+.j;:詩的

を L 、ちじるしく減少させた。

戦後民地改革は， 'j 、f'1:1也を -LUム拭したが，実行的には芳しく変化してはいなし、。 A:n'JifltlﾎJ�' 

千f も，台帳向.て、 1 Jî をと 2 戸に íj....けた f'f)主にとどまったものが多いu それでも，市産主℃はマツ
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ボ 1) _q二などのタトtrP~f本がほとんどなくなリ， 日己lfイヰの」??再在による JI~)í)í 千Jの 11三jlEヵ:のびてき

た。すでに飼料の関係カ h ら飼育頭数が他手I1点 iこ jごさしたととろも少なくなく，したがって，現在

で、は lllift-己主良による収入府)JII につとめてし、る。製材~'~は，奥地山東tl\山森林資加を吸収すると

とによし規模を拡んし制[~持してきた。しかし，飢行その他の融資能力がf止し、ので， Hll ， !T資本

への才'if'の依存を離!日Eできない。近年佳作物ゐよぴ者産物jの値上りなどのため，現金収入が増

加するにつれ，材価1信託に刺戟された地主階級のili;{'1，tf!時育事業は fJ{江主拡たされつつある。一方

問察予定地は若干準備されたがp 地)Jがいちじるしく伺いのと， 制作予定員家の附)けでは災存

の持11発のため p との市立を促進ずる資本と労働のづf;怖がなししたがっていまだに実泌されな

いととろが多い。

2. 経済構謹の基礎

A. 人 n

1 )稔戸数字予よぴ総人 rl

総 HI:術数 4 ， 016 ， lj} 10 ， 565 人，た 11 ， 202 人 p 計 21 ， 769 人で， -'1リj粁当り 119 人となし

高森IIIJ (308 人)をのぞき人口?即死は侭い(熊本;県-'1'- lIJ 246 人〉。ととに色見村は:11訂正のf.i7

人を示す。人口の榊力"*f土 p 大正 11 /'1'-に比し，熊本県三j5-均の 35% に対し 32% で，商工業

の iIi'ぴためi森1'1]" (80%) を例外として，その他は低j惜している。 JJUJ: も炭坑労務p 人絹工場労

務p 会社事務p j華奈，((.1保安隊誌などの地域外1111';去十「や転出者が多い。一方以前は， :~ \崎県や

山東部からの作男作よどの入稼も多かったが，戦後は 200 人程度にとどまっている。

2) 職活別戸数会よび人口

別火力(~ 1 去にその概要を示すu

高萩IIIJ は，商業，辿l愉辿信_:C4!~戸数が 30%，工業 14% で、農業は 30% 弱である。 工業'1 1木

村ゐよぴ-t:製品工ヨミ関係 x.が 139 人を， Li める。 しかし一一般に各産一設を泊じ業主 1 人当リ従業 N

数は少なし木材工業 7.7 人，食料 Alll~J: た1. 5 人，ノj 、売業 2 人， I店巡業 3.4人となっている。

色日付は農家戸数が 70/%，を， 'î め，千jf，マ農業を七とするため 10.LI'-Ej従業者4 人となる。

白;]\1:.)" :一民家戸数 64/%" 許可工業 13%，その他公}万台よび団体関係行が比較的多い。交通上

当地方長業の1[，心部をなす。ん 11: 11 年に比し，戸数で約 20% 増加l して L 、るが，農業では 5

%減，一方工業会よび、サー 1:' ス~人 1I が士?加l した。業主 1 戸当り平均従業 x数は s農業 4 人，

工業 4 人，小売業2 人である。

久木野村出家戸数 80% 材p 業主 1 戸当け斗三五j従業者数は民主 3.4人， 食料品工業 3.5

人，木製品工業 4 人，ノト売 :n2 人である。

長防村 ~~J~戸数 50%，商工業 10%，サ{ピス業 10%。サーピス3t x.の多いのは， iLiJiと

があるからでp 業主 1 戸当り従活者数は， ，民主 3.3 人，主主ri文:ÿ~ 4 人，食半料r午卜 il

!パlfA1 よ斗工I仁:三茸業f乾ミ 6.5 人 P ノづ小lト、売三才業f主~3 人 P 族1f位官三ヨr~ 1日5 人となり，農業をのぞき当地 }J としてその平均間以
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i土上ヒ1誌がJ}( きい。

昭和 1 27 '.j~の現 (1: た~'~ If 126 人 ， tトHO.::J~X' 147 人， J1なれま春には減少ft(iI'IJ にあったが，

雨来f交正?とともに榊力11 している。

3) 良家人"

出家総戸数 11 ,1 J-l/.~~t~民家 65%，色見村が此も多く 80~~~ ，一方労働'di J-JJJ" ある正;j;示\~lI lr (4036) , 

長防わJ (53%) は少ない。とれらや ['1 J.f¥ ，久本ifÍ')Jflj げでは.商業，交通業，林誌など?のiE労働ゐ上

ぴ畏1~居傭に従事ずるもののほか p俸給生前日，?b +11当数を合んで、いる。な.t)'ijムの/\\(労もいる。

業態では糾 N:益出に従事する民家が圧倒的に多<.土地所有では現た I'j 作t2よりè'l'j 小作:;三友

が多し、が， 1" ノ九正:jォ~~， Jc!:/I易では，Jイ乍冬、よぴ下 l 小イ'4:-1史家がよ七車交fl"J 多い。

4) 林業ゐより:木村主i克係行

森林所有 Jfは約 1 ， 500 人で，結;世帯数の 37，Oi となる。 じな所有(，{'I主出家であるが， rfij森 111 ]"，

白 7]\十!の若寸二の前j工業 X'を合む。農家戸数に対する森村、所有汗数の比率l土 48% t'f，皮でるる。

とのほか採11地)îJíイrxの民家戸数に対アる比三fは ， ， "/J， .:-o' よてJ:久木野村で 24.% となって L 、る。

製決提;4'~X' -'!,C:!(t X'は戦後全くいなくなり ， -Âたた行総数 10 名内外 lこすぎない。

林業労働斤 r;l 家労{助をのぞき ， -'!{~X' 66 人，従業者 45 人!うえj外とみられる。その他l:~~~

時に県営土ーイ司\:主に従事する出家などがあるわけである。

木材業者i- 県にな録している .lf49 人，うち現主事業主行って;いるよJ は 40 人相皮 C i!';る。

製材業業主 xが多く， I， j'， I:U取抜い行数は多くて 4 ， 000 1 ﾎ , 'F-~Jで 2 ， 000 ィ i内外である。郁Tli

業者ーのブローカーも才'i'f\. 、る。

製材業~' '(.rw!kによ A Lf工業 X'18 人 ( _-_l :lJ/}数 22) ，労働者数 111 人となっτL 、る。泊森1 1I J は

7 34~ X' 10 ~j:J仏従誌は 48 人となる。また，移動製材が臨時に山泡へillil' [[ずることがある。

その他木製llli工業 x' 建具業者 1 ，本←r:会社 2 (従::nx' 27 人)の(まカミノト家Jl ， 'r'r製JIll を家

14工業て目IJ主'YI"jに製治する者が;:i'子子ある。

5) その他

その他の製i1_-I:ヨミ 多少 J.:.. きいのは食*引ll梨j丘ヨミで， 49 戸るけ，その(まカイ主自殺IIIJ に小川l工

業がすli~二イ({I'する以外みるべきものがない。，r.J:\'YI f\ j を汗動ずる労務 1削工 120 人 I'J 'Iトカ入、る。

商業 卸売業は高森!日Jの消;t，~よび醸j立業の 2 戸だけである。小売主などの業Niljlj は，食料

品 120 戸， 1:く王n雑貨 70 戸 p 伏食店 19 戸，その他 37 Jつとなっている。その戸数は，自主!長111J

(128) 、f'f/J-くやJ (63) ，凶1易付 (34) に多い。

'~':r;到lJL、1:ぴ保険業 正-:j法IIlrに銀行 }Z I占 2 ， f\~t-託会社 1 ， (Jノ]\1，.J'1 こ創H 1 1/[[張所j' l，その他谷

村の良一主協同事11合が才汁二の融資を行うが，銀行 ， t言託， f~(E食関係r 従 ;itfi は 25 人内外である。

;辺 íl給油f言業 国鉄会よてJ:諸本産主交通株式会社の従 ~I~日のほか，小輸;主主計ーもあし拾.数

200 人を越えるが，ーノドばは正;jl~~nlf1己て‘ある。その他通信 ~l~，電気従~~I~L 1 はそれぞれ 35 人 I'J外
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となってし、乙。

サーピス業 技官"ry従業L � 250 人'1 1 210 人は長防+.JJîド品[米関係、 xで、ある。とのほか娯楽興

業 8 (20 人)，医療保他主 31 (64 人)，法務教育宗教関係、 220 人となっている。 また，公務

関係行は 300 人，多いのは ['1 ノJ\H (154 人) ， 1<1f持村 (65 人)である。その他とくに高萩I lI fには

1/1， 1 人サーピス ~I~ ， {1谷旦H~Jミなどがある。

B. L Jl~ 

1 ) NJ'f!)jiJn'rifH 

との!人j本は統;;1 により区々であるが，熊ド県のJ主礎訓杏などを参J!H して， 1:地の月'íイf)jlJ利川

形態)j iJ lî'rifHを示したのが)jlJ夫抗 2 でるる。

総的ifil: 18 ,346 111 J '1 1, ]r，l:も広 L 、のは久本町村で， 狭L 、のは両法IIIJ である。 全休としてtJf-J也

23.%, 111 村、 28% ， .)宋 ，'，'U/i.牧地 27.% ， 1);(町 16.% で，なゐ地"山林'1 1 には };"i.牧作 r'I\J也も fil二イr­

すべししたがって f."ii'ft. J IJJ也が総1J'ril!'fのやくノlそばを I! i めていると L 、えよう。なゐ，手:JI:J也でも色

比十l はほとんど'};/l 1地であるが， -jj久本貯;j;、よび I'I;M.J は ['1111 ぞいにノk川が多い。

っき1こ 1 :J U!手IJ 川 '1ヨ]症の{立世日 IJ変化はみ(0 凶でも)，:11 られるが，山梨は沼 21却のごとくである。

門的UlltilJでは及可斗~~~~r'/Lj也， 1制土地は*~:Mよ也にあるが，外柿山I!Wでは~~=斜地にまでネ、よぶ。 'f:]，‘

千i;j，よ !ì~I" .t山.~ないし*~長会:ド也に多い。冬期J Ji J の\~l:)'lrr:iや;υ也は ， ibi十友向 1 ， 000 m 1ス-' '.の )Ji{盟f' をとも

利川し，立はi'T2J'/rj'也より奥地で )rf.t&:?':j (:;CO~SOO m に多い。

2) 民地

林地海技高 600m 以下 l1k:ll~実態iìMj査によれば， 1111 ,336111f 

採草地 ρ 500~900m '11-[;作川 64.%，二 E作川 36.% とな

放牧地

樹付M也

第 2 凶

" 500~llOOm 

500~900m 

っているが，肥料が不足し気i院が低い

ため，二[1'1;はそれほど行われな1. "0  

1:/112 ,787 I1 I]"ql .'-l~樹，茶，桑闘は 9111J で

残 1) は ft 辿州11である。 1 J寸当り ~I ご EJ科|地 ri'J i千'HI主，山j~~I1 I]" (1. 4 1110 がJlιj、で、色見付 (2.9 IIIJ) 

が故大であるが， ---}jll主 k.多数の所有規悦は久木町， J~JJl!j十j でーは 5 Jメ~1. 5 1Ii]"にあるのに，色

見付では 2 ~5 [1 IJ にあり，その他の川村で (ì ， 5 反~ 1 [I IJ と 2 ~3111J に 2 つの問lli.が示されて

いる。すなわち，水川主体， 1:/1 1地主休とさらに両行一一共存の形態とがみら ~Lるわけである。

なJ2， 1 [I IJ 当リ従業x.数は，総千均で 3.9 人，最も少ないのが色見村 2.5 人，最た久木野村

5 人となっている。

3) **盟Í'正ri h't

森林の針広別推定げritliは，日iJ夫抗 3 去のごとくである。資料の茶礎が異なるため，別去U~2

J三と若干数字が遣っている。総両日 5 ，296 [IINI釘葉樹林 3 ， 951 川r.広葉樹林 744111 [， i.昆交林

351 IUJ，竹林 250 i日!となっている。森林n'rilþJ)誌も多いのは久木野村で，釘~J\~桧舛木1也が 66.%
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を，':îめてし、る。:Í1 1寸むちは材、の ，\tlííj、はスギjit林地で， ヒノキ治林I也は 1 割 l人lタト，マツノ〈部材、は色

~L (35%) , r'-uJ, (20%) 以外は 5% I^)外である。 jj!t材d也は多く 700~900 m ゐより:経外J-也

500~t:OO m にある。広 lE樹林は多くクヌギp コナラ(上部ミヅナラ)，ザツ続決林で、ある。ケ

ヤキも若干ある c

国有林は久木野村 (46S 111f)だけにある。公有林貯'1'~・行活林取は色比十J (203 [l1J), 県行ili­

林地は色見村(100 Il lf), r' r ノk村 (515 町)にある。その他の公千f林は 2 ， 300 IlI J 公で，そ n う

ち高森町では， !II)Nが林本を所有するものも少なくない CH'，'上也林)。

何人有山林のJI'J!/íJí"イf脱出は， if刻、高森n1) 0.4 1 1 1) ，壮大色見付 2.3 川Jで1阪両前で 5 以来前JìJ;)W~が 70% 強， 1 illJ 以上 7% であって段高 20 IlI)l'I.卜.が 1 :{うにすぎ

ない。

保草地の所有関係は十分IIJlらかではないが，所イf J千数も森林所有x.より少なしまた別協も

0 .4 ~O.8 111) と小さ L 、。

な ~7 保安林の n'iififは 1 ， 168 1l 1Tに達し，うちノ'J， iJht両誌保安林 868 IlJf, :f:ii材fIl:f~~'Á'林 300 [llf 

で，とくに色見， J' r ノk両村で 1.055 Il IJ を Ilî めている。

i--t~~ずべきは，との lú日J(の'1'には，実状が iJi\l'Fである分も相当合まれていることである。ま

た， ;J'(源林指定地 2021 1 1J がイfイ1二ずる。

その他岡山í'li'ljt/Uì 3,000 IlI rになんなんとするが，相当の利川|付難地を合んでいる。

C. 資本

生産設備，治資試11iliに関する資本を主として述べる。

1)農業資イ〈

a) 土地改良:ノk川改良事業l主延同誌 2 ， 170 IlIJ , 6,510 Jj川に述ずる。しかし， まだ冷;j(

i症j陪rli ，排ノk不良111 (洞 111) ， IIJ/]'( 不込川も少なくなく p またノ'J，'，芹のためしばしば11知 11'.を必ず

るものヵ:ある。

b) 長機H: 発動[九到~)) ;jむよぴ人})作Jミ機などの介，H数は 5 ， 800 Ji /l j にすぎぬが， 多い

のは久木野村(1，800 /f /lD ，ド1 ぷ村 0 ， 700 万 1i.J )で，色見付がji立も少ない。

c) 家畜: 1b;J tìヲn数は )jlj夫毎H去に掲げたが，総出家数1/ '-'1二の飼育戸数 73，0/0' , ，I，!.jが 24% ，

したがって飼養農家は将辺的で、ある。 !I:稔頭数 4 ，767 ]]JN'1比も多いのは白水村て、 526 戸 1 ， 530

踊， 久木野村も 1 ， 000 ]]n内外をíM益している。 また， 1 戸 '1ド王iι均f江J '1 二イ令{

{判;.J、.J は 3.3 _\jj頭民となつている。 jJJ は総iJJ'i数 900 頭であるが，約 4 芹IJ は I'r 点本、j でしめている。

とのほか若干の車Ilil 下， UI '1三，阪などの飼養~よび養虫干:民家(17 戸)がある c

d) ~ei合 ， ftJJi [， 家民

fll!'ù:ít宅数をあげると 3 ， 747，市合 3 ， 156 ， 1ì í:川 H:宅 288 ， ::íTJ,j[ 1 ， 708 戸である。

e) 果樹園，茶桑M41
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日L詰Jはナシ，クリ，カキ， リンゴ， ミカン，ウメ，アンズ，モモ，スモモ主}'j， 1:" ワなど 12 ， 000

本余p 茶はまとまった lúi附は 31 1 1fにすぎないが， lill;~1'ドなどをあわせ 7 万本。桑|点lは 31リ l 。

f) 公j共iヰ~jむ去よぴぴ;公川』地在師r三:

虫道 2却OOkm ， 4'.(む 159 km，沼地 2 カ所，反J'lI/f~: 57, ;J，路 10km，橋梁 260

豆)その他運搬凡などがあるがp 交通機関の引に計入したω

2) 林業資本

a) 林木蓄積

その所有別内容は )j iJ火消 3 夫をと参照されたい。

国有林は 465 rリr， !i '-J~J 1 111 r当り蓄積 458 :tiである。作業組は主として p 第 2 択伐川村林作

業級に局し，私lf主はスギ， ヒノキ p 輪伐期 120 "'j:, I司J帯主!三 20 :\ドとなっている。 者Wil土スギ

が主で 117千石にjJ;ーする。士;!J-林地の令殺は u令税 (10 "1と単位)に会よぴ，広出樹は\V， \1, 

lX 令級が多い。

公有林野官行活林地は，当初J)( きかったが，不成杭地をのぞき現在 179111]， 1111) 当 1) 斗ζ均 350

行となる。令級I， U-(:' スギ， ヒノキ， *お伐期は 40 "1'.である。

民有林の別表第 3 .1之の者闘はf止すぎるが，その他の ~tt料もィ;僻実なので本去をとった。三|江J

1 同J当リ 97 石， 11 l:t:j久本均二 114 石で，実際はとの併以一 1 :に:ilするとみられる。 それにして

も蓄耐の低いのが一つのq:.\'徴である。

当地方の林木生J<:量は一般に小さい。白川村の県 íf出林地は 6 訓まで不成積地であるが 3 それ

は不良立地，火入，子入のイ〈行屑が作Jij し℃いる。しかし，外陥山 fÞl~は内愉山側より ~I:.長良.Íl.T-で、

ある。干上与生長量は[1il イf林で2円定樹 12 壬 1 ，広葉樹 7 子 1 ，公有林野官行活林地 20 イ i ， 1げf，j木

1iで葉樹 15 子-1 ，広:j~fffJ 7 イ i開度とみられる。

b) 卒資源

とれば直接林業に関係がなしまた牧野原型Í'に何年生:ょするカヤ p ススキ p シパの去nはド'il~と

資本で、はない。しかし，その首止さ数量が大きしその必要が組対的であるととろから，とれを

批算すると，総面的 7 ， 895 1lI)で 15 ， 608 千立となる。なゐ， その価額は 1 駄の:j:fJ'i': 7'J:)!法人で

85 P:J ，所有地で、照的ーヴÍ任)jによる場合 70 円であるところから山[1，されよう。

c) -1',', -1:111 

長問村のJ~ 行法営 1 をのぞけ(f ， rT '.ii~川 I'，"~くのノト r(rÎ砧養成のみである。 主f点本数約 200 万

本，資本総知 230 万円。

d) 林道，砂防戸支1J/Jt

'!flli 国千f材、 2.1km， 1(千f林 8.1 km , ;¥1" 10.2kmo 

*，I.!J辺 国有林 2.4kmo

砂防・;;x:f，iii fI{j和 27 "ド!互に事業の行われたJ)は白水，色日両付で，また過去の確実在投入額
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は l りj らかで‘ない。

3 )工業百本

a) 製付I::~t~: -_J: J~h数 22 ， }S}J数 510 ，[，Jil定資本初 2 ， 300万 PL高森川がその三|そばをしめろ。

b) 本 1:主J:勾数 49，資本額 940 万 P1 。

c) 食料Ji J'J C~J~ :工場数 49，資本初 1 ， 110 万 P10

d) 金同機械にた:工場数 12，資本額 600 万 P1 。

e) 専売公社: 1(:j ;jÌ!ミ nfJ に IIFJ:長所あり，立令官制(土 ，H{i1かだが 1 ， 800 l)"川と見込ま ~Lるの

f) その他: 1":IHlilJ，紡織その他の小 c場で 27，資本額 515 万円となる。

4) 商JiU'f本

主として J 1Î ':'1illld11，l{rで，総数 250 ， 資本街.~ !) ， 540 万 P1 となる。

5) その他

金融，交;ι 電 }J ， Jj，道，土建，サービス -1~，官公目i<， 団体冬、よて}:~!'~(l11 の資産が挙げらるべ

きだが， :'(flll持し，火色í:iにその資本価制を， t.!.Wi) によ 1) 掲記する G

3 , 町村別土地および費本の価額

市発1;谷地 }Jの主 Iá!!I~ :-~~:ミ別資本客員を ~fJ 村山j に幣1'11[[丞';;'するとつぎのご、とくである。ただし，単

位は万円，また( i )は国家むよぴ公共資本(ii )は仙i人ff本とする。

A，高森町

1 ) 珪1業ミγ苛fイ

こ辻土1:士也 (ii) 111 1 ,280 'K均却制JI川11 2 ,394 ;ì司|十. 3 ,674 

資本 ( i )市li也 200 民j立 1 ， 000 J]\路 21 橋梁 10 土地改良 18 小計 1 ， 249 Cii) 土

蔵合J'ìl 1 , 850 肘M 230 農機J1 660 小計 2 ， 740 計 3 ， 989

合計 7 ， 663

2) :市産資本

二[ :よ厄 (i) !j'，(野 11;\盟f' 137 Jj'C 47 小~1- 184 (ii) .jTUi'~士也牧:堅f- 188 五'( 38 小;:;1- 226 言 l' 410 

資本 (i) 牧近 600 Cii)高合 1 ， 160 fjí:JI Jf I:'む 150 1誌高 4.328 小，\-1- 5 ,638 計 6 ， 238

合計 6 ， 648

3 )林~>~資本

:[:1也 (i) 林i也 80 (ii) Æ本地 204 J'lî士rll 2 小計.206 計‘ 286

林水芸和 Ci) 1 ,000 Cii) 3 ,281 戸 l' 4 ,281 

古本 Ci) 林道 250 !J; 務所 20 +;11' 270 

イト↓i 卜 4 ,837 

4) 工'~)~資本

土地 (i) 与売公社 100 (ii) 製材.~~ 150 木工業 30 食料ifl'l J: 主 40 金属機材 r~l~ 40 



-214 林業試験場研究報竹ー第 69 号

そのf也 5 小;\1- 265 ;汁 365

資本 Ci) -#-売公íjìl: 700 Cii) 製材業 1 ， 100 本 ι業 270 食料 11111工業 440 金属機純工業

320 その↑出 55 IJ 、計ー 2 ， 185 計- 2 ,885 

5 )商業資本

土地 Cii) 卸売 10 小売 140 飲食店 20 金融 20 汁 190

資本 ( ii) 卸売 90 小売 2 ， 660 飲食店 240 金融 230 計 3 ， 220

合計 3 ， 410

6 )交通過f三資本

資本 (i)鉄道 24 ， 000 道路橋梁 25 ， 400 通信 500 小計 49 ， 900 (i i) 車}IÌÎ 300 運搬

よ1. 1 ,435 小計- 1,735 CJ:土也をも含む)

介計 51 ， 635

7) ;J，j:;-上ぴ電力資本

資本 Ci) 河川改修 500 ;J，道 2 ， 000 小計 2 ， 500 (i i) 電力 500

子ヤ計 3 ， 000

8) -[:建資本

資本 Cii) 115 

9) サーピス近

_L土也 Ci) 500 (ii) 250 ;¥1-750 

fH三 Ci) 2 ,300 (ﾏi) 2 ,340 ;¥1-4 ,640 

合計 5 ， 390

10) その他公民方伝~-t

'J :.1也 Ci) 30 資本 Ci) 120 介計 150

11) 団休

土地 (ii) 民業 20 者産主 1CO 計 180

資本 (i i) 民業 80 高産業 640 /¥-1-720 

イ1"ßt- 900 

12) 雑問地 (i) 81 

13) 家計

:!二i也 1 ， 145 {[:~主 8 ， 820 {Jí') IJ tI三七 165 イl"i\-I- 10 ,130 

14) 経: )\-1 ・

ー f:土也 Ci) 975 (ii) 4 ,991 ;;十 5 ,966 

十本イ王者;干ii_ (i) 1,000 (ii) 3,281 ;\十 4 ,281 

1資本 Ci) 57 ,639 (ii) 19 ,193 計ー 76 ， 832
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合計 97 ， 209

B. 色見村

1 )農業資本

¥m 経営および経済関係 (桜島)

[::i'也 Cii) 1'1 48 'klll 4,062 ;¥1-4,110 
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資本 Ci) 民逝 1 ， 500 頭首工 4 橋梁 60 小;\¥. 1 ,564 (ii) 土蔵r.fj'ìf 423 .~~樹 193

災機具 540 ノJ \;1十 1 ， 156 計 2 ， 720

合計" 6 ,830 

2) 高産'tfイ〈

土地 (i)牧町見{虫f- 366 平 127 小計 493 Cii) 採平地牧野 291 ",": 35 小計 326

百十 819

資本 Ci) W>cむ 1 ， 200 Cii) 者合 1 ， 172 fií'I/Jf I:宅 21 米市 9 ， 939 小，\\"11 ， 132 ;¥¥" 12 ,322 

合計 13 ,152 

3) 林~t資本

1::土也 (i)林土山 97 (ii) 本料也 328 Ni:J:fJl 10 小計 338 言\" 43:=� 

林水議fH (i) 3 ,092 (ii) 4 ,746 ;汁 7 ， 818

資本 Ci) 林泣 250 砂防設備 2 ， 500 ;¥¥" 2 ,750 

介~I- 11 ,003 

4) 工~i守本

土地 (ii) 製付近 10 金属機t'!lG 2 その他 2 計 14

資本 (i i) 製村 80 令l号機械 18 その他 18 ;¥¥" 116 

イ子百十 130 

5) 商業lfイく

土地 Ci i) ノl 、売 10

資本 Cii) 小売 150 合計 160

6 )交通過信資本

資本 (i)道路橋梁 16 ， 930 泊[， j" 50 小計 16 ， 980 Cii) 運搬兵 230 合計 17 ， 210

7)ノ'l'，';:守より:電力資本

資本 (i) jnr川改修 1 ， 000 JJ,ili 2 ,500 ノj、計 3 ， 500 (i i) 電力 100 合計 3 ， 600

8) こ 1:建資+:

lfイヰ (ﾏi) 25 

9) サーピスヨ!ミ

ーJ:J也 Ci) 60 (ii) 3 ,11- 63 
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資本 Ci) 240 Cii) 27 "卜 267 合計 330

10) その他公共碕言文

土地 Ci) 3 資本 (i) 27 合計 30

11) 団体

土地 (ii) 10 資本 Cii) 140 合計 150

12) 雑極地 Ci) 252 

13) 家計

土地 1,786 住宅 2.990 fií'IIJ 住宅 21 合計， 4 ,797 

14) 総計

二1:土ú!. Ci) 905 Cii) 4 ,811 ， 1-\ ・ 5 ，7l6

林木蓄1'J'f (i) 3 ,072 (ii) 4 ,746 ~\' 7,818 

O軫:;f;: (i) 26 ,261 Cii) 13 ,076 ~\- 39 ,337 

家計 4 ， 797

介計 57 ， 668

C. 白水村

1 )農'~Z資本

二仁刻l!. Cii) fl-l 13 ,350 旬11 7 ,070 主\' 20 ,420 

資本 (i)溜池田O jA道 3 ， fiOO 水路2 橋梁 110 llt1門'_:_c 40 -]:t也改良 876 小計 5 ， 028

(i i) 土蔵合庫 1 ,311 月捕す 736 投機n 1,700 小;\!- 3,747 計 8 ， 775

合計 29 ， 195

2) 高産資本

ー1 :よ也 Ci) -l宗寺ぽ也ヰ支出Í' IJ;(lliÍ' 651 J草 145 小計 796 (ii) i主 11t地 103 五日: 12 小;1!- 115 

~!- 911 

資本 (i)牧道 1 ， 200 (i i) 市合 4 ， 292 fJ�'l 1 J11:宅 387 米市 12 ， 665 小;\!- 17 ,344 

計 18 ， 544 介計 19 ， 455

3) **~;r~t守本

土地 (i) +_，jd也 406 Cii) ;f料也 528 i,'j1./i1 8 小計 536 計 942

;j:i;;.j-:WH� (i) 6 ,110 (ii) 6,105 ;¥!-12 ,215 

資本 Ci) 林道 525 砂防設備 3 ， 500 ノ1-，\\' 4 ,025 合計 17 ， 182

4) 工::)Ilず付記

土地 (ii) 製材業 50 十〈工業 50 食中千JIll じた 20 金問機械 20 その他 20 計 160

資本 Cii) 製材業 430 木工業 450 食料r:IU:::)I~270 金問機械 180 その他 200 計 1 ， 530

イ日\' 1,690 
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5 )商業資本

土地 (ii) 小売 100 伏食f~j 8 金融 2 ;¥1-110 

資本 (ii) 小売 1 ， 060 飲食店 9'2 令融 38 ;\卜 1 ， 190 合計 1 ， 300

6) 交通過日資本
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資本 (i) 道E抗告決 98 ， 030 通信 50 J 、，\1- 98 ,080 Cii))中:庫 40 運搬H 720 小;\1- 760

デト三ト 98 ， 840

7) J.Kゐよび:1ttJJ資本

資本 (i) illflll 改修'2， 500 (ii) 電力 100 介;\1" 2 ,600 

8) 土建資本

資本 (ii) 115 

9) サービスー疋

二[二J:U!. (i) 460 (ii) 100 i;十 560

1"t>j,.: (i) 1,840 (ii) 915 :\卜 2 ， 755

デヤ五十 3 ,315 

10) その他公共地l役

土地(1) 15 Ù本 (i) 135 介計 150

11) 団休

土地 (ii) .~.~~~ 40 高産 2 安蚕 2 ;¥1-44 

斉木 (ii) ~げ~ 360 五千産 38 養蚕 18 ;\十 416

~'ì-~r 460 

12) 雑航地 (i) 669 

13) 家計

土地 4 ， 336 il:宅 11 ， 840 fJUIJ 住宅 390 ,\1- 16 ,566 

14) 総計

土地 (i) 2 ,346 (ii) 21 ,485 計 23 ， 831

林木蓄も1( (i) 6,110 (ii) 6 ,105 ;\1 ー 12 ， 215

資本 (i) 112 ,808 (ii) 26,117 ;¥1 138 ,925 

三口 1- 16 ,566 

イト百十 191 ， 537

D. 久木野村

1)民主資本

二L:士山 (ii) 111 13 ,380 {III 1,785 ,\1- 15 ,165 

資本 (i) .良道 2 ， 500 DI1rf 1: 60 水路 233 橋梁 70 [:地改良 2 ， 613 ノ1;11- 5,476 , 
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(ii) ー!:蔵在五日 900 果樹 505 農機一只 1 ,800 ノJ'TII- 3 ,205 計 8 ， 681

仇tH十 29 ， 322

2) 高産資本

二[:}也 Ci) 採草地牧些子原型正 655 中: 279 ノj 、計 934 (ii) 11(:1'，\:1:也 72 ~I\，C 14 小計 86

計 1 ， 020

資本 Ci) 牧む 1 ， 500 (ii) 高合 3 ， 200 Ii川住宅 210 家南 8 ， 837 小i;!- 12 ,247 

言 1- 13 ， 747 イ'ì~-j- 14 ,767 

3) 材ç~I~-rt イトミ

I-i也 Ci) **:1:也 730 (i i) -I本土也 616 i'ii:tJIi 2 ノト百 1- 618 ,11- 1 ,348 

林木諸制 Ci) 29 , 0611i (ii) 14 ,000 計 43 ， 061

1f* Ci) 林道 1 ， 655 事務所 20 計 1 ， 675

合計 46 ， 084

4) 了::n資本

二土!-地 (ωii) }製主毘2材:止~J位J~ミ 3却O 木工 Y主ミ 1叩O 食半料2午卜!;

ず資t付イ本( CοIIり) 製材材.;~主~ 17刊O 木→ l仁:~業:Eミ Q卯O 食半料2干~ ~rl~工今1浩1主~ 12お5 その↑他也工;主~才荒)~花J~ 3却O 計計‘ 415 

合計 475

5 )商活資本

土地 ( ii) 小売 20 飲食店 2 計 22

資本 (i i) ノj、売 220 飲食店 38 ;;卜 258

イ日 1- 280 

6 )交泊辿信資本

資本 (i) 道路橋拠 29 ， 400 辺信 50 ノJ ， fo十 29 ， 450 (i i) 注搬共 :~91 平山 20 小計 41]

3 十 29 ， 861

7)ノ'J\~'‘よぴ電力資本

資本 (i) 河川改修 2 ， 500 水道 500 小計一 3 ， 000 (i i) 電力 100 合計 3 ， 100

8) 土建資本

ffイ三 Cii) 60 

9 )サービス':r~

:! ::1:也 (i) 300 (ii) 20 TI十 320

1f イヰ Ci) 1 ,000 Oi) 250 計 1 ,250 

合計 1 ， 570

10) その他公!日方邸主

二!)也 (i) 5 資本(ii) 35 合計 40
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11) 団休

土地 (ii) 1).主主 50

資本 (ii) 1民主 250 介計 300

12) 雑杭地 C i) 560 

13) 家計

二L:士也 3 ， 898 ílとと 6 ,240 fjí' 1/JíI:o七 210 {t-~I- 10 ,348 

14) 総計

二J:J'li!. Ci) 2 ,529 Cii) 16 ， 021 計- 18 ,550 

材、イ三者千六 (i) 29 ,061 (ii) 14 ,000 ~I- 43 ,061 

Ytイ三 Ci) 42 ,136 (ii) 22 ,672 ~I- 64 ,808 

家計 10 ， 348

合計 136 ， 767

E_ 長陽村

1 )農業資本

二上i也 Cii) 111 8 ,670 *111 3 ,122 ;¥1-11 ,792 
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資本 (i) 1足立íJ 1 ,500 yrnt _:_に 120 ノ'J，路 651 橋梁 10 土地改良 3 ， 009 ノ1<\1- 5 ,290 

(ii) :1:蹴fひìi 1 ,140 弘樹 655 呉機 rt 1 ,100 小計 2 ， 895 計 8 ， 185

合計 19 ， 977

2) 斉産資本

土Jli!. Ci) .J:j"i，'U也牧盟Í' JJ;(野 259 平 105 IJ 、， \1 ・ 364 (ii) tf:I'，'CJ也 406 ','[ 81 小;\1- 487 

計 851

資本 Ci) 牧迅 1 ， 000 (i i) 出合 2 ， 800 U Í'i I J1 I:'む 231 家南 8 ， 837 小;\1-11 ,868 ;]i-12 ,868 

合計 13 ， 719

3 )林;3rミffイ三

ニu也 Ci) +本土也 102 (ii) オ本1也 924 !,,'I-j:flì EO ノj 、計ー 1 ， 004 計ー 1 ， 106

林水蓄杭 ( i ) 1 ,900 C i i) 7 ,298 計 9 ， 198

資本 Ci) 林道 250

イt-~I ・ 10 ， 554

4) 工業if:4~

:1)也(ii) 製材業 40 本 r_ 主 5 :ftHrt~~工才ミ 20 金'm~機+I!~ 工業 2 その他工業 20 計 87

資本 Cii) 製村主 240 本 c~'~ 35 食料品工-:n 180 '金問機州 r:主 18 その他工業 160 ，

計 633 介計 720

5) 耐 ~l!資本
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ニ[:地 (ii) 小売却飲食I ，i_i 2 ;i-J-52 

資本 (i i) 小売 610 飲食店 18 ;\卜 628

介:\1- 680 

6 )交通泊1:1'資本

資本 (i) m路橋梁 86 ， 100 泊目 200 ノ)<;1- 86 ,300 (ii) 辿隙H 268 ;¥1-86 ,568 

7) 木之、よび電力資本

立本 (i) ìí'[川改イ!と 3 ， 500 ノkむ 1 ， 000 小;\1- 4 ,500 (ii) 屯 }J 200 合;\1" 4 ,700 

8) :l:佳子f本

資本 (ii) 100 

9 )サ{ピス J)~

_:_[)也 (i) 350 (ii) 150 ,\-J- 500 

Iモイ( (i) 1 ,250 (ii) 1 ,355 ;汁 2 ， 605

イヤょ1- 3,105 

10) その1lli公共五店J立

土地 (i) 5 !t本 (i) 35 ~子"十 40

11) 団休

土地 (ii) 民主 40 資本(ii) 260 介li1・ 300

12) 調M主よ也 Ci) 1,320 Cii) 16 イト計 1,336 

13) 次

こゴ[:づ土也 2 ,360 1l:'どfセ 7,550 1打附j月í:J川川lリl川í [:~-(; 231 え計計i卜- 10 ,141 

14) 私松~ 匤 

二L:ム山 (i) 2 , 141 (ii) 13 , 628 ;;1-15 ,769 

~*本存Nlf Ci) 1 , SOO (ii) 7 ,298 計‘ 9 ， 198

7t本 (i) 98 , 625 Cii) 18,207 ~-J- 116 ,832 

~，ミ計 10 ,141 

イh\1-151 ,940 

p ，総括表

第 1 表

高森町 色見村 白水村 1 久木野村

( i ) 975 905 2 , 346 2 , 529 
土 地(ii) 4, 991 4 , 811 21 , 485 16 , 021 

計- 5 , 966 5 , 716 23 , 831 18 ，己50

(i) 1 ， 0C コ 3 ,072 6 , 110 29 , 061 
林オミ蓄積 ( ii) 3 , 231 4 , 746 6 , 105 14, 000 

計- 4 , 281 7 , 818 12, 215 43 , 061 

(単位万円)

一長陽村 合計 比率

2 , 141 8 , 896 1.5 
13 , 628 60 , 936 lQ, 4 
15 , 769 69 , 832 11.9 

1, 900 41 , 143 7 , 1 
7 , 298 35 , 430 6.1 
9 , 193 76 , 570 13.2 
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(続)

高森町 色見付 出 7k I'、f 久木野村 長陽H 合計 比率

( i) 57 , 639 26 , 261 112 ，号05 42 , 106 98 , 625 337 , 469 ;'7.9 

tを 1入 ( i i) 19 , 193 13 , 071 26 , 117 22 , 672 18 , 207 99 , 260 17.0 
計 76 ,832 39 , 332 138 , 9Z, 64 ,C03 116 ， 8己2 436 ， 72 ヲ 74.9 

人口 1 16.1 20.5 20.0 1".2 26.7 20.0 
人当打

( i) 59 , 614 30 ， 2斗S 121 , 264 7 'J, �26 102 , 666 387 , 20 66.5 
Zι-L J :r., (i i) 27 , 465 22 , 628 53 , 7Oi 52 , 693 39 ， 1 己己 195 , 626 J3.5 

l 言|ー 87 , 079 52 ,866 174 , 971 126 , 419 141 , i99 5 只 3 ， 134 100.0 

弓ま 計 10 , 300 4 , 797 16 ， 56己 10 , 340, 10 , 111 52 , 151 

松、 97 , 379 57 , 663 191 , 536 136 , 767 151 , 940 6,,5 ,285 

単位土地ü'ti積当り 60.9 17.1 38.8 26.υ 47.0 34.6 

本Jミから ιI:J也むよび r，"l';L資本投ド総;価存rtは 583 ， 134 万円であり， 支社説1，Ili をイヤわせると

635 ， 28S 万 fl~ となる。絶対加では1' 1水村がたきいが， I ， ;Jー単位げi附{当けだと，向指Illfがiはたと

なる a また， *，z':~I~産 I宅 1~存l1 rjlj)也，林本帯主jsf，その他川定資本制の比率は 11 .9 : 13. 2 : 74. 9 と

なっている。 I ， ;J様 lて同友ゐよび公共-tf本， 11/.1人 lH.:の比率は 66.5: 33.5 であり.同友;f:..、よび公

~~lJh'tイ三の;守IJ{干のにき L 、のが ~I了'，:っている。また人口 1 人当 i) -rf+':加のiはんは kl;á}+.j'である。

つぎに治山if?ノk主主よび‘利 Jj，のために投ドjlliIJ j されているー資本初を.jff~うとするため， 11ヲ'M とはい

えねが， f貯I'CI'，つぎの区分を行う。

手・IJ ノk資本一一刊行也， ノ'l\.ilc存， !JJ1 ì/(I. , 1lí :JJ , ノ久治・の価釘!

t- 1J;j'(むよびdìJj'(γ付三一一林地，料、~，砂防立制;1 ， M川己主松J万価存ri

との区公川j にIl IJ 村山価制をみí~ 2 夫に示したが，総;資本初に対する比三f l.6 16. 5.%'で，久木野

村がj比もたきいが (34.9%) そ uつほとんど令部が利点を~Jtねてネ. 1) ，そのほかとの附のずt本の

やや多 L 、 J) は，色 \U号上び1' 1木村である。

第 2 ヲにr

高森町 色見付 白水村 久木野村 長陽トi

( i) 2 , 221 2 , 04 542 793 871 6 , 9:'1 
利点資本( ii) 500 100 100 100 200 1,000 

計 2 , 721 2 ，己04 642 893 1, 071 7 , 931 

( i) 1 ，己80 6 , 6b9 12 ，凸 16 32 , 291 5 ，己02 己8 ~ 5~~3 

~fì水利点資本 ( ii) 3 ， ι00 己， 099 6 , 633 14 , 676 8 , 322 38 , 330 
5 , 150 11 , 7b3 19 ,1-1 9 46 , 967 13 , 024 9ザ.， 883

( i) 3 , 801 9 , i; ム 13 ， 05己 33 , 034 6 ， 37与 65/39 
L仁、1、 ~. ( ii) 4 , 100 5 , 199 6 , 733 14 , 776 8 , 522 39 , 330 

手十 7 , 901 14 , 372 19 , 791 47 , 560 14 , 895 104 ，乙 19

対総資本比率 。，〆 8.2 24.9 10.3 34.9 9.8 16.5 

I 生産の態様

とこにいう生産は，商業，交通業などを含む広義のそれをいう。なさ"生産の五f{.jーとしての

金融業なども併記する c 以下水守I~íî 1 ヵ年の状態についてのべよう。
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1.農業

A.;f誥 '(J� 

1 )東部および III!/，)'りの士山~;lj~は T幹産をとり L 、 ALた 1:111作-l1E:-~)~ を二Ì: とし， Iド什'.(川沿 j作;戸':Jのコドi流在域に

j止い l消1'，押!?ll‘羽北Jの可!吋lザJ有能B なととろでで、 iはま， 在日f'fL'J!:1ミヵ:主となる。

2) 経常別院は "l~l~J 1. 9 Ji lfで必十しも小さくない。稲{午1'l凶作は "1;-l~J 1. 6~ 1. 9 IIIJ で，経営 J7・

の多 L 、のは O.5~1. 5 11Ir, 1:111('1;地帯は -'1i..j:~'J 3.1 Ji lj で，経営 x.の多いのは 2~5 Illrである。 し

かし，会民家戸数の 4;相jは 11リ r'~とlMj Jì );J~院で、ある。

3) 一般に怒営'集約!JEはひくい。 1:土也条件の劣必と， :1:地Jî)jイjaJIjリからきた1;)1:1'也 Jヲシト i投j:，J'よび

探 FIt-労 )J の非介上Ifl'!"!:のため，労働能率も fJc.í;くなる。民家人[.1 -'1ζ j:~J l)� 5.5 人 Jì}弘tAは， 比較

的生席 )jclì ひ< l ヴÍ{![i)J }J を相当に必梨とするととをポしている。低f\f: {1ミ産 '1;/:むよび ~Jミ予?の i$Ji発

のため， -rtイ'~帯加がすすますコ， -~.~!~機械Jヲ導ノし: 1:地改良~h::r~もむく jしている。技術的にも 11111

N[t.!士R ， ~花村[1立の介正11[化， JJ巴HJì イl-.fllll'i'-J地川なと、の rr'lìで、やくれて L 、るという。

4) 現金収入は佳作物では米，麦， 1L出黍，さらに市産収入に fl うところがんきいっそれi、j、

タトに換令作物はあまりは L 、っていない。んまかにいって，ぼ 1'[ 1 IllrAと耐の経常脱出の民家が~Ì:

として ~jrJ1をもっとみられるが，とくに生産力の1lI，;~ ， 'klll作地帯むも経賞が成山:しているのは，

市ff.ひいては放牧何~rrl'r:J也に負うととろがたきい。

B. ~f:.同~.Jì I人j本

1) 1'1ôH状況

jヲ|ー地 11川l'i 4 ， 123 Ji lj に対し， f'l ô1 ・J'総rl'lì .Uil土 4 ， 937 Ji lj"である(川炎治 5 夫人~ì:必作物は殺会f!で，

東北部はトウモロコシ， 附fí百， i河川î'Nlíはノk稲が多い。なた，別炎治 5"};己には 1 1'，ていないが， l{,( 

j_iI::架干， r[の fH.J" n'lj.h'i iJ :J;寸 )111 しつつあり，現作 285 111 r ;J= YJit とみられる。 1M ， :i ， ~I-:ÈÌdH-'l/J として，コン

ユヤクイモのごときは全くなく，オ竹二の阿草作のほか， j!I)I~なす，人参，きゃべっ， (1菜など

の[\r'ß体出子来の販JM千が1::') けつつあるが， 1 I ドは白中台が -Ì~で‘ある。

久本貯やI は;]\川が多く，経営 J:J~j・立は小さいが，集約1Eは rHJい。色は1，.J は1.111 が多く， J:Jlt見はん

きいがp 集約度が侭い。他JìIlIr 1， .J はこの両陣の ~:-J~をもっ。

2) 旬11作f主主

色児村の主745作物は]ミ笥黍， 1;;Hìit 菜種p 大豆，麦，粟で p 米!土不足し，~~子flí白家泊貸する。

昔は粟が主であったが， )(lE*期にヨミ萄黍がは L、り，斉力耕作法に適するととろから主要作物

となった。それだけに耕作面積(l戸ヱド均 3.1 IHJ)，労働力(l戸 4 人 I^J外)とも ~Q械が大き

い。 耕地所有の最たは 1 戸 15 IIIJ に本、よび， 1111r以上の農家は全部省ミ者をかj養している。 !I二民

もよい:I:[J 1 戸当り 3 頭でp ff-通 5 ~ 6 JI(jを使 JI1する。畑作 5111J だと肥料111生存L量の駄li主ゐよぴ言

力農耕Jこ 3 頭を要するという。

一般に良作業の!I町下はつぎのごとくである。
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12~ 311 新;1寸咋11;(.，小川飼主，休閑地主J/ι-

4 n -)，}，L[;併仰If(1・L 実作麦茶~H["ヲ者 }J r/I耕除小:

5J1 陀稲村(H

6~7 }j 麦茶H[の収佐，ヨ42Lj黍/1併l前{[1・j-

7~811 _J三 25黍陣稲子入，架仲の布f(1・1・， d千力 r/r 科J:Iみ fzih:

911 }(1，王収陪，菜阻麦自立f・j-， .J1: 'V.: 

10 JJ i吃 77〈興作

11)j J品j黍jl併回収Hi!，麦十1ftι し

一般に出家は 4 ~11 JJ の II\Jあまり公怖がなく，とくに 6~711 J)出禁(VJ ;j乙‘よび 9~日月

J)\吃 fJt製作 (20 1 i 11\1 くら L うの時期には， 1" 1O ~11 時Il\Jの労働が継続する。しかし，それ

でも託銀が自L 、と ， 7~8JJ をのぞけば色比十lでは 100 人内外の継続1t労働が可能だという

J，:~j黍は 1 戸此小限6 イ[をつくり，干I11 も '/o .l.!JíMH;i:_;"'よぴf器nとするω1 戸 5 iJI1で flf~1î 2 ~ 3 

以をつくるという。ょI~fuj黍干111 を IIJ し、るため，続村ーには公 i) 不足しない。~まt た徒荒F山王食川jれ刈仙11山IJJ

(ほE刊古か込り， 1れ油!山h粕としてイ行f効でで、， かつ金IJ巴節約J):(:/表がたきい。

3) Jk川 j主主

久本野村ーを主とし. 1" ノk必よび1-/:1;幼付に多い。 l: 製作物!主米君主宅ffで '1'-1句経営!託協は:1:111 f'lõに

iヒレ内攻するが， pìlJiåf~谷 jjrI'J i よりたきい。 者)Jはとれとも結合して L ・るが， J規礼射I防児 3 J反瓦 J示料よ吋i満前でで、 r小ド

数が官制i“li1日i主主せFやタ札 3~、 5 J反￡でで、 8印0%， 1.5 11川川lリ町i汀IμJ_~以札‘ゾ1ス')，λ、し苧 l

のf和か削riJ日Ji益宝となる。

~(í:廷の臨時はつぎのさとくだが， f主?，'I_， :1:111 f'!õは色見村とた7;ちがない。

12~ 4 JJ 休l川地帯))斜|転，麦(菜陀) J) l/r初除百に新+:1将11:Z

4 ~5 J月J 1山}1V1川jJ古ι;V7刊l'パf代ft.:会= よ ぴ .イ干1ぷ川品目防附附+布村納航if山抗fi向削(什d冷川f小付.Jιj

6 J汀j 川十h村航II山f花[し， 麦4収止F陛荏

7 ~ 8 11 J)\ 川 rl' 初/);[;rr/( 

911 )(11.収FC，一部来F札麦flf(1J

10)J j:('i，，''''::~H'! 

11)j 米の収fiL 麦十ili uJ:し

技術上改~!干されたのは ， i品l原市代，改良r~r'r1Æの普及だと L 、う。保温flí'点 f，'î1tJ)W及により農

主寝具JJが相当楽になったという。また，元肥を増JZ して政法をふせぎ， ~I;-i山拝も去ゐむね薬剤で'1J11

えうるため，以rJíjl二比し収穫量は相当増加してきた。そのため:l:1"f'p地帯とその生産額に相当の

開きを生じ，したがって，との地方の農民の川に対ずる需要はんきく， ') / Jl J ノ'J，についての調心

は向まってし、る。との事怖が継続すれば制作地帯のJk lJ l化が促進されよう。

4) 農業協同車II.Ú
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千いIJ付にあしと〈に，'，ノ']\;j;，'上び久本町村ごは十11当 i市設にJlIIi 'tl!リ4売収拾を行っている。七弘L

Jflli'i'l dil は肥料，投機JL 央薬で，主要なl!I~売J111 は米，ミIi.勾黍， }J!:c'{，表p f七千，0:などである。と

くに '~1氷付では貸1I 1 ;j;，~よび預金制が 3 ， 000 万I'~を:泣えている ε

なj;;-， ,', JJ'(十j には主蚕民-~ltrh~ll村n介があるが 2生産 x. もよかなし、ため éjl::~'~はあまり行tj~ しない。

5) 生産存J1

民休ヂf杭\1-;\)，'，1査:，jf-j防JW ，'， JJ'( Ii I~Wi)Î'の ;~JM奈による作物j別収量にもとづき(山K i:j'\5J.<) ， lfJ(.f正物の

価加を処分光別に示したのが)J Jj夫訂 6 _，火である。総産制は約58 ， 400万 f IJ であるが，処分光別 iこ

は経営 l\:Iíf" J 5,080, ~\~'I'古 líl"J 20 、 011 ， jリ{売制I1 "J33 ， 287万円となし 60%村が現金収入となる。

)0{売収入は色~r!J、1' 1土雑殺を主とし，久木町j;;-よぴ仁1 ノKHは米麦1mを ì: とし， F2i森IlI j はその1f r

!ilHこあり ， -.JjI羽詰村は J仰と~l~ ， 'r.I~t~-lrlに菜Nillllなどの向1171 生産作物が多い。なj:~.，久木野村，

,"JkH のw・蚕収入も加~;~(している。ノk件後出産!f/J1Îffi絡はード落してし、る。

6) ~1:.fJd~ JJJ 

Jf/li入 !J;(材料存(jの 70.% 以J二をしめて L 、るのは肥料である。 MEをた ， jM燐門走行 /ý~ ， lflJ粁!が多 JJJ さ

れてし、る。その作物別投 F量J)例としては

ノ'J<HPI-一元肥・ Jj[:山 400 〆，イ市'4.: 5 〆，.@iイ i ， JJII _rI~ 4 メ， ililJ巴・ィイf安 2 メ，力11m. 1 メ

ミピ iliJ黍~ -l!l:IJ巴 200 メ， -(，沈没: 1~2.5 〆，過イ i 1~3 メ， JIL木伏 0~3 〆， llh1:(j 2 〆

科fE とみられる。

薬剤;j;，~上ぴ民共にういては行111持ナる。

:1:.産党 )/J総'<<11 (タト古líJflIj.入)はよJI: J-j包 1 川 l 当け'/三J~J 1. 9 万I'L そのうち久:..j-.:wýイ:、j は主主も高< 2.6 

万I'L 尚~-t，-:l lI j は iIK もひくく1. 4 万円となって L 、る。民家 1 戸当りではよいj:~J 3 Jf 円， 最低白書i萩

liJj' 2.3 万1'1， JIl: ?'~:j 色比十J 4.2 万円となる。

7)労例量

出作:~I~J) I， I:.川労働校、.J1'ド量 63 Jj 人" ，その他を 1Jí:せ約 95 Jj 人 11 (少j例能力換算)，高)J 15 

Jiiínll と計算される。 ~:)I 地 1 Ji lj 当り千均年労働 240 f1, f.i) J 38 11 と止る。 出家 1 戸当り労

働~360 11 , ;fi)J 60 lï となる。単Í>Í:fI'IÎh'tで、も l 戸当りでも投ド量のiえもんきいのは，久木野村

でp 単位fI'IÎ債当リ労働 360 /::i，者 )J 45 11 で，者)Jはそれl主どでもな L 、が， 手労働が集約投

下される。設も粗放なのは色礼村で， 1 Ji lj当リ労働 105 日，高力 35 11 である。

J，~J.J二は採草労働など家者向芸に関するものは合まない。なた， 111 J1:刊 IJ針 H1J量については後述

するととろがあろう。

8) 純生産額

第 3 去のごとく計算される。

主I1地 1111J当り純産額は p 話;.2/î.J.:，J 10 ， 5 万I'J となるが，最高 17.9 万 fiJ (久木野村)から最促

4.1 万Jl~ (色児村)までその聞きがえきい。 一方古家 1 戸当りは p 総j/'，J~J 17.0 万円で最高
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第 3 主主

生 ，ft= 財使 lil 頒

総ilF鎖 1ポ材料使用額 光使熱用雷1絹!l ‘成 1!lij 

自給 i潜入 手i 購 入 償却領

高森町 5 ,710 5,,7 706 1, 263 12 266 

色見 l'、j '1 , /34 731 1,009 1, 740 8 

白 Jk i、、I 20 , 575 1, 690 2, 771 4 , 461 28 5U5 

久木野村 15 ， 9己8 1,073 1, 743 2 , 816 40 v79 

士乏 I!f,) 1、、l 11 , 162 1,029 1, 254 2 , 283 32 ~'\6 

58 , 142 む， 0 コO 7 ， 48与 12 , ;;63 120 2 , IJ7 

21. 2 万1'1 (久本!昨)から JI，(f.尺 11.7 万1'1 (色見村)までの/\:J きとなる。

2. 畜産業

A. 概況
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CHIYl 

市屯!f告"'!

1 ，己 41 4 , 172 

1,929 2 ， 80己

J , 074 15 ,:001 

0 , 135 12 , 523 

2 ，己61 8 , 301 

1",, 840 43 , 302 

1) f.i産主 l土当地 }j民家経済Jì~j: 1ーとして p Ji くからその仕位を維持してきた。戦後はよ!31 こ

代り pilßか午がよ('1 )JII し， 5,900 .;'j';;inljl , 'j-.4 ,800, .I.!5 850，その他 250 となっている b 阿ift年 '1二

の引:色は羽1ftにたえ， Ini-l久 }Jがあり，強ij1lJなとと 'C'， そのため tui路が広 L 、と L づ。しかし， M

地町的のんきい叫合l土 l!;の伎役が能率的とされる。

2) 大家f.i.nIlJ!-f~交は総出支Jî数の 9536'に近く，そのための[Jj(盟f'牧町I耐:itは土地1(1仔'J'tの43%

を i!i める。 n，ìJl~出家 1 戸当り 'V. J::JÎM韮l1J~数は 2 .4 9JL そのうち'ドにワ」、ては 2.7 5ÎJ1, ，l.{)は

1. 49J1である。 J]'， 川 Jì 多い久イ-.:!J!Ff.j は -'15.~J 2 9J1であるが， :tHI (i~地帯たる色\.!.村では 4.1911 とな

る o 1M;す副数の J~上r:jl 主 10 línだが，その飼育には]~fuj黍'!:I1I 2 1l 1j'を必ずる -b，またt/lliJ: 5 Il IJ あ

ると，J;JI 作 lこ 3 !JrIを必し，その i~主将 Ir，~J也の位置が便利だと~{:_小:運搬は.I.!)_I./C 1 fìで 111/にあうが，そ

うでないと 3~4 引を裂する。

3) 虫i;)1 への伎役と!授IJ日生産のため， -'H.!J J)放牧lリ 11:\] は五UtJ] 3 カ!Jがtj!~_i'~riで p 残公の1[:)]1: 1/は

合併!をするので， i1':小:労 jf}jが出家の ='T(I}lj な負制となる。なお，牧町には'I'lti jíl'0 に;主主r火入がu

わ~L，かっ}II)刊\(1'，) 1こは Silii庄の平IJ )J J のため， J也)jJヲ和主ドをきたしτ いるとみら ALるところもある

が，その r~l'q:lrtおよび平生改良事業などぽとんど行われや， -_. }j 1 r lべから飼育JÏn数が飽平Ill/.1 こ iど

した部落が少なくなかったと推察される。

4) 飼主民家の 1 戸 -'15.均斉産収入は 3 万円程度にすぎな L 、が，現金収入として相当部分をし

めている。なたp 版売のための FドIS飼養は，自家労働質量}{まで算入すれば，現庄でも有利では

な L 、が，土lIJ:iij巴生産J-_ ， ~~~í~の不可欠の生産部門をなしている。

B. 生産J) 1竹本

1 )飼育 }j泣t

1， 1.春火入後， 4 11)/ç~ 5 ILUr]，平生状態がよくなってから放牧を州知ずる。牧野はぽとん
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ど公千fで， fI甘j五へ会，十、rrf'入会，村々入会のIÍ皆形態がある。放牧には竹作二上F別別'1l 人を，t_;会己♀、〈し。 民f何作i午:

必必梨必なとき iは正， 1川|川l付+有杭Ir山f店[を i絡;各丞つてから b欣土牧するとともある。 それカか込ら 7 )川J 1け1'1以改.牧しし， 8 JJ の 111 :1:1日除

)ILの際に!り:ぴ合í)，iJをはじめるが ， ltu!i肥生産Jì川のな L 、ときは， 米収時 (11 JJ rf' 1 ，J) まで放

牧するとともある。しかし， )(部分は 8JJ以降合1Mを f 円。

合íMr乙は l点 '1: 1 ;jJ'i] 1 i -'1 三均 1 11- 5 介J)~I三日黍を与えるが，それが年!i \j l. 4~2 )1.の ):111作とな

る。中正には生後 3 カバから与えるが，販売前には 3 列ーまで榊iEせしめる。 -'1:には麦は不池だが

l!Jには I'L ìl{;:ill!食は稲，JY2-!巴， ].: ü~j黍干平 H巴に王辺j黍ゃん-'.Iを出ぜて食させるつ!玩合のんきさ

は -ì町llil成-'1 二 1UJ'iにつき JWlj巴小l1L Î吃五日ノj 、原， -'1:部屋とも 8~10 ，è'ji iJ :tl'ロjft とされる。

IU{売されるのは七として的ゐよび駒で ih i) ，ほとんど全部が地方外に需裂される。官れ削lifj存守の私似: 

_ì'中ií f下íf下f巳:珂数は ， t机犯 1叩OωO に対し， 崎 6ω0 ， !駒LU山f句リ 4判O とさ JれLる o 従う来l長'(:Jの3例で'1は土:世t民I~省次ミイ不二ふ汁、i況j

好lω則U引] 5叩5苅0% をのとししている。 IU{売たでは liーから!師/;(;]県が多 L 、が，それは事11::/:が浅いので若く

ても使役できるし p またその }jがj)，ij'.n程済←l二千j不 1]だからである。

な主，.， '1:/) 、 f'!，一一一マツボリ !I二は終戦後減少し，現{I:では 1 十J 14~5 同制度である。

C. H-í阿蘇144庄はニ.，~t~ 協同車n介

F小lド三\叫).灼[

l民ξ し， rrii布 1 23 1， 1'.に出 ~'j窃/;;]中1/イ?となった。

阿蘇ill(にìH Ij '-1 ヒ J) 3 車11介があるが，当事11介は 1 111]' 12 +.) にまたがる。 1 1'，資金はない。

~ì :4.与な :_<Wx~1玄米市 l!rJLjのてU/Il， ，:，'，-~'I'会P;H/!! ，千，r[ '1: ，1.IJJノ!搬入と[11]'村へ})交付中I1叫んな録 '1 三;fjljJ立

の維持と似f!l JI ・に対する'ぷ市導入資金の充当， '1二よらのN:Hなどである。収入は!U{売予数料，米

74千け i 1:必入場料ゐよびflFHHであるが，相当の加にJ.iする r

D. WÆ完治i

京市di1ヰで;(]) lI(j 平1127 "1'./立ん京高!u{売副数約] ,800 ll'!'f, 7,200 !iILJ に辻ーする。 小京市を入

A l.て 7 ， 457 )j /l Jである。

;}，'，-年後はさらに価怖がr\ :j くなり I点!I 二 1 l�j 20 )j /11， 的 15 )j /lJ もするのがめづらしくな

し千均5h川杭伐となっている。近1， 1'./1:.産im数はふえているがp まだ1ff丹(U/Jh\('1二川数 4 ， 700

引に対しては，仰とf1/J1tJ数 i 主主主iíilに jどしていない。成 '1 ヘljJは京市尚一~/草野がlÜ佐i収 iJ.j小、!材技

場へ主主る場合が多い。 l'主労は 20 人，年に 30 頭を取 i) .J及うのが故大である。

E. 生産費川

台ゐむね目布'r1;~'nを川い p 購入客員はf:lf[ f・j一料p f十時兵兇新客員，若干の新村ーなどである。UîJ'í当

り生産財使!日頼は ， h\(-'! 二lU換算lIifj当りl. 1 万/lJ，またk家斉販売頭数 1 頭当;) -"j" 工J 3.7 万

戸J となる。

F. 労働量

つぎのごとく概昨討しる。
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イ)火人むよぴ牧出f'~"~': 得!f'lIJ除去 :1IL春のとろ火入Jしを行うが，防火机伐 i) ，その他の f'I':X~'こかi

完投家は総i[i] けされる。との l 王カ 4~!1lf'~;;'持物除去，牧ill改修などに 11\役する o hl(小 llîl1当 1) 5 I i 0 

ロ) li~ ~\C :i'(' .fI ll労働: 11m当リ 3 li 。

ハ)咋 ffJf労働:及 IF:は 1 fi 1 駄見当で;\ill li '1 二 liíj 50 I i fYJ刻京市する。便利がよいと労働能 }J+f，fI.，

~rで， 1liJ1当 i) 10 I i fy)主ですむが，イよ flJiなととろは 15 I i .l.、人 1:に~よぶ。 i吃日f製作も j"1様で，

1 .\ill.'I'-1~J10 f i w1主であるが，不便なところは151i もかかる。米商日n数が多いだけに，との位九t

製作労働は!見交にとり相当のÍ"í.+11.である。しかも，その時期!がえ院の関係/'.例年 9 )j20 fi ~10 

)]10 rr とろまでにかぎられるため，一斉に製作を裂し， ~rr 10時I 1: J1:1，./:Jì 'tÝ i1'hが続u される。

ユ) 1i-fi'iJ労 i1'JJ: 8 )j から ::.;!X.4 )1 +;:まで合何ずる。 lli!1当 i) 45 fl 内外Jì労働量となる。と

のIiIJfrTl1.)"' !U~売などの労働も合まれる。

とれらのíì'iJ長労働量は 44 jj 人 111こむよぶ。とくにそのTiについての要求は小さいが，多量

を t必ずる .'.I，i，-で，止家経営ー /A:~な立日Jこをもっ。

G. 純生産自

この場合の松:.~l三ffit:i には， 47産部1 "J:I-'.産肥~，怯i をふくめて，ìl.\r し，一ーただしil訪問;I"Jの 1/

給肥料相と l ， iJ.... とする一ーポしたのがtn凡夫

である。 第 4 K ("h/[j) 

純ilfMíは， !U{売家市 1 ï'iJ1当 i) 3.5 乃JlL fi'i1 
生産自オ使1m碩

総降傾原材料光熱 ì，.x 1澗 ? 純1宇存&
動ノJ

使用額使問客員賞去IJ傾カ.出家 1 Jつ当 ì) 2.4 万 ILJ となる。 とのほか

!五{価計算では，品別作主への !'U歓も庁|入すべ高森町 1, 766 éO~ 29 87 723 1,043 

色見付 1, 811 164 2~ :0 869 942 

きであろう。 白水村

しかし， jì'iJ tJ・の允めの多量J

4 , 019 1, 779 

2 , 880 1, 16~ 

こ 5 己 12 2 , 176 1 ， 84己

ιo 227 1 , 452 1, '¥2:':. 

えればそのI~~~'μumJJ は非'市に科~L 、とみられ

る。

3. 林業

A. 概況

長陥 1、、t 2，お 1 1, 182 Òυ お2 1, 447 己0'1

:汁 12 ， 727 5 , 497 2ι2 90己 6 ， 667 6 ,(,60 

1 )森林「白[的は給[1jÎ仙のが:J 28% で，それだけに/:氾産た，l' ~:1': ~'~の， 'i める依泣は低L 、。世話ミ

総数中所有~.数も 48% 存度にとどまる。

2) 総森林而千六rll 国千T林 9%，公有林 60%， TJ， -H林 31% となっている。 TJ.fí林が少なし

公有林の多いととろに一つの特色がある。さらに:拡イf林の 1 戸当リ平均所有規H~は 111l J強にす

き、札かっ 70lllJ 以 i二め所有JTーはなしまた 111!]" 未満の戸i)j イfJ付Z総数の 93，%に達するむすな

わち，経営の nJ能な矧悼の所有はほとんど存せ十，それだけ材、たを推進せんとする到jJに欠けて

いる。

3) 畜産15の発jj~につÜ，古くから森林造成を出jJ防1fこせんとする根強L 、店主!がある。
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多くの場合森林岩山土)(~主家の資産土??析のj主として 1 j l])~L てきた。すなわち，森村、iliht ，と

くに主十葉樹造林!土，当地ブjで、は íJì1:会 íl'J問題で、あれ )'/(J山に伏イl汁日る rl-I小民家群と苧:地に公格の

ある大規出農家の対立の焦点の一つであった。

4) 手料也の 80% j[[ くはスギ， ヒノキの人工透林地むある。 したがって，マツ天然林本、よぴ

広葉指針本の比率は低L 、が，牧野や/);[!L7と記~Kí(さtLている rl l に広集結jの放生または /:午生せ 2271官公

があり，薪茨材にはそれほど不足しなかった。

5 )自然立地条件は，外'Iì向山 i!1lJ は多少よいがp 内愉 11 Jf!ilJ は作jffi以下の部分も相当 (Jγl二する。

とのとと，:Þよぴ社会径済I'I"J環境の不良なため，施業技術への閣心ゐよぴ水準が低い。しかしp

近年立木価絡の総長ーにつれ， lli林熱が高まれイ同人tfU，'，:士山の林地転換などが促進されている。

6) 苗畑事業については111持越した。特殊材、産物の ~I-:~r~ も， ÆiUr，栗，竹村p 布'j，竹 11乙，杉*01"

JX , i宗楠皮，はぜ損などがあるが什給!川主度のものが多 L 、。

B. 生産の内容

ili+1~は昭和1 25~27 "I'，Il ìi \Jに年'門主1 230 IUr，一方伐18~n'rÎHtは '1 三1[.，) 83 IlíJだから， J庄司三し、ち

じるしく促進討している371i イ三価絡は最低 2 円，杭栽功利 1 rl 180~200 木， 1 同1'3千イヰi{( , 

ii!t林伐は 1 町千均 3 万川といわれるがp 例人は自己村〔裁が多し一部農繁WJlのため!吊il， l\'労働に

よる。広葉樹匙林はクヌギのみである。

:ffiltJi[ 2 割程度，下支ljは M:栽後 4 カ年p 蔓切l土 6 "1斗!とろから 3 ヵ:-;r， 1徐伐は 10~15 "ドに 1

F") 1 jい p 枝打はj了わない。

lYi木は国有林で、は大ìitl'，'j1:1l 1 から， MI人は白家養成を*とし，外部購入は県や地方事務向î'の)品、

}jえにより主として波llií. !l I r， -1''il1小国 I JfJの業1すから行う。

同行林は択伐作主ITII帰"1'， 20 "1'. ('I!耐えWJ 120 "1'.) で、取J及われるが，公有林は倫伐!tJJ を従来川

村斗本 60 I，}と， クヌギ、村; 10 "ドの 111;~'i，としていたのを， :F_l:，I， fr: は在、イf林と同じく， 30~40 "1'，に') 1 

ドげている。

二1: イく関係には林道冬、よびifì山本来がある。火山友二f: v_ì ため道路条件が不良だから，維持{i多絡

先だけでも多額を妥するにかかわらや投下街、は少ない。 ifî I11事業では，荒廃林地{復亙旧7司市]i

/氷'1'\しP 色見両村でで、約 1 ， 2却00 7乃'jl刊lド川lりHjわiれLiてC口Lい1 る ο

C. ;it，~林宇n合

林業の未発注に応、じ組合l'r~'勤はき1])めて11t，~)， 10で，多少とも i丹勤をしているのは色児ゐよぴ長

陽村のみである。県の技術良相ìD)J，ぜ(1:4:折浮 p 施主委託費が主収入でp その他iIT材、補助事業を

若干行っている純度である。

D. ~正filiβi

立木j呪売 ri~:j はイミl引の点もあるがp 総定l1 82 ， 000 イ Î (3 ， 888 万 P:l)， うち川村 62 ， 830石薪長原

木 19 ， 170 行不自立とみられる。高森I!I]'，色見付ゐよぴ長防付の過伐はし、ちじるししとくに広
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当5闘がイミ込している。

収人としては，とのほカ込にii!汁将I Il JJ)J '，kJ子よぴq !J'J;j~ t1; iff 4-却j収入 (276 hflD がある。

E. 生産ぜそ川

--229 ー

ì: として U'~ミ労仰Jによるので，外部からの時人出材料制は rかない。['，給，隣人ネ、よびか主価問

-1:[1制を 1月二わせ 1 ， 004 万 flH'E 1支で、ある。

F. 労働量

全休として 8.6 Jj人限度とみられる。内訳は治林撫育事業l. 9 Jj， ニ[:イ寸f:n 4.2 万， 採

Ji]-0.7 万， qj伐材J産l. 4 7i;などよりなる。 第 5 表 (万円)

G. 純ifI.t:j 抗 5Jえのと主主けである。 生産財使用傾

総産経i 原使材用額料 償政却f額!m 純f彦容真

4. 木材業および製表業 小計

A. 柁~ i日 高森 i吋 829 51 lS 69 �60 

色見トI 672 14 i ~ て υj 197 175 

1 )製炭 ~l~では戦時 rjlの乱伐のため， IJ;{本山水付 73己 115 268 083 己55

林に乏しく，かつ散点してを~~~此能率があがら 久木野村 1,095 16 l! 2 128 967 

長陽村 1 ， 14己 210 17 227 918 

ないため，ノj 、);)L/見.の "1家製炭Jì:Iか，販売 J jJ
4 , 478 406 5'2 1,004 3 , 474 

も小量である。

2) 木村手荒では製什才;従業が多い。地域内資似の乏しいおJ1干にその f斤肋はi丹波である。しか

し， や日の製材~'~ ('í-をのぞいては，その規模は小さい。また，材価の聡ftにつh，力!Urtiの小主N

もふえているが，そのため外古/íltイ劫~:lfr力11 してきて~ ，る。

た n'rj干:üのまとまった生産主主を付うことが除なため機椛}J は発法しない。労働./>i'も徒主が多

く，能率もが;j くない。また，不良な運搬条]11ーのため岐川j~1土:f}:日i となけやす L 、。それだけに生

産の正礎は不安定で，社会的勢力関係によリととを処士ljlせんとする ft(frr" j がある。

B. 生産Jl/人j本

1 )製決~'Jミ

製ら~窯は It災 20 iK/人j外の J;J~j先で，災付-1).二 h'i医J;xのせまいととが j:l l られる。 ほとんど村内家

計泊先で一部砂防製材JIJ燃料にJiJ~ 、られる。年I I\ J 100 怯内外の出家!，\IJ 業製足が多く， il止多生産

('í'が年/l\ J 150 fl で 4~500 伎をつくる。森林IW千rNで I，，~ 1 ~ 2:告を焼く xーもある。

2) 木材業

当地方で 45 !M"Jタトp 二さのほかに北九ナi‘し近議関係 jj面[の主 xの fl[1介となり， -占:イ，'{(1寸に当

るおがある。近年山東部から高森IIIJに流入する数量はたきい。一般に林令 30 年内外の林分ゐ

伐係が増)111 し，また従来IHJ伐はあまリ行わHなかったが，価格鴨責につれ生産が貯1111 している。

生産量の多 L 、のは，春先ーから吠までで(梅雨期をのぞき)道路が不良なため，とくに 12 n 
~3 月は霜どけのため思間交通が困難なので，夜-~'~ばかリが行わAL，生産量J主将i泌する。生産

期間は 1 山半年がイ;厚手である。
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素材と製材 llll の'lilJ合は， 1従主来f後炎:討巧

北 j九L リナ什州.十刊卜1'16 ~，叫t削l;.!J， イサト12 制脱皮だが， ノk符"11íjは関東 4 制，北九州・1 4.5 制p 地元1. 5 llJで、あった。

本材たで、~Ulr，'するには 1 人当り 500~2 ， 000 イ[を Jrx.1及う必裂があるとしづ。との量は現布比

較的手Ij潤の大きいととをノJ; している。

作業J)主~'!jjU:JJfYは 1 人 1 11 f 1(木浩材 7 イ/，小運搬 4 イ/，運材 14 ィ i といわれるが，活路が不

良のため !I二地!札が多(，他地土i I亡比し;81扮封切:榊;必ずる。なゐ，不良なH\~-i'1 として，部落lli路

を泊iJ.益する場介の吋附存jjなどがんきい。

C. !収売 rT:J

1 )製決主:

実際より若干少なし、ょうだが，生産量は 4 ， 500 i}:; 109 万 PJ となる。

2) 木村tf1

~~X-の lrd及う数量は地域内村、誌の供給を 1:似る。総生産量は地域内生産 62 ， 830 子/，地域外

生産 50 ， 800 イ i ， ;¥!-113 ， 630 ィ iで約 14 ， 000;i PH'r\度であるが，素材として地域外へ供給され

るのは，従来 35 ， 000 イ[限度，ごく iはi!îではそれが多少榊加!してきている。ぷ材価十件は，林令

30 1，ドl1íj1査で次持前 1 ， 300 PH'rU乏であったのが，ノk待í~1土 1 ， 800-2 ， 000 PJ に鵬首している c

D. 生産党 IIJ

1)製決~

~~産財使 )IJ制は， 50 刀i'H~J芝でこのほか1. 5 千人の盟主足労働を必ずる。

2) 木材業

~Iミ産財使川知 7 ， 955 万 PL その他投ード労働量は 52.8 千人となる。

E. 純産自

第 6 ポ (万円)

|製炭業 木材業
~Jミ辛財使F11額 生産財使f-ll頒

総研傾 il !f京史材~tj額斜 (減賞上11側穎! ョロ I・ i 純産額|総産額 l 使原材用料瀬 I j減 価 I 叫副 純{t=額
償却頼

高森町 31 12 2 14 17 5, 695 3 , 330 17 3 , 347 2 , 348 

色見 j:、1" 12 5 1 6 6 1, 188 725 4 729 459 

白水利 30 12 2 14 16 2 , 7501 , 530 8 1, 5381 , 212 

久木野村 31 12 2 14 17 1 ,913 1 ,070 5 1 ,075 838 

長陽村 5 2 2 3 2パ 50 1 ， 2ω 6 1, 266 884 

計 109 43 7 50 59 13 , 796 7 , 915 407 , 955 5 ,837 

5. 製材業および木工業

A. 概況

1 )製材工業は，当地方工業部IHJ J:j 1資本額および生産額ともに大きし 総従業員数の 54%

をしめている。一方木材加工業は小規模の家内工:;r~が主でp 会社形態で組織の整っているのは



¥111 純'肖および経済関係 (者会島) --231-

少ない。

2) 製付~'~も主たる tïí出土， 自殺IIIJ および J'jぷやj に佐川 I しーごいる u ザー1:~J );l~肢は LJ:勾当 1)

25 .l，fJ)J ，従業 rl5 人脱皮だが， :ll>(/,:,I.!J)J 40 の会社工場もある。 ご1:.1t~-. r:l~ノjは -'1~Ej'市j~，は '(-ìf.!f:

!主乞そなえ，ほとんど、ぷ村q:j主よか・l'lW-jに行う。な;:;"， (，!:~によ i) 移川製材が行われる。

3) .~~村_.~~は同扶1\ 1J iLflによ ì) 1'':，1也条↑"が改 i与さ AL ， .~:辿 iこ膨ßlζ発辻ーした。よ也事長!人!のn~材、脅か」

は ì/lili品しつつあるが， 1山1 1}束U1'古川1

4) ~幸製長製i羽4村イ寸e製ii川lJAt11 は{似必 f川(J 州ノ乍ドばし， スギが多い。-1文科rJ万平町立はひくく ，fí.'飢も{止 c 一量í1r 方式を

とる。部会製材に比して J--， tWWI主.;-1:交:村が少なく， [I\[J産物価怖の fl~; 1.、ことである c

5 )木村}JIiこr. 廷は正:j示1~II'r 2 ，ぷlí})d・・n をのぞいてはみるべきものがない。しかし， W，、 {I: ~と al~

1hfなどの({-するととろから，過去に JL-L 、てとくに竹製fill などの家内 r.:~'~ でiIわれた。しかし，

E見山ではK/\Iﾍ j製 d<'tIこ-II i1さ~ Liti{'I;'・して L 、ゐ。

B. 生産)ji公

見Il!11 の Wi克光 l土， ldl;.f，北九州，関東が多い。 717 九州へは全然ゆかないυ

製判定は主fî1:...JAぅ西空カゐら i Î うのがT:で，生産J1:JJI[\1は山の日付ーから製;ifI になる会で 3~6 ヵ)Jが

'，'f(iifl とされる。民ilJl生産量の11之 IHJI 主 1 にiA当 i) 700~ 1 ， 000 千代， 'l'Ej 500~600 イ[である o

t川市はスギ 9 'iilJ，残りがヒノキ，マツごある。阿蘇~tlírjl部は f(J村が主になうているが，当地jj

i主 frJ 小川!と似が411'ドば、している。しかし， ilぷ止は 1)日本人予要11 のため，ノj、丸太の ìl'j化が哨えつつ

ある。水守I-ìíjの価十九 l 工-，/，-1::j 2 ,300 /I.JNJitであったが，ノJ，守筏は 2 ， 700~2 ,800 1'1 となってい

るJ また，士山花Jì ニ1:也， i主交・ 1:'] が榊えてきた。

世村紡はよII~元W{売が1:であるが収誌は少ない。 Jll;h'} I主 j~I;-JN:告 (1 こl水十]")1 こ Dltfffで沌「か，な

いし附てて L 、る。

n飢 f::t I ，'， !j凶行十 11 1/来尚{1m をとけ， :l l ，(f.~:j 1 万1'1，作j必 7 ~9 ,000 1' 1紅白むある。

木工業では， ìj'jゐ:有，-，竹和 11 I:, JMなどを計:うどに応じ生産するねl主， -ì:.I~なのは高森'1'r J� .ti';J ~ 

lソリ1，本1')斗 1 ， J~/;見←p..，_，fく 1:弘 1 である。

C. 林産!必/， ;]%1 1.イ?

Hf古/\ 12 カ l町村にまたがけ己':j~-itミ IIIJ に ;F務所があるが，手11介 [1 は 15 1，にすぎや， -H:のトラ

ストでるる。主要:m::J~1土 1与/，，-] /1'，荷主、よび販売斡旋で， ，ポイ三の jU，司購入をも 1Î うじ )JII 入~Kの賦

課金は製村民月1.000 円 p ヲk/:--j':'_n 750 円となっている。

D. 販売高

1tH寸製rr;l ， 57 ， 600 イ 1 ， 製材 ffr 19 ， 200 イ î ， !V{売客兵 12 ， 654 万1'1で，高延長 (6 ， 740 JJ' PD がそ

の '1汁ま?をしめる。

本工主総完lí 1 ， 300 万円でるる υ

E. 生産'l'(]JJ 
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!F.I奉財j~ 川術!は，主U1-:rミ 10 ， 701 万円で，そのうちJflli 入による ));(H*竹UIJ制が 10 ， 290 /jfl1 

をしめる。本工-~~は 421 万円WJ主で，そのうち限付料使川存fîが 330 万 fl1で、あるコ

.その他託銀w給客nが，製材活で 773 万 fl1 (延 2.3 万人) ，木工法 256 万川となる。製材~~~

従業 I:-J は 111 人だから，その rjl には汗別的な労働?{もあるわけである。

F. 純産J{ :J

第

製材業
| 生産財使Ffj在員

経、1牢獄! 光熱 ìsi(側 l
|原キナ斜 | 骨ト1"F 'r"JH' 動力償却

高森町 6 ， 740 I 5, 431 118 110 5 ,659 

色見付 712 542 9 8 559 

白水村 2 , 500 2 ,096 42 43 2 , 181 

久木野村 1 ,320 , 958 15 17 990 

長陽村 1, 5721 ,263 25 24 1, 312 

7 表 (万円)

木村加了ー業
生i辛財使用客員

純臣告傾総産傾 l 記事!\ I側面 ."::J
原材料動)'j :償却 f 

12 ,924 10 , 290 209 202 10, 701 

第; 8 -;}'; 

生産財使用綱

社、1年組 f\j[利明|使fEJR!1?El1771l2 償il古 {nij 
IU，'j 入傾 斜却傾

色高森町 3 , 128 1, 301 184 60 
見付 129 93 13 2 

白木水野 木、t 3 , 131 1, 525 104 47 
1イ 794 386 18 11 

長久 1 f l M 7 1,051 220 26 

~j・ 9 ， 399 4, 356 539 146 

第 9 ムー

生産財{史舟i 額
総ilF額

原{吏材料 弘北 側
FFl額 償却領

色「向森 11円 881 36ω 日

見付 315 209 2 

出木防Jk町f' 1、、I 718 309 U 

久 H 590 252 4 
長十、I 955 423 7 

3 , ,159 1, 553 29 

第 10 表

家計 サーピス業生産業 地域外

高色 森町 15 , 388 796 1, 335 5 ,000 
見本I 1, 682 

白木~水f 日沼野村 5 , 703 272 1, 331 
久村 l 2 , 209 112 602 
長村| 6 , 799 452 564 1,000 

計 31 ,781 1, 632 3 ,832 6 ,000 

1,081 550 150 

233 50 20 

319 500 100 

230 50 20 

2ιo 150 40 

2 ,223 1, 300 330 

(万円)

梢'lp主主l

1, 545 1, 583 
108 21 

1,676 1, 455 
415 379 

1, 297 920 

ー， 041 4 , 358 

(刀円)

純fF傾

1
 

2苧
ロ

373 
211 
317 
256 
430 

1, 587 1, 8(8 

(万円)

合計

22 , 519 
1, 682 
7 , 306 
2 , 933 
8 , 815 

43 , 245 

純合傾

3 27 180 37' 

30 

353 

円
V
7

・
0

ノ
に

J

q
4
A

‘
フ

-
A
a

5

9

4

 

A
吐

勺
ノ
}

21 

105 

6 85 421 879 

6. その他

504 
104 
401 
334 
525 

その他の産主については，

l' 分な;iJ，'，J査を行っていない。

したがっ亡，推定による総産

制生産財使川制ゐよぴ純産相

を挙げるにとどめるつ

A. その他の c:nc第 8 }<.) 

とのほか労制作給制は

1 ,546 Jj fl1で‘ある。

B. :I;ill業(招 9}<)

c. rM ;r 
当組}jの向~~~~が山接;U~売す

るお'iは抗 10 夫Jì ざとく 1!f;~よ

さ hる。

すなわち，取披う!f7!J資は消

費財が圧倒的に多く，生産財ー

は地域外から直接購入するも

のが多い。その販売額~よぴ

純産相をあげると第 11 去の

ごとくである。



D. 金融業

金融 l!~は政行，信託会社主主

上ぴ民主協[，，'J組合で行わALる

が， jI之もí\4h'f1ìG })のんきいの

は!肥後飢行両派え'，i_，:で・ある J

しかし， I:ri金総;制が約 Hむ:で

あるのに対し貸11\街!は 30%，

iこ jιせv九生産業のぷ発注で

あるととが)，11 ら 4Lる υ 主モ1'" は

製材 J~i，' よぴ民主(位協をふ

くむ) J:ごnがてÌ:だが， rM 主は

20%，にとどめられている。

融if街!の榊 JJIIするのは jが!と 1

~ 3)Jで，醸治資金やM!"ii.:f'l õ

の肥料!切市?裂される。金融

の収益総制去よぴ純産制はtr~

12 dえのごとく:tft'，心される。

E. 交泊，泊f，L 'ittJJW，:キ{r

とれを一括して挙げると，

抗 13 d<.のさ、とくである。

F. サー 1:' ス~~"

1) ，(什『

14d毛り) 

I1 lr+H芝i4Jからの千刻印Î)Î'r'Jは

純産存11に合めた。また，~J~~価償

却1~には，学校地立などのー資

本補修ilS: を{貯j'(合めた。

2) 11011人サー 1:' ス業(お 15

夫)

7. 所得および消費

純産額が生産所得として，

地域内外の要素質川に分配さ

JL，生産者会滞IJ をと生1-る過程

¥1Il 経常および経済関係 (松山ー)

高深町
色見村
白7k村
久木野村
長陽村

計-

高森町
色見トj
白水村
久木野村
長陽村

販売額

22 , 519 
1, 682 
7 ，主06

2 , 923 
9 , 815 

第 11 j交

生 f彦財使Fil:績

購入組光熱費 i"xfíllî償却 計

13 , 901 
1, 468 
6 , 117 
2 ， 46ο 

7 , 433 

。

2
0
4
F

←d

q
υ
1
i
1
L
 

43 , 245 36 , 332 61 

総iF傾

高森町 8 ， 320
色見村 2， 526
白水村 5 ， 565
久木野村 2 ,692 
長防付 3， 743

第 12 炎

使 ijj

21η 

10 
84 
l 己

45 

19 , 141 
1, 480 
6 , 211 
2 , 485 
7, 193 

-23::1ー

(万円)

純子F傾

3 , 378 
202 

1, 095 
43υ 

1, 322 

367 己6 ， 810 6 , 435 

貸出頒 光熱費;，:[長f而償却 ;?! 

20 

漁

フ 3 , 900 
3己0

2, 124 
1, 100 
1, 293 

(}jIIj) 

総額 純辛頒

8
3
o
n
u
s
 

7
d
q
υ
?
-

門
U
Q
J

Q
u
q
u
l
!
?

一

p

,,, 

つ
J
v
q

ノ
-
1
1
T
i

8

3

2

0

3

 

フ
}
f
O
ハ
ο
l
?
-

3

3

3

2

4

 

,,

p

, 

A
A

フ
-
I
l

9 , 661 8 , 726 

第 13 決

3 

3 

《
り
つ
υ
a
u
n
u
円
U

2

3

0

1

3

 

A
a

内
ノ-
1
1
1
l

8 , 752 909 

(万 i 可)

生時日オ使 ili :iiQ 
総正F傾 尚I手額

!可〔材料光主主動力;，\左側負土-I1 計

高 7努町 7 , 463 I , 627 I , 131 
色見村 550 118 158 
，，~1 7l\.村 1 ， 840 2守6 365 
久木野村 1, 120 173 212 
長陽トí' I , 90 I 303 482 

-
只

u
n
u
-
-
'
O

Q
J
4
0
Q

ノ

7

ム
U
勺
4
1
I
4
U

円U

,,, 3

1

1

l

 

今
一
フ
-
円
U
Q
ノ

F
U

フ
4

ハU
4

・
勺
J
4
吋
4

7
3
7
・
4
8

, qU 
4

6

9

4

o

 

!
?
-
7
J
4
4
 

nu 
, l

 

.t l・ I 12 ,874 2 , 517 2 , 348 1, 203 6 ,068 6 ,806 

第 14 災

生産財{史 m 矧

原材料光熱動力成恒償却 計

つ
d
'
A
U
ハV〆
4
H
J『/
6

9

0

8

2

8

 

qu
‘i 

4
4
r
b
7
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4
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p
b

只
u

-
υ
A
1
q
u
Q
J
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ノ
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勺

4
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1
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〆
A
U
勺
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E
d

勺
/
­

只
υ
1
7
ι
A
A

フ
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勺
4

ハ
ヲ
勺
ノ-
A
守
今
ノ
-

,,,,, バ
吋
1
A
r
d
u
-
-

今
ノ
-

3

6

7

0

0

 

4

3

1

5

5

 

k
d
つ
d
Q
d
A
1
F
コ

,, l

l

 

(JjiIj) 

市1辛額

3 , 114 
610 

2 , 293 
1, 247 
1, 521 

三~ 22 , 846 7 , 736 70~ 4 , 690 13 , 135 8 , 785 

需主主華客貢

第 15 表 (万円)

生産討使用額

原材料光熱動力減価償却 子f

高君主町 3 , 374 1 ， 0つら
色見村 95 20 
白水村! , 377 385 
久木野村 849 20 
長陽村人 166 3 ，あO

計 12 ， 861 3 , 693 
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については，経済何段J) +/lfJTI を 11)1 らかにすると;~n~~で l淀川J)必要があるが，本liW-)t に.t;-いてはと

れを省、111告し直接!日胞となるととろの生産向「件より公干lほと却を投除した産業))IJ"f処シf所得とそ

の7肖費との関係長よび11件 )l'f l) リ戸ij'f'，}.分間二'Ìl存F別:'1附|

A. 所仰の内不

生産所j'J.から，干lI，f~~公 fi新民投*'1 などを控除したjJì'U~)jIJ "f処分所flJ制は日Ij去第 7}(のごとくで

ある。との!り「得客11は，ノJ， ~I作品 ÎjJì佃íj十件ゐよぴ生産のよ[J\!l~が 1 カ"1'.継続するものとして ，m~)ι したも

のであって， 昭和 27 年度 1 J1当り Jj'-:li)JiJj'件寄九 l こ lt し 2 --3'/j IJ 高ブ〈きく， -'1'-.JfJt:;~~lilr 22 ， 4 万

IIL 色見付 21. 1 万 IIL I'V}\村 22 ， 2 JJPL 久本野村 30 ， 5 万 IIj， !<j:誌が)" 23.6 万 PJ とな

り，民主主T てì: とする久イdf・4 ・1がもっとも有利な所作の状態にあった。

とのJíJî'f'J.存11を産業日 IJ にみると p 開始産1出店I"Jが優位にあ')， i長f.i-1'本業で 62，%，をしめてし、

る。また，木村製材}JIII: ~l~で 6%，その他r~I~4%，したがってとれ等の物的時 ~I~で 72% を

しめ， '5ド判的産業はぷ発Utである。また， J也代lHt*'h''fイ4・Ij 'f'などの財産所得は，総制の 2J%

強にすぎや，労{動向j'f'.}がた?祁ぅrをしめている。

つぎに~ì:'.必産業で Jìif本制と )í片付制とをど対比し，比率を :Rめたのが弟 16 夫である。資本市!

の評価はやや低かったとみられるが，そのうち品店雨林産 ~1~J: 1 ，'i1定資本には，道路， ;J，路その他

につし、ての同公よぴ公 jb資本を合み ， -jj~C~引土これらを令〈合んで L 、ない。なま. ，流動計本

制はI，fli\J所要経質q 1, ，1J~(~f;j_:f :1Sはその 2/3，本村fìJ ~~'~Iì 113 , J:a~は 1/4 を計入したっ本Jとに

よればp 当然のととながら， 資本対所得比率は 1 :JI~:\:JíJ "Jカりはも高し !ljf始産主部IlfJが:/1止も此

い。それでいて工 ~l~ ,\:1 \1" Jがよー発地ーなのは(背によじしではのびているが) 1也地域Jì " 'J t'Ii iW. . ~l~ との

銃争に打ち勝てないのと，地域内詩裂が限定されているためであろう。

良子制:.j;J'~で所得比率の11~いのは， 色見村および久木町村で， 前('\'は生産資本が欠乏して之、

り(同一)、児院で比枕すれば)後 JTは当地方でjえも充実して L 、る点が対蹴的である ο11Îj {''Í'は?;??千

災害地であり，後K/J: :n符をうけても附近のIllf村に比べれば，その割合が比較的ひくく，また

い;復も 'I L \ρ。なた，J' I 水村も?片付災害J也であるが，比率は向く， 資本お!の少な L 、告IJイ?に労働~I:.iit

) J の声:î' 、三とが 5:!1 られる。その他木材産業会よび流 l:15の多いのはrf=!J森IlIJ であゐが，所得比率

第 16 ムー (7119) 

農若林業 木材 ;j予業 :了ー 業

資本所得比。ら三辛」資本所子r守日比a己率資本所得先~~率

「向 r~ IIIT 20 ， 67乙 6 ， 692 Uつ4つ， 0川 5 , 220 2 ,531 50 ,0 2 , 170 I ,:.; 1 1 60.4 

色見 1 、i 33 ,044 5 , 434 16 ,6 105 167 26.5 62 13 21.0 

; IJ; H 70 , 732 20 , 253 26 ,0 三， 5~7 1, 243 49 ,0 1, 233 1, 2n3 98 ,0 

夕、オ、町村 ('3 , 973 16 ， C ヲ9 17.1 1, 121 76~ 68 ,2 292 :117 109 ,0 

長 p占(、、I 47 , 1 (-;2 11 , 420 21 ,7 1,392 941 68 ,0 出00 770 ヲ6.3

265 , 604 59 , 953 22 ,5 10 , 9t.~， 5 , 646 51.3 4 , :';57 3 , 619 79 ,4 
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の ~':j l..、のは久イd1+]である。

B. }j'ì'I '(存nむよびJtí'千平i存白

;J，守的‘の!l:.Jhi(Jì状態から出家台上ぴ1"1'良三öJ Ijに ij'rN存Hゐよびlti'許制を推定すると， ~'\ 17 

}(j可ざとくである。

第 17 まミ (一万円)

)リ 1 15 古兵 �'� 'f'l 知 貯J存士一:よび投資保

災家非農家 農家 J巨農家 農家ゴi-農家 手i

r~ :f:宗 fJìj・ 6 , 692 15 , 165 21 ,857 。， 410 1 ， 1 ，\、 1 16 , 417 2, 9 5, 1:) 1 ,r::,'1 1lì 

色見 1'，j 5, 484 1, 161 6 ,645 5 , 152 9(9 6, 061 こ;斗2 252 己主4

LI 水トl 20 , 253 7, 151 27 ， 1リ4 17 , 1:".) ,1,9':6 22 , 104 :::, 095 2 ， 2~j5 5 ， :::0υ 

久木野村 16 ,099 3 , 970 .2リ， 069 10 ,818 。ユ2 ; 1, 750 5 ， 2♀ 1 与 ， 03υ 心， ~!9

長陽 1、、I 11 , 125 8 , 336 19 ,761 9 , 981 6 , J66 '6 , 347 1, 4'1 4 1,070 3 ,414 

59 ， 95当 35 ， 78己 9斗， 736 49 ,S22 2己， 18772 ， 709 10 ,431 12 , 596 2υ ， 021 

イ，:kはその概}}c を tff ，~f しうるにすぎなし:がp それでもノk守l訂Jは世家もゴ1，民家も， ~U，ri状 rt~，は

4院に良好であったということが ε きょう。それにし℃も色見村はほとんど公絡がなし一方

九本町村は ~i;rfrtで歩J ったn-)けである。 な 2子 p 非11i京はiJ2次に比し q:，ï'斤;J\ijliが 2~切ぐらい戸:j l 、

が，それにしてもさらにJti'諸制が民家をJ'，担っている。

なゐ， f:i.TJtí'令は到(117 r 万I'Lfふi [:l -r万 I'~ ， ~lお 9 千万I'~ ，:'liíí同 )"j 3 了 }j I'~紅白とみら hる。

C. 件ÿ hれ，jl]}Î)j・43

11(11'11 27 "I'.}主J);~弔問対決存(1から tff~'，Lさ ~Lる }Î)j件'Îß'i 1 土， rρi下六目"

1目9 1ゲ川i八iド川l円山Jυ) , 色 L比よ{十←村;，]‘.J' :3, 997 万 1川'1 (1 人当 1日6 Jj lド川I円Jυ) ，1' 1/)\村 19 ,865 万I'~ (1 人当 22 li l'D, 

久本好村 11 ， 873 /�IIJ (1 人 21 hlIJ) で卜J呂したWJ'j といちじるしい主がある。こ Ül土ー卜Jtj し

たととらが次持前の状態にもとづく抗'どであるととと， -,. }j}Î)(PJql 貯が如来徴収.j')場介をのぞ

き，実制をド制 1) やすいためである。

との税問対奴制にもとづき L::>renz 1111おilなどを援川することによし所内分町、ハイ~ '1'-:別立を

日11 るととカ:できる。ととで-は ílí'j今1に;:l\~ 18 dミカ込らこ i しを 1fr~ぅιすることとする。

イ~}ミJ敬引主 L::>renz 山手腕lぷの J，!と礎ムなる州i}附刊い川件i'îう王子 ιJ; したものであ
ー 人 L! 斤シ}キ

第 18 炎 百分率 (%) 

所得制 以ω?下J_ 5~ 10 iO~ 13 13~i5 15~17 17~2020~2525~55 55~75 75~105 105~ 

ヲ戸当b オr-1之て [町「 21 20: 40 49 5~， 6" 72 73 内 92 95 100 

品LJ  見 1、、I 20 34 49 55 61 76 80 100 

白 -;J¥_ 15 21 。内ム、 40 46 50 74 94 100 

久木町í' ,<"] 20 25 υ。 40 4/ 53 U白 Lゴ 98 99 ;00 
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る。との」ぐから JÍJj"f'.}J;1J!iÎは JiiAfii川の:Jl止も広 L 、が，附Jl"f分化のすすんでいるのは，白水村，久木

盟f+L 自治~111r，色~HN)'ll(iIÌ;であるととがうかがわALる。

111 水と森林

1. 当地方における治山治水問題の重要性

A. 過去のノ，}(，~~

北九州には十!日ljjt!J JJ iJ~;kが多いが，そのうち洪;1'"記録の格つ℃いるのがとの1'1川である。

:f':i:~\)(' ;~:の1' 11:1 i' 3 ~I三より今 fi まで 1924 1， 1'-11 \1に 38 1"し ん休 34 月|ミに 1""の J ，';j[t!JをノJミし， I り j

~fì以ji{f-:は 6 1， 1'-に 1 Itl 1JJ 咋11イ?となっているが，戦後は大ノj 、 fii:わせて突に 56 1"]1亡毛、よぶという。

6 )j-~こから 7 )J rjl "J)がに多数で， :tí:HWV11土汗辿l:IJ 1 i 数 20~30 11 , ì :i:i量 400~5COmm であ

るが ， 5 1， 1ミに 1 1"1 くらし、は 800mm 以ー 1:の豪雨が交持する。 iJ~ノk を起す，ゑf:i:jは，栴1:Uの終イミ

JtJ lに多いがp ほとんどイ二辿続叫による小低気圧による牒1:I:Wl:降l:I Jで， しばしばíTîï:Hをともな

う。的附量は 1900 "1と忠、よび 1923 1， 1'-に 1000 m , 11日!Iこ 2 ~31i 辿続で 200~300mm が故

多だったと L ヴ。しかし今~;(Jν']~1，主にしても，その他にもとの1:IJ量を突叫する降ì:[Jは時でなか

った。その l続当地方は去一 1:が火111 /1(:1 )1~で、あるうえに ， íが|ミ i政治 11なヨナがlfl~らiI しているため，

流氷に『上る火n'IÎ侵蝕に対し抗力げl:がひくしそのため:f:1iVを合んだ 11'，水は地峡!人JIこ被1lfをゐよ

(1'すだけでなく， ，r:i巴川と富市盟H，.j ，'(1lí'でイèì'NcL，その扇状lfl~Wt也市たる熊本-'j三野 i こ j副1'，するのが

?;?であった。

なかん -jコ〈ーノl(;k待11 ，定政 7 1, 1'- 6)J 12 1 i , I'f， n打i主山/1 1ノ九熊本iJt;)" 1" III J:'I') Iニ 111の洪氷，

dな政民の 1， 1'-の J(;k ， .tfJl'lI lの ;k"らうは安IJ;(!llifll ， イ三妙千'J=!II*flIJコ jJ ，j後I也を i土:ì~r.i し， その北方は diタ卜

!!，宗 J)日Ji在まで， f走行は!.i?毘附i!I:. まで'1，\));)\となる。 J J:'I' )1' 111流kWi，:_;の記録だと， jJ íJ寺院l克(~)L 'J�: 

のイ iJ:f干の六.'Jï: r 1 c;也|二 4m) まで1"どぶした。また， I リJifì 33 "1 ミ 7}J 15 I1 のノ']， 1，キについては九

州! I ! 1 ，]'iJí-IlIJの I記事があるが，午後 5 [1年ごろから強風強1・r ，j ， l' !I-'後 12 11年ごろからさらにはけ‘し

しその被fJ-n土阿蘇全域にわたったが， 1tHúIげ争地ブUJìll'，;)，はひどく， ì美作を流るるとと 1 丈か

ら 1 支 5 }~にいたし米原j:fE没，怖がUL，道路十l:抱， 1ll'k/l líri;kのi=nf，芹がたきかった。」とのと

き 4~15 LI の i:1J量 813mm であった。

終戦後風水害は例年のととで ， ;n1:処 l乙崩壊禿路地がのとっている。そのうち長林水産災守だ

けでも阿蘇全域で昭和~ 20 年 123.1 百万 [q ， 22 年 43 百万 flL 23 年 32.8 百万円， 24 1， 1 ミ

71.9 百万 flJ ， 25 年 86.8 百万 [LJ (昭和 26 1， 1'-物価に娩1おとなにさらに昭和 26 年 7 月に

は，死傷幹部人，公共施設災持 565 百 rjrq ， 民林水産:;~特 180 Yî 万j1J ，被fF?稔叡 745 百万

川に.Q している。

かくて， :1:盆年F右 jjミ jJJJ1}~ ドしつつあるととがうかがわALる。

/j"ínjの水害で、は，昭和1 27 I， f三 6 月 26 日、27 口にかけてのi:f:î量が 400mm を突位したが，
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26 11 '[・ f~:-3 fI年ごろから崩壊しだし，川がやむとともにやんだが， つぎに昨 ì) だすとまた崩壊

したとしづ。 lj，!，作の内本は，イ~[州査の時期には十分IIJJ らかではなかったが， 第 1 11'1J);州杢で

も，高森!llr 74 (fjjllL 色見本，J' 3 ， 830 百万 111， Í[ l]'\• J 5 ,033 n万 111， 久木野村 2 ， 235 i守刀「

llJ と版ぜられている。すなわち ， lj， '/Fの限度ーはとの地方だけでも米T守イfであった。

B. ノ，]'\i，r;~が地方経済にたよ I:fす・般(i"J!j;; *，年

当地方にはし、わぱ常利(I'.J U~守地が多い。 1.たよび l に述べてきた経済の排出j;，.よび生産のjE

様も，去の1j 1 に過去に~\\て被ってきた災守の4足跡がきざみ込まれて L 、るのである。とくに!J;(

始j空恐部I"Jでは当地 jj として本来の立地条1'1:1こ q'，\;))Jjの jlヨ:なし、のにもかかわら -1"， 生産相むよ

ぴ川件に沿いて，久本盟í'村が 1" ノ)'\，色見付よ 1) 優位に \1:つ場合のあるととを'1:1\った。後の 2 十j

は?;?仰木守池なのである。

lk符が-般にJ也 jj経済にむよぽす影響についてん妥つぎのごとく))えられよう。

ノj，'，年はその fiJ(，作区域に対し，過去の労 J)Jコ幸iVIlliで、もある土地をと 1iJ!i.壊し，者脱されたずけ三をìr，iX

少させ，その紡~~として，み産業の生産))を知WJIIIJ または長期Jll lJ f!1;ドさせる。 .n休例としてあ

げALは、，林地3二、よび牧野の崩壊，耕地土日l没，道路の欠壌は，慨!Ç)J的に 1);以内産業lこ.;.，げる生産利

)Ij 区r~，えの柿ìl，丸ひ L 、ては生産量や収穫量の減少をきたす一方， uï接間件と結びつかな L 、.f)也や

資本J)復旧のための，多量の労l助長よぴ生産財の川{交を要求し，さらに復旧の卜分に jjわれな

L 、 Il lJの修j''Inj;:'主:の}\，t)JIIや 11な山待の哨発に対し，さもたくば資本祐子11のま削IJII ， ~j:)，r，'ノ'J\ i\tの IIIU'，に

ヲビ当しえた労働やすt一本を '~:IJかねばならない。そのため，外部経済力変到に対する泊Gc，))がドが

け，また生i，~'ノ'1'\ .;'\1，はほドずる。 I会j 工業でも 1:叫施設， rtHrl/1 なと‘ J)依存のため，また交通量減少

のため，生\i !l:)J または kíÇ)Jにわたリ生産))をi成じ，た~'~X-を初ï'/JI，し，百本i瓦!日のためタ卜，\:1\資本へ

の従同性を大ならしめ，経党の w砲を不安定ならしめやすい。かくて地)j経済は全休としてf丹

助がにぶくなる。

さらに公 jl，:.j之-(での }('1)J!1にうれ，復興の過陀にた L 、て労働諒裂が哨力11 し貸主!~~止人が従来よりも

哨大する場介もありうるが，そのため物価を脆11f させ， :!'lHU~K'のほかにもー 1':[也と磁ULた J.n.t産労

働t;.を析11 "するぶ一地をとっく 1) ，府!ぽ分化を f足並tL ， あるいは本村.ナ]'11'('の貯b加加11 によリ幸討zJ計f

J机|凡[を土榊件h加加11 し，従来よけも11J;\.、経済11.丹環に r，'il:之させる半，'i~L 11 '1椋を i許加させ，長〈人 I J.t\'ì加lの作

i~'I~をきたさぜやすい。

すなわち，木容はその被害の純度L 、かんが問題で、はあるが，はなはだし1.. \#J合は， :1 ::1:也資本

の減少，産業生産))の低下，階!按分化の促進を iffi じ，自給購入部I"Jでの有効需要を減退せしめ

るととにより，経済の発展を阻止し，さらに外部資本への依存度を高める結よ共産業活動を歪め.

かくして，生日ノ'j，ilf;を低め，資本箱詰の脆弱化を通じ，将来の1.K.守拡 k.の可能性を哨ill\する。

さらに当地方で・の水害は，それだけにとどまらや， 下流の~I'mf;j;~よぴ MlTlîへ及ぼす減容が・

民主主えである。しかし，本研究ではとの点まで・は論及しない。
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C. 森林の効川Jì 'i"I:'i'("

水害の院11:ないし松平!Iに対する森林の機能を俳句jする

わは，技術の !Tt'~課題で、ある。森林が水害防， rl二ないし松

和の機能をもっ場介，そiしは B に述べたごとき蕊済にゐ

よぽずノ'J，守の .'W:Ji:-3~~呼乞 j山!相 f し，緩和するととができる。

さらにもし森林が川ノ'Jo'VrJJII ，二1:壌移動防止，本11地防風な

ど i己主|可寺効!1~を発併J( しうる状態にたる#;j{t-は， t主主などの生1ft)J を也t~増進しうるであろう。

森林が地方経済にゐ上 1'[す効I.!~を柁~括的にのべるとí'i\j単にみT3 悶で旦IJ解されよう。との図は

-土地収穫jlffi械の法H1Jを示したものである。ととでは/]'(守だけでなく，森林の効 fjJ --般の 1/"I:Y"'fを

')gえる。

単位賀づけの培技につkL ， H~S:の lü~外収益は林業~I川市:j'i1 i lJ *)í~ I のごとき 11予をとるものとする。

その場合径済的に干f矛IJな林業はAJI までの費HJの投入を介正1ft的とするであろう。ととろで， .ji( 

IIJJコ増投につれ，資産たる森林の内マミは充実し， もしそれが国 1:保安íll~た作HJ を発却しうるよ

うな場所に千子する場合は，林j~生産相rtb*jí~ よりも_I:創る森林効川 rtb*!~ n のごとき限界収益の変

化を示すであろう。斜線，j)部分は，従来11\01ヲ的効月l と休せら jしたものであるが，その制は芳汁二

の林主~l f本主2 よぴ多くのl)，/}イヤTliiをfl主主，ひいては関辿im~'~1こ之、よぽす効県を ìWJJtし介計ーするこ

とによけJ:r1るととができる。なゐこの効県がノ〈然材、などにより，よりよく発却される弘合は 1I1I

机目のごとき 11'; となしこの場合はACIHJの林業主1:.;1'1':余剰よけ斜和iLの効JIJが大なるとき，その

{扶安林業は取り上げられる立11~(~ もつ。

ととろで問題となるのは p その効洪江l1J定の方法である。以ドではっき、の方法をとる。第一に

当地方で森林の多いよ也 }j とゆな L 、地方との資本j2よぴ!]-:(1Ì::のわliE与を対比しp それが従来の戸Jí'件

にどう影響しているかを述べ，さらに今失点守が与えた被守の多忠により p森林が地万産活にゐ

よぽしうる効果の故ん限度を弁h! !lJする。第二に森林が也.接効県をJ誌もたきく発tw し亡いると二q

えられる農業に対し，その』干IhhiX:がどの限度影響しうるかを ill究ずる。とれらのìJ!J1 jと方訟が従来

と異なるととろは 3 あくまで森林の会よぽす機能白休の lJ'J jから 1'ff;JJ!1jしてゆくのではなく，経済n'rj

にあらわれた結!共から叩:して行とうとするととろである。また， :+1'.:.\\ミヨミ閉そのものについては，

b22むüこれを J!!竹見ずる。しかし， Ji j \.、る資料は短具fJlUjJ)蒐集 lこカ ，i.J， わるものであり p 整辺の

方法も~~~品であり，したがってえら ALる奈川Lそのものには十分保証し矧い。とは云え p とのよう

な方法こそ新らしい研究の方I"J として今後一悦ffi究し桔椴ならしめる必裂がある，と考える。

2. 水害が白水，久木野両村におよぼした影響の比較

A. rJ朴J'J)経済情也

I~I ノ']\+JI主的j tT;., Jj t岳 ITll'~î1遣に民/JiJ し， IIIJ也が赤倒色の火山次E口iî:l二!併をもつため， T:ìTI;J\の泣

透により i1'_6存しやすく p したがって 111地崩壊の制度は大き L 、。また p 村 l勺に発lJúする F'.lI11 JJiürliミ
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その誰;;=0)1 は貸付で， tiTf;とに 1~係数も，'11ミノk医1:&でヨナがlH~h'tしやすいため変化しやすし

.)j久木野村はとれに対立する外rH~ドノ')， 1也をもつのと付|まって ， i!七;J，になると氾I11:: しやすい a

'1iÍ1白山の内 ~li(にくらいし，背後lこ .'<:!:ftíf:rn・する林野をもつが，カゐえってJIU;ー必よび‘長lt+:I:撲は安定

しかし， 1' 1 11 11仔岸地，市では， ,'j;J, し，ぷ守に上る illJ也Jjìj壌の湖12は若 -j二少ないようにみら ALる。

また， f'l J)\村に比べて鉄道その他Æ:JJフド流であるから -.!fr耕地の被持が土??加する状態にある。

七-~交通;立E告と'1'::1\訴のilF~摘が注(，交通地位がわづかに劣って L 、る。

久木野村はそのホサ 41 戸当リf' 1 ノk十! の 22.2 川q に対し，;J， ~ti与ifjにむける LI'.EJ)ÎJj 件ノ')\i\f，は

;ヰI)}什の 30.5 JjP~ と 411:うにせられ， 当よ也 jjでの1r主大言f[をノjとして L 、る。力'~ 17 1<.に /Jミしたごとく内

したが久木町村は 80% がそうである。木村は稔Ji!j件加の 73% が民家のものであるに対し，

もと上 ì) と JVI'-~JfíJj・43ノJ，1'1I' 1 土，援演:って p いやれなW.~I~が ì-:たる産主であるととが ):11 られる b

II~{-f ll がみ産::\'~Iこむ上ぽす ('!õ川がそれぞAL時によけ }9~なゐから，いろいろの叫イ?がありえよう。

しかjiIjjト!ともそ ALほど)"， -;(ミヵ:ないととになっている。27 "1ミ!交の課f~~対奴制の推定からは，

純世村であるにもかカやら後述するととろの両十j"J)Jj'('，柄引:災の状態などからしてみて，し，

久木野村 Jコ )jが，現況ではよ 1) 経済が安定し， '1ミ市ノ'J，;'\Iょが前j~ 、といえよう。すて

つぎに /1すJ包括 1}(にもとづき，而，H.J の 1 ，li1 ，己資本l人j本を対比してみると，捻制でl'fJJ，ト]"(191 ， 536

これを姥 1tijリに対比すると;:r~ 19 dミのよ 1) 勝っているが，JjPD が久イdf十-l (136 ,767 hPD 

(万円)手、19 第ざとくである。 1':}(に ιとると， )J;[~fì産主.Tl li:

久木野村

29 , 322 

14 , 767 

46 ,034 

47S 

90 , 648 

白水炉I

29 , 195 

19 , 455 

17 , 182 

1, 690 

67 , 522 

イ.:'Miでは， ï特産主l土 ， 'jJ)\J)}jがたきいが，

業
産
業
業

良
心
雨
林
ア
一

方;休 ~~I~では久本:HH.J の ~iミ林占~fh'[がゴド 1;;;;にたき

1)物，'i'r)'p業
とくさらに C~I~その他非物ÎI"J産~LL 、こと，

に ~iW通信資本で "νJ\1:JJ)}jf 入、ちじるしく

280 

29 , 861 

3 , 100 

60 

1, ,", 70 

900 

36 , 311 

1, 300 

98 , 840 

2 , 600 

115 

3 , 315 

1, 279 

107 , 549 

引
イ
リ

1: '~-j 業

交通通信

J.Kおよび'm)j

土建

ーザーピス

そり{也

どきいことカ~":II ら AL ゐ，

ところで f:氾 rl'lÎh日土， 'j 氷十j" (4 ,942 111]) に

対し久木野村 (5 ， 195 1110 J)}jが大きいが，
2) 0;1'{句i""Ji 1f.業

戸数台よび人川土，'，;J'( +.J' (l, 235111:帯， 6 ,938 

人)が久木盟H.j (657 III:!'I~ ， 3 ， 773 人)のほ

10 , 343 16 , 5ó6 三.I.
< lf草13) 

戸したがって，とんと倍.;!f_ くをしめている。

136 , 767 !91 , 536 /~ 
o 4) 数ないし人口当り J)I ，叱

イミ虫fやjの方が断然優位にあ i) ， (j"nt))作ずる

ととが矢口られるつなむ， ~'~ 1 支では向 ;J'(村の人口 1 人当 1) 資本完ilJ)}jが大きいが，森林高H/r そと

合まぬからである。

つぎに第 2 去で h1b付 J、 itrl1<~-" よび利水資本存立を比較すると， 1'1 ;j，付 1 1: 19 ,791 .Jj P~で総[，I I] )L

資本額に対し 10.3% をしめているのに対し，久木野村 1-;': 47 ， 860 万 fl.J l'多額にー 1-.;) ，総 1 ，lftι
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資本加の 34.9% に述している。との :'J f.'i"Nが久一本町十lで，千Hぷ~:-~~のぷ利を促匙し，またり'~fti:

を防止するのに役るたって L 、る，と，行えられよう。と J;.tt イ':_J) 常にんきく;形辞しているのは，林

治資本(森林蓄積)である。

B. ノトFC水害が両卒、j に与えたお弊

大ノk得は地方経済に対し，相当のI毛l11Jにわたし JII!HL し i却し、影響を与える。遺憾ながら，今

JrHの制杢に当つては，まだ附1J.ërlりな被待I句作も判ら九したがって '1~1jきりした復興予定もうとま

っていなかった。よって，ととでは熊本県の行った筑 11'1[の被特訓査にもとづき，かつ，復興

安求予算額につきもののノ'J，JVr しを {I多 IE し p 復興計画~想定して作製したのが，別火活8 ヨえであ

る。との夫は両付の後述する佐治生p:!UJ f.'IW との比較の似のため， ，JiJI'地 11リ J当りの客)1 を~ 'l;Î:川して

いる。被~t:.制沿よぴ復興Wíîなどの );r定に当つては， 主観的ではあるが，つぎのごとき呪.Wにも

とづし、た。

1 )各産業むよぴ家計への被:与制{土，県三、上び村の桜台によるもののほぼ 1/2 を見込むつ

2) 復旧事業は重要度の高L 、とみられる産業を先ーにし，かつ被拝客r!のんきいものは数年にわ

たリ f支旧を完成するものとした。

3) 耕地，施設に関する11M人 Jì被咋は，/)家労働主主よび子伝労働により従旧するものとし p

国，県などの行う公共~jiJ'~には[Fil時県時， .f:-Jーの事業にはや、Hl't-によるもののほか，j:J]当量の犬役

労{助を見込んだ。

4) 肝:傭労働賃銀は，ノ'J\待liíf300 JIjf'rU主Fあったのを，実目INI こJ!H らし，!}，併後多くの場介 400

川とした。な主， ，ノj'(，iH去は物価騰].'(1こよる生言|貨の哨加を見込んだ。

5) 被守が産業活動に変化をゐよ l玄し， それを~Jiú じて他産業に影響してゆくjJillTf，について

は，その影響の特に IIJlらかなものだけを怖入した。

したがって，別表弟 8 夫は11i'~1こもとづく復興計岡をたリ込んだ経済去にすぎないが，それ

でも大まかに付経済の抑移 3どうかがうととはできょう。

1. との夫からまやノ'J，件 lifjの状態を iì: 11 しよう。久木野村 Jì)Jが i三l 水村よけ，産相手ξよぴ純

践釘!ともに高(，後 X'J) 1. 6~ 1. 8 併に 511 しているが，それは久木町村の資本むよび労働jとも

に1. 7 似ーに注しているためとみられる。すなわち p 資本復!の大きいのがよ 0 多量の経済的な釘

i州立ドを "y能ならしめているから，と巧えられる。しかして久木野村の 1 ，'íI'~lt木総額 185.5 万

rLJの 35% に当る 65.8 万 rqは林才ミ奇イヰであし 一.}JFl水村では， I ，' il定資本街1 110.3 万円，

1[ 1材、業資本のしめる率は 10% にすぎない。

ととでた胆な仮定をもうける。;H;J'~資本とその他の資本とが，それぞれ独占:して純産額lこ {fh

らき，かっそれぞれの資本単位の生む純p_j':τ制は_.'~でるって， a , b でポされるとする。この

a , b はラワj きぎボの方方.科

f 1日l. 2 a 十 10閃5.3b 士 1臼7.9 (印静純t産?客制E詰頴I'D) 

l65.8a +129.5b ニ 31.6 (砂)
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との 2 よから a = 0 .187 jj fLf b = O. 150 Ti Pl となる。

この併にJ:れば，村:，~~~資本 1 万P1J)1件が純産管J'j 0.187 万 P1のi干ìJJl1 を q三むわけでp 林業本来

の純産制率は， I~;jや!とも 2% 限度であるから， --;~::づ i 0.167 万 Plが他序 ~'~J咋'll産額の増加1に {i_[ih

らいたととと.なる。えまかに村内木材業たよび製材業の純産額が林~~I~f'f+':1こもとづくものとし

て， そAL を.r，~i;~': しでも ， (1/]\村 0.074 万 PJ， 久イ-=Pf-村 0.167 万川の残存:J'!を生やる。 とれは主

要産業である i足立の抗産額に主として Jなよ 1:1'"す材、治資本の効県と L 、うととになるが，その額l土

久木野村の jjがえきい。

しカ為L， との長lI; 県は~:'ì:けたfJ44ど白f本がきめて /IUIliiなので p そのまま.j~I/Jできないのはいうま

でもな L 、。現実には，林業資本だけが独工1: して他産業の純産額に;;診糾l すると巧えられる場合は

少なく， 多くは当>îPをi!:主t1tl~の資本+1，\;遣を泊じて 11'd接的 l亡作fJJすると巧えられる場介が多L、からで

ある。たとえば林主資本の '(({I:が水守による他産業資本被害を減殺しp それがその産tr~のわt産

守口を高めたとしても， それにuJ:f:k i'動L 、たのは， その産業の資本制とさ ALて~ ，る。 また， ;f.*~奇

本のオ{付11が iJミJI~で、の;J\の利川 I立を高めても， とれを利用するには却1/ を木川にかえるための農主

資本の榊加を必要とし，民主の」工場からはそのための土地改良事業の )jが， より ι接的な効果

をもっとととなる。

しかし， ./:iliのごとき簡単な計算でも，おし多数の実例にもとづき l'iJ様 J)~: r'{洪がえられると

すれば，材、たすけ4がその本来の生産とは別 iこ， f~('k!ドI'.J効果を有するととが'I'IJ/f，tfされるであろう。

2. 別:l<U~8 )<では， 1Tf本ti，\~fJ交の呉った 2 やjで、水害による経済の変化を， 3 カ年にわたリ推

定している。 その主要な変化を挙げると， つぎのごとくである。

1 )ノ'}，!J"i:による資本減は， IÎ庁産業に対する有効な結合労働量を減Fかさせる。何下した資本が

労使属ま裂を減ぜしめるが， j也 )j部分的にi峰山J法疋を生じ p 資本の l耐久)J を侭ドさせ， ひいては

現たとくに将来の生産額を減ぜしめる。資本|耐久力の低下は， また将来Jj長気変動や白然災害

への抵抗 }J をひくめ， それだけ程済州浩は不安定となる。水~ti:後 3 1，/三で1予知:，ì[~ ぴに純産額は両

付とも， i王ぽ次代:111jの JkiltQiくまで快復するが，資本額では，久木町十j はい(f江辿!主が大きく，

純蓄杭率がノ'J\'，.i;，:ι後は -9% で， その後は jが/'.5% になってし、るが， /'，ノk村の辿度It小さ

(，純:詩的率はノk守後Jμ/'. -5~-9% になっている。

2) /'ÎJ--}Wf'，初~l;iJ -.効}/1， とくに同 J泊費行余剰をどもたらすものとすれば，本来mf'，ふの少な

し、 x.の.').とう 1 jiP1 は， 多 liJj'1l.}. f小1)欠う 1 万円よりもたl' ;;'9J川を欠う。 r両トjがノ'J， ~，i;，:後 3 ヵ(，/とに欠

う所得総額は 8.4: 8.5 hP1でほぼ、等しいが， 1 戸当りだと白水村の方がえきしカ hつ本来*)1:

J 血 Iぽ積当りでも (1 ノkやjのそれがrレないから， r~l水村の所得i岐によ 1) グょう効 11Jは，久木町村のそ

AL よ 0 遥かにたき L ‘と L 、えよう。

3) 水守は抗iL~えi亡とゴド:liH 災I己との資産ゐよび所持に顕著な)~-:~を~/三ぜしめ p 社会F??情のイミ'/'-"，'1';

化を促進ずる。 '/'-均所'1'Jの作弘、J'Jぷ村の方が折H 災x-数も多いから， この .I.~i~十分に前j査はしなか
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第 4 凶

h!H- :i~' 資本額は負侵害買を持除せるものと寸

ったが久木町村より， より多数の {lJぽ:tUíJí'f'.}. X点、よ♂~lミ

ii市、W:iれ(ーを ~tぜしめて L 、るわけである。 もっとも ;)\~i

jjíjで、は， ælillのごとく， r耐

ほど顕著なき;~:はみられない。 そのJW.1LJ として，過去に

ゐいて久木野村はノk川経済， 1:1 ノ州、j は自然災11~':'ﾌ: =1:た

るオ~~介 1 '，1 として，たまたま H，f';U立の附!ほうi'{じをごとげ，か

つ分家のfAi引1'，)抑 ;[IIJ などをと j呂じ， ある松度J);必剰人 11

を 11 日家 1，'として初刊 1'，してきたととが行企えら AL る。 しか

しそALにしても，;]'(，年前では，久ノド出rやJJ)方が 1 Jつ当 1)

jl~J:!.川Î'得ーで俊N:にある泊 h ら， 1;~T)1千分イヒの杭1LE にん-('(::が

なければp 全休として'k' ',.c J:tr iが手;iし、といえよう。 JJ[J う

るに今H-!I ]ì Î;\~削土， 1" 水中、J'J)J司H'J.安定ドf;lTJ~号そ一!斤 L 、ち

じるしく i戒 '~-lf.- しめるとととなろう。

とくに抗H災民家ではjIi:子会=の 'j 111'，しと負Ü';_'V:榊土11に上

る。所1号客員i士純産績のみとするの る無所得の n次復旧事業につとめねばならなし、のに対
太線11 久木野村
細線は白水村

加の機会がfl日かれている。

し， 一勾方ゴド:[lH U~lぐには ?":jf~鋭の公J1~!}í苛2による JíJî"1'J榊

Aぐl年前[後の資本と JlJî" i'.}.存J1Jì変化をと凶ノJ~ したのが第 412{1である。本凶では p 復旧事誌の収入が

ィ;付!実であるから， líJî'f';}.給制からとれを行き， また本来vì 町~'~州法に[実j ずるものをみる;白'.'味

で，純産tñのみを挙げたu これは L 、わゆる純国民生産相に当る。 さの闘によると p JJ.;'~可愛 I :;J::久

本町村の欠う額 (82.0 Jj i'J) が， J' 1 水村のそれ (78.2 万 IlJ)より若干んき L 、が， そノヲ{交の料;

{むilil主が大なるため， ;]，'弁 3 I， I~fをにはぷ持前の総;知に夫i し 8.9 万 fLJì成松度にもどるものに対

し， fを J

もしとの上うな;邸主で/に作 IJíjJì'.;起 't'[H.)な資本沿よぴ)ilî'f誌の水中にもどるとすれば， 久本町村

は;J\ ~fF後 4 1， 1~ ， 白木十JI:;i:: 14~15 1， 1とをど裂するであろう。 したがって， 資本弁îtNのi.':j~ 、十・j は，

f'Jd''}' もたきく ， 1.大詰?をうけてもそjしからの快復は速やかで，数年後にはより . )母資本集約な経

営段Jト?にもどるlIJ1ìidtがあるが， ifイ;:1，lh\JヲflT:~、付は，所得もノj 、さく， じい、てはJtí'苔むぷび位

lf能力も {1~~ 、から，ノjく詐からの快íU もゐそく，戸Jî"f'J も不易に!日 7kN;にもどらない。

ずfイ44r よぴ純!字会(!Jìmヲとは p イ[lJ"1三かの 11'.]1こよ.11'.められねばならない。土IHめられない liUは，毎年

J)H の経済Wìl呉にその影響を必よ l宏、すわけである。生産の *frl少会よぴ拡んの状態をとらえるの

には， ， 1 1ft慌の MLがあろう。そのうち抗 20 1<.では p 純)可得率冬、.J:ぴ純子<<f+/t率の変化を示す。

このJえからふ~JW件率が;j'( ~t，~誌なは rìhj十!ともほぼ~f'i しいが，白水村は ;J\~，if後;~:1!i~1 こ {1~' f し p 雨後

i斬.J( 1日に復ずるよ、にヌf し， 久木野村はノk得後，かえってI十':OJII しp 附後j主;イ|三ìh北少する。 そülr ，



-243 ー(絵，i:，'，)結占および経lfr関係IIll 

まミ20 設も

3 年'1 2 凬' " 1.K 'Pt後 1 if, I.K行 IIÎj

白木村久木野川白水村久木野千l 白水村久木野村白!.KトI 久木野村

82 �8 G (, ﾓﾙ -'" 7乙w 
-f, 品目所得ヰよ

.f 9 

Tてすごし，純所得率=純手額f総産頒

純部積率=次年度の生産財使用傾増加分/当年度の純苦手綱、

5 9 。
。和11.~寺r積キi

IJ， I，芹i交カ=えってあ村中jìタト古 ííJr注入により IJ;( 1'-H'I'f!t川急Jlがふえ. )五イ 1'，ノ'l\};川 ÎjJi ~1:.i!;');iJ: "1 ノkトj では，

久木野村はま一介製材 J:JLjJ)流?とが;;~;~，呼してわMï'j'J率は， I ，.-l-{.する -')J ， nミj&~にもどってゆくがp

この'Jî'IN をわi前産Hf史川存nの減少がみら A L , 1M後拡'J1ピ fl}生産Jで )JI ，'， j での純)りiT}率が逓減する。

千lit率 l主主 r!? きしている 3

つぎに ;J，'存 IJÎj伎のず什:.:+純戸芸術[Jì ì成少は， ， 1:注のごとく久木野村 82 刀ー/11， "1 木村 78.2 7i 

このìr. ik少叡iI資本吉l!-iど被iJf'f;というとすれば，それは久木野村 42，Oi ， L' jJ]'\十J 68，%と川である。

久木野村 4 ~"" 1' 1 水市j' 14 ~，三と見込まれるから，簡単に 'i'1-1.~~ì~すさらにその快ヨル ・，

ノ;. <J 0 

久木町村 10.5% ， "1 ノk 十j' 4.8% となる。ると年 '1'，J:~r，々イょ刊行主率は，

と J'被とこで 1 1]:び IJJJ1 δはあるが，体J~~資本ゐよびその他J) ・般ff本がそれぞれ独山:して，

かつfi，'，1 々の資本単fなが I ，，'J ー量の f'i') IJ を会よ lf したものと 1hi'，LL作ヰミ iこ対し f'iづけしたものとし，

...jif.h'H三 b% とするとケEうf イ三単{>'[のそれぞALrHl 1.すべき減〈作家三を，材、 ~i~資本 a%，しよう。

l1.2a +105.3b ニ 68%( 1' 1 ノk やj

i 久木野村 65.8 a + 129.5 b 二 42%

と 7ニ:ら。b ニ 0.74%a = -0.80,% J) 2 式をうるから

三の fll'i，から汚えると，民J'~その他Jい舟I~-tt 本は初ι作率をJ:<UJIIずる )JI ，'， j をとるが， ;t~，当~lH:1 二

との数字山現実へのj@ 11!にはもとよけ :1;lj IU~があ

;J'(件を ~1~1・4走中心;，u左手I!する効仰が

と j しをドぶ I r-.ìr.，i( ，かする作ilJ 乞 /J~すこと士なる。

さらに今後多数.))実例にもとづく )J"-析f:必要とするが，, j
 
j
 

とのような，\1今後J) pqh\互は，こ i し を jよ手主きする -'[c，の宇ii ~~だといえ上う。あると汚える 1'1..1'.，

ま fご ~1~HH宇トJ) 11 :~{;("'J :fn 'ç~(に当リ，←・市立ずf イ三の rlr'ε もノjぐiヰ防 11: に f'IÔ川している資本があるし，

それらをいかにして守再生し計算しうるかであろう。i克の作Ji j もあけ，

森林が原始産業ことに農業におよぼす効果3. 

久本野J万両十J }ì IJ;{frfì産1宅lzZ二、ける森林の立主A 仁i ノ']\ , 

:;j'~ 21 ノ}(~柄拘でよ両やj'Jì開始産業.))排出を示すと，ï1[J~百に連べたととろと才竹二 'TC複するが，

夫のごとくである。

つぎ f 三と〈である。

1 )戸数去よ♂人 1 T ともに十'jJ]\f.j i土久木野村に北しF 約1. 5j去に辻ーするに

本主主から，両村の )J;(frfì産主の経済構j主<1':'二七裂な IW主点在三挙げると，
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15f; 21 表

臼 ;kトl 久木野村

農業|箭c&F業小汁林業 計 農業夜広業小手十林業 l 計

い数 (戸) 900 (733) 900 (4ふ白) 900 592 (510) 592 (277) 592 

人 n (人) 5 , 589 5 , 589 5 , 539 3 , 524 3 , 524 3 , 5]4 

01 53'1 g、'155 私 352 A ~QO f11 446 fJ、 380 戸、 308
土u也(町|畑 1 ， 010公 I ， ÔZ3 3，印公 1 ， 015 ム 389 畑出公 1 ，7'7:; 2 ， 794 自 lfZ リ26
資本(fj円) .t~ 31 ,061 19 ,625 50 , 636 17 ,222 67 , 908 30 ，己 11 14 , 897 15 , 408 46 , 129 91 ， 5む/

総海額
20 ， 57己 2 , 020 22 ,895 7己8 23 , 633 15 , 958 1,763 17 , 721 1,095 15 , 816 

(万円人働) ) 
総(労千・人 泣 342.0 152.1 494.1 ぷコー 0 524.1 249.4 86.3 335.7 16.8 352.5 

純路網 15 ,501 i , 843 17 , 344 355 17 , 699 12, 523 1, 428 13 , 951 967 14 ,910 

続時) 2 , 766 9守 l 3 , 757 95 3 ，己52 2 , 263 762 2 ,025 243 2 , 268 

(労銀) 10, 260 4 , 562 14 , 822 1,044 15 ,866 7 , 470 2 , 588 10 ,058 892 10 , 950 CJjf9 
余 剰 2 , 475 -3 ,7 10 -1 ,235 784 -2,019 2 ，790 ー 1 ， 922 868 -168 700 
(刀円)

2) ，'(/]，， 1:.1 は耕地n'lih'í-では 21汗強だが，牧野ゐよび山林rM的で、はがH訓i成となる。

3) i守本制で、は:堤 ~I~はほぼI'ÎJ l: , f.'ifff. は fi立制Il'l~などのl，î~で "IIJ， 1:.)・が 31切j三だが，森林では久

+:!Jjf+lが 2.7 1 ，';-に j土する o ~~~~i存J'!では久本目F小!の 1jが 4 ~;か!大で， より'r;f イ三集車V と L 火、うる 3

4) 給産相は良市r;t':l，l~ とも r' IJk村山 }jが 3;切ん， t.j，J'~は久本町村がーたきいが，その街!は小さ

い。イモfイーとして nノk村 v' )jiJ~ 2.5 市 IJ たい。

5 )純産額も[tiJ様)) ftiil(，]で・あるが，総:産自1ほどのIli~ きがなく， 2 万IJの去にとどまる。それは

じとして阿材料のf山 1J'i械が l' IlJ，村で大き L の通らである】

6 )以j二の関係から， I'IJJ(村は少さいず什￡を耐力手Ij IIJ し(ずf本不足) , 久木町村はそJしによヒ

し資本l乙合併のあるととが)，11 られる。

7)要素11(IiJllr , f 1 ~t't:つのは労鋭{・11当相( =Ì-: として Ir~ミ労働による)が "PJ，村でたきく，

4.5 加に注するととである。とれは総ヴij例量からも Fut援な枯れになれまた人 11 の訓{tにも拘 l

油やる。

かくして， [':1 ノk村は人 11 の圧力が必然的に投ド労働量を明}JII させ，労1肋のIU~W.生産力を:低め

ているととがうかがわ~Lる。そのあらわれが，労({i)jを一'1三ι11主主H Cl 11300111)で・ ~.r.wった場fb

nノk付は生産者余剰がなく損失となり，久木野村は若干の余剰をのとしていると云えよう。

8 )結:究JIJ に関し去には示されないが，流動費対jÎ，l5t費につき，久本;野村の方が同定費の害1)

イトが若干大きい。

9) 相対的にみて白;J，やj は労働がj_@菊Ij C:あっτ資本に不足しp 久木野村は訪であるととが4:1]

る。とのようなt-(tr，iliを示すにいたったのは ， !'17kHJコ方が」つにはノk件が多く，過去に会いて資

本復旧のイ~1'Î:tに乏しかったととが挙げられよう。さらにふさn'ri 1'kc は久木野村・の方が1. 5 告IH王ど

大きいのに，人口の収容力は1'1ノ'kNの方が， 5 割大き L 、のは，耕地jjíiもltが 21:;-に産しているの
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がたきい以拠となっているとみられる。とれは!行;J\+.J"J)方カ~lll-J~主しやすかったとと，たよび多

少交ìill地位が良好であったととが，てìô 安な);;[ 1)，1 だったと忠われる。そJコキ.'f~t tJI地向千ifiーの主I'. j:勾

);)，~g:cは必やしも小さくないが，生産 }JのほL 、M地に過剰人 11 が集ま i) ，それも ;jJ-J;t 1二平IJì/'.Uを生

じない高i!1.~~~~を拡 j--:*lH 与するととによ i) ，実t'( (I"Jにほ~Jî・ f!JIこ u.んじ，生i斤しているわけである。

10) 産主十II J!:JJ川で lí ， _~7~'~は余剰を生やるが， Ti~i産 ~'~I 主寸;__j:~Jn重U~~ 1引:1こよれば， m たとな

る。林~;‘は n ノ'J，+-Iで、は，砂防'jf)~などをも合むためんきな損失となるが，久本町村では，実I~~

には支払わない資本和JTを ))1むに入Alぬとすれば II:J){J"剰を~!:.じうる。それにしても，単に);~(価

:1J- \'1ーからすれば， ，，1付J とも -ffi1W誌が総産'制と:王ぼ川制の損失の計算となるに対し， ，'，木村の材、

~~'~JJ収益はjl~~ 、が， (1 ぽ正常な生産J) f jわれてし 3 る久木町村JコH，:::nは千[f・IJで、あるキif~~ となる。

しかし， lfi 廷の ú.' ，'t:は単に!jj{価計五，Cの有利さによって判定できるものではない。市産業は実

に品廷に，')・」誌として JHt-することにゐ L 、て吊;安な立義をもっ。社'iff~~t~はー!:地生産力J) jl弘、 ~al:ミ

に対し，iT(裂な n~r.i lJl~nをん量に 11 1，:給するという ， J.:.切な役'，+;IJ をもっ。さらに， ï名産 ~t~と林業

をと 1:地にもとづいて比較するとき( J' IJJ叶jは J 王 l:rr;iJ-' Ii'I ih'iだが)， IliJ -"1 )!iJ. n'lifJ切ミら T十i産 ~t~は

材、主に比し，実に 5 j:，\;・の労 1111量を要求し，総:産相もやく 2 jf;.以上をポして~ ，る。

.L'J，_ I:の寺山県から，人 I J./犬主力だけをみれば， 1' 1 水村 J) jjがすぐれて L 、るといえよう。しかし

それは低資本に過剰労働を結合し， jl�;l�Jﾎ'1'J 1 こ 11'んすコる生日;J'(i lljの j1弘、，かっ次符その他災待に

対する抗.Jj'c)J.ハオ札、経済なのである o 1ij~)}'rfalこ~ ，うなら， r:JJ'!.i に III(î応し，r:Jらとれ以上の資本書i

iWをあきらめ， n r.!i J) 法]岐を当然のととと'1':JI瓦リ，その後で jl}ぴ{z 々として経営する ， )Wlfì的

な経済により 1 歩近い安だといえよう。

しかしとのような安からは，経済の発民も安定もなかなか法せられない。かかる発出の jjl~J

をとるにまや必要なのは，青木祐子氏それも ;J，符その他の災待に対し批.ji'c JJのある 'tf本の詩的を

促進するととである。との必:叫こ iこ之、いて，砂防阜、上ぴ~fnlj;台;J\ずf本J) 'f('安 '1'1:訪日伝説される。

との聞のff本J')村~fìËI 土 2N(1こう上けら Al る。

1. f'立J妄i;)j;J，守効れのみを.J II.当し，産誌の発出にはこの効県を油じて 1 1\ 1接(1"11こ作Ji Jする。た

とえば行令防ι グム

2. 防ノj'(f，i;:効県とともに利点を促進し，また防師、l防1 11..効県などにより，産ー誌とくに!:11)~の生

産 )J を千時向上するとみとめられる P たとえば森林口

/jな行の効県については，前掲 2引にのべたと同様の jj法で分析されようら

ととにのべるのは後者についてであるが，それもその機能の過程を通じて分析をとすすめてゆ

くのでなく，その効~~をゐよ lましたとみられる紡れを ili究するととによ lんなるべくとれを l切

らかならしめてみよう。

B. 当地jjにむける原始産業の内本

前去にたし、て p 単位和i-j:也凶i憤 1 1I1]当リの造業総:産相を算出すると， "水村 13.3 万円，久十三
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野村 22 ， 7 }jf LI に j主し， f走行は首írX'のがJ 1,7 1:';，にゐよぶ。

それも 11Îj X.は 1 1[lr 当け 221 人，後1';'は 356 人 ((1水村の1.6 1:りの労働量をJ立ドしてでま，

久本町村の方が投下労仰l量も生itf:.'ftll も温かに大きい。すなわち， -l'JI地単位n'l日1f当1)では，る。

その正11(111 は，久木野村がぶ川の I[í める合IJ':j- V':).": きし、とと，冬、よびノ，)\IJ 1 としても若干反当 1) 収量が

そのJ[P.前iいととに上る o J\UI:" "í地方一般を泊じ，似)J 知1[をノk川に改良せんとする -I.'11\';J) 多い，

守'ÍH，jJの従来(.J~立ドを f'[能 iと;J，川は-k/l l よりも_-[:地カ a らの収益 }Jがj宣かに向く，111 もとこにある。

したがって単Nï.l l'[j的当りの人 11扶養 }Jがたきい。し，

したがっとの ;J，川の多いととは， ~~/I J日);)'(につながる。久本出件、!はflzはノ，]\iiJ; [が今ほどになく，

ノk川がJ仲川1 しかといわれる。ノ'l\}\刊Hの一切のJ[Pて点 11\ は少なかったが，森林を((-世したため，

それにしても， ;]\ilJ;[YVJii主トーの殺林の立手をは，山をこの年~H.j;{{続 IZ:::帰するのは 1[1.;n と，U うが，

I也方でxえうるとし、えよう。

第 22 1<.は，九ITiJ 村での b;〔式合22 第

~fì産主と :H;:~'~Jコ閣f系を ili究す白材、I 久木野村|長防本、i高森IRT 色見付

る t， めに，関係産ごfミの_-I:地げ[j

fj't, -r~tイ三存)1.給産額，純産'(初

を対比したものである。

556 

735 
20 , 834 
[96.0 

[[, [62 
8 , 301 

592 

701 
30 , 5[ 1 

249.4 
15 , 958 
[2 ， 52~ 

90('; 

[ , 544 
31 ,061 

342 , 0 
20 , 575 
15 , 501 

240 

D80 
7 , 508 
71.6 

4 , 734 
2 , 805 

329 

463 
8 , 142 

82 , S 
5 , 713 
4 , [72 

(戸)

土地I面積 (回了)
資 本(万円)
労働 :id:(千人)
総滞納(万円)
純 I伊傾(7j)Cj)

農家) i 数

農業

出荷産業でよ仁較的資本粗Uú:

の l' IlJ， H が純底知率(純産相/1, 400 
13 , 849 
89.0 

1, 135 
804 

2 , 093 
14 , 897 

86 , 3 
1, 763 
1, 428 

1, 478 
19 , 625 
152.1 
2 , 320 
1..843 

1, 880 
13 , 216 

66 , 6 
1, 075 
942 

735 
6 , 708 
47.3 

1, 165 
1,043 

土地見i積 (町)
資 本(万円)
労働!歪(千人)
総 ilF 傾(万円)
純摩傾(万円)

降
雪

畜
-
フ

しかし， ffイ入

21:り久イdH.I が 30% T-ìで

集約な (I([jh'i単位では 1'1 ノ]\の

あるのは i �: 1 11こ自立する。

i'f:イ，:) I 土?'~ ~、。

2 , 135 
34 , 683 
285.0 

12 , 297 
9 , 105 
26.0 

2 , 794 
45 , 408 
335.7 

17 , 721 
13 , 951 
30.6 

3 , 022 
50 , 686 
494.1 

22 , 895 
17 , 344 
34.0 

2..56υ 
弐)， 724

138.2 
5 , 809 
3 , 747 
18.0 

[, 198 
14 ,850 
129.8 
6 , 878 
5 , 215 

34 , 8 

L 主出 (阿n
資本(万19)

農r~Y 労働吐(千人)
辛業 l 棋を:奇傾(万円)

純 l伊傾(万円)
*lni>F傾ギ (予告)

本Ji:.カミら九Iilr村の}Nfì産~~~

Ii'rí J):U也氏本労働と E王制の消
717 

10 , 572 
9 , 4 

1, 145 
918 

1, 663 
46 , 129 

16.8 
1, 095 
967 

1,:367 
17 , 222 

~;O.O 

738 
355 

li5?

]

5

5
4

・

7
4
7

6
0
2
6
4
 

'
「
ノ
}

337 
4 , 844 

7 , 5 
829 
760 

L t也 (11引
資 本(万円)
労働吐(千人)
総降傾(万円)
市Ig ii_{ ~i(万円)

林業
その千恨のよ七車交が 1'[能となる。

場合総:n'ljW はIi!r 十I ざとに民

休業生i宇要素量

土地面倭資本労働主主
(町) (万!勺) (人)

1.0 i 4.7 23 

2.7 46.0 93 

1.5 i9. � 33 

2.8 78.0 23 

1.3 19.0 17 

表

農業生長要素読

土地面積資本労働歪
(回丁) (万円) (人)

1.424.7 251 

2 二 3i.3 298 

[.7 34 , 5 380 

1 二 5 1.己 42[

1.3 ~7.5 352 

23 第

農業生産額

総L辛客員 純手領
(万円) (万円)

17.4 12.7 

19.7 11. コ

22.9 17.2 

27.0 ~I. 1 

20 , 0 14.9 

町

村

本、j

下j

森

見

!K 

オJlf

高
色
白
久
長
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または主梨な同:心的生産裂主主ーであるfJl:J也単f立国税当りなるから， '1三~i'~ U本である各農家単位，

必安た比較を若干行ってみよう。の千EJ数fjJ'uこして，

C. 一民家 1 戸'~ 1) の民支と林業との関係

長-~'~!j三産相対lJミ材、生産要素量の関係1. 

第 23 夫からつぎのことが会J1られる。

そのl~，;}介，資本台よ1 )出cT~!I:.産相とその生産要素量との|111には J 王 I:frl:の関係が示される。

ぴ労働量のかがf:l也rr'rîWよりも鰐接な関係、にある。ただし，例外は色~~H であって，資本たよ

そのJI I'. III は土地面積が113ぴ労帥量ともに Fli萩11Ij'よりたきいのにかかわらすヘ純産額は小さい。

l'iJ-[市jItJ~Q投ーだと， Ji '.J森町のかが大きい。であるととであって P

もとよ 1) .農業の生産J弘T糸工ほどの利1関はみら2 )技法ノ|三I芋存([と林-~!~の'1:.産要素量との 1 1\]1ては，

れないが，色はやj をのぞいて J5えると，あるね!主の関係があるようである。色は村は治山砂防

関係の施はまテよぴ現行事業があるため ( (jJJzJ" ・j も多少あるが)，他と異なっk数値をンJミす。

ある秤J主の|菊;\lliがありそうであ3 )農林の戸l:涼 t!，~毛量の IllJにも色見付をのぞいて与えると，

る。とくに資本J)í/';]で、その傾向が強いれ

つきの第 5 図を作1:;~ した。以 I二の翻市にもとづし、て，

1:i'~ 5 図 (A) から，当地 jj として総;休として世主に IIJ いられる資{';'fj:fl と生産相との閣係が}:11

またた1:泊村が'i'H;:客員の自lfヤ久木野村だけは他によとして資本にネ、いて市 l ，(';t耐にあり pら才しる。

それにしても IltJ*lí~の傾向から高森，色見， l' jJJ，村はなゐ，資本が;t137に生産制がー 1'.っていない。

加l -t~Lぱtl::g王制がi屋川ずる段階にあり p 久木野村は資本増加に応、やる生産相榊加の:\fl主がやや

鈍くなって L 、る。

第 5 図 (B) Iこ -Kミ!立2存11 と材、
lBl 

咽
却
田
崎
環
産
車

(A) 

(4L <3,' ______ 

~， '(5) 
ノイ (2) ,..' 

/(1l 

州
制
却
制

農
産
額

走資本との関係がノjミされる。

林業資本が附加すればp 農産

10 客耳もある杭Jltlβ判:をうけるの

別印 70 Jjp:l，"三

社業賀忍
4Il 30 20 ~ 国 7� 鈎万阿

農業育*'

切岨II 泊旬とのiíhUljを生じではないかP

る。 if:山砂防地誌の多い色見

)
 

門
μ(

 

(1) J急車町

(2) 芭見材

(3) 白木村

(4) え木野村

(5) 長時村

本永世盲本30 m 20 

ω 

限
界
襲
童
謡

(C) 
l

叫
l

哨
「
偲
却

費
量
責
ゑ

-K 
，
ノl

 

J
 

f
f
t
¥
 

rc'=i;J\, ;f:j 

*'J をのぞいて考えると

やJ もその傾向あり) , 

(51. 

(3)・
ぇ~~， Jとl場各1lIj'村は林 'X~yt本が

。)そのためまだ不足して去り，

[jJ月岡 林業宵ゑ

第 5 図

到40 却田百

農産相も高まらないようであ

少なくとも久本町村・の段

117'11こ比して， そうである。な

る。
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本" と Jì 1 1I 1*)í~J) MiI，" J からすれば， 当地 )jで森林の"({ィ'1:はある純度のは附(林~}~f't本 30 万 fiJ

fむまでは，世路存Jlに J干しいIUtW を公よI:'fすが，そのe掛?を越すと，林 ~I~資本の土??加に応やる

1出産相J:，}('Ì)J 11;容は 11~ くなるどうである。との関係を iオ示したのが抗 5 凶 (D) である。との図

から， 1 戸当り林浩資本が 30 ;ゲ川を越せぱ，資本J??加の}主主に乳、上ぼ、す影特は微々たるもの

←ε あるよう vむある。

しかし， 逆にいえば当地 }j として， 1 Jっ当 i) 30 万 fiJ杭!主の材、主資本までは，仇はかするのが

千T平Ijであるとのイft百三も 1 j\. 、うる。

もとよりとれは p 他の条件を 1 ， ;1 じうしてのliRである。すでに川村の I !i Jでそれぞれ世話資本や

労{助量を呉‘にしているから，との CB)や (D)の図はそれほどの立味をもちえな L 、。しかし， I ， ;J -‘ 

世-:\'ミ方式がとら Jしている l'J..1 :，そのタトPtl としての林誌の;;例年を全く無視するとともできま L 、。

前 5 rえ1 (C) は両産一誌の -(~f: イ.:[I\Jの関係金示す。との[2'<:1からは，どのl"r， 1芝山関係があるか埴何・

にはつかまれない。それにしても， JUli交(I"J 1日常な関係をもっ前j~~-~久木野村をむずぶととによ

り， ，'，木村むよぴ長1;坊やれま ， .t::;{~t~tt イ得点 lこ比して林:~'~ft本加が小さすぎる削r，í) にあるとと， ~. 

}j色日付は林業資本制に比し'~'~}~.r~f 本制カキ弘、 ftfir，iJ にあるがp それは林:~'~資本の l五j'jミが I1日:;?と

ものでないからだと L ・うととが芥l-1ヰさ)， L る。

2. ;:ミ産存n対民1*資本の関係

第 5 閲 (A) ないし (D) から，民林資本11州ともに岱E芸術1に ];0:{.専をたよぼすのではな l • iJ ゐ

と汚えら Jした。もとより 11212資本は uï.J:IUI"JI二 p 材、 ~'dt本は IllHk i'I"Jに作 IJJ しよう。つ」、で今度は，

ある脱皮J)1!\~ l'Hlをたかして ， 'iHH*-N+:カリIllh.M到して， ，出産相がうLめられると似j[ごしてみよう。

との場介，佐治資本と休-~~~-tt.1~ とが filî完(I'.Jな関係にあるとすれば民jf7~徹し!色村よ資本をと対比させ

て，泊 24 jとをうる。

指 24 )ぐから生産 ifJ'Î数をよjくめるのと I ， ;J .1'-続によりえら』した ]jf.'r，式をと ， jとのド }jlニボした。

P 二位産相， QI=1121定資本， Qコ=村、~}~資本会 -)J~ す。 ;jl'~;;:の 1IL礎に 11:，自殺ミ，久~，jlí' ， k防の

IIIJ 村山数~J: をとりし、れている。

との }jf'l式にもとづく，[I'~Jí~J.''/'I:n 告とみíí 6 図 (E) b よび (F) に例ぶした。 E 凶は， t主主資

本 Ql を 35 }j 川たよび 50 川Ijに 1，恥L したi必介，林業資本 Q~ Jjlけ JJII にともなレ農産相J可変

高森田T

色見村

白ホト[

久木野村

長時村

第 24 表

最菜料菜
農産額資本 資本
(万円) (万円) (万円)

17.4 24.7 14.7 

19.7 31. 己 46.0

22.9 34.5 19.1 

27.0 51.5 78.0 

20.0 37.5 19.0 

P=5..3296Q1o.2217 Q20 • 162リ

(高森p 久木野，長陽)

化する ， 111%1込をンJミしたものである υt1;:::1~~台本の判守力111こともない

出産相J主:iH)J11する。たとえば， 林~'~資本が 15 万/Ijから 30

万 I I.JI乙増加する場合 Ql=35 万 p.J だと農産額は 2.3 li fi:l, 

Ql=50 万 flJ だと 2 .4 }j円だけ榊加する。

もっとも上記方程式の計31ーには白水村をとリ入れていな

い。 E図で，久木野村の農産相は Ql ニ 50 の，1h*iíU:にほぼイi毛

布するがp 白水村のそれは Ql=35 の曲R;Jj~ よりも相当はなh

たところに位置している。したがって， 1" 水村乞とり L 、 ~Lた



場合は ， }jW式J)}Iラも才f十二変ってく

¥111 経常および経済調係 (桧12;)

(El 
白， c 50

る。

F 凶は，+*}ミγH~Q3 を 20ゐよぴ 80

刀万ifド川1.]1に乙 lï川Jお司s司1~定どした」叫斗

にともな」、 ~I外生ト1-:産完街釘制r日'[の変化する悶f係系を〉ポj式ミ

した。 材、=1~~f付記の変化する場介よけ

も， /"liJ ‘資本存)ÍJヲ変化が民産安打によ 1)

大き L 、 't(3.枠をあたえている。

つぎに久木町村にたいて， 72;JI~1什ご

と林~'dtイ~J);作IJイヤカらどのようなJiJ介

に生産'絞め ~Jiどえとなるかを qえてみよ

怠

額

の
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式
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介
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Q) = P2A.. ><Jl~. 2 .. ~Z 1←ー←二83.6
0.2297 +0.1620 

~249ー

3日

QI=J5 

, 0,"&0 

メ Q司 '20

第 6 図

QL129.5X 0.1620 =ニ45.9
0.2297 +0.1620 

すなわち， -~林ff本のi七l 土 64: 36 を1è当とするととになる。

かくて久本野付の現{I'の林~'~資本'粕l主過ノ〈であるとととなる。

民林資本Jヲ1出産相に対する悶1系は，現実にはとれほど ~i併ではないかも主l1Aしない。とれを僻

かめるのが必要である。しかしp との点については本研究ではふれなレ。

なた， J'fJJ，H に 1!lU'Jl.をして _/-_Jヲ J/I.去をあてはめると

Q53.6X0.2297 
)="←ー =31. 4 li flj Q2 ニ53.6- 31.4=22.2 Jjflj 

0.2297十0.1620

とな i) ， JJt!. {1この民主1台本 34.5 7i [ljはややんで， ';j:1~j'~資本 19.1 力川はやや小と L 、うととになる。

3. !主産額、と農林資本会よび労働量の関係

( i ) 、民産相対農業資本台よび労働量(第

25 夫)

(ii) [主産制対法林資本たよび労働量(第

26 去)

(iii) (i) ゐよび (ii) の結県にもとづく

生産 Ilf!純Jì 約五関係

第 25 表

最王子額 農業Q資1本 労働Q2量
P 

(万円) (庁内) (人)

雨色 森町 17.4 24.7 251 
見やj 19.7 31.3 298 

白不水野 村 22.9 34. 己 380 
久本、l 27.0 51.5 421 
長停不、I 20.0 主7.5 352 

P=O.5109Q)"・ 2日~ Qo".'~22 
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(G) 

Q," 421 (え)
0.2" 380 (白)

__-0.2" 449 l久)

_.---戸ここここ---白ク =413 (由]
〆〆〆---
一〆/

治 2lì ボ

農産相 農林資本農林労例

(万!リ) (万円) (入)
r;:'lj 森町 17.4 39.4 274 
色見トl' 19.7 77.3 391 
白 Jk. 村 22.9 53.6 413 
久木野本、t 27.0 19.5 449 
長陽村 20.0 56.5 369 

高森，白 Jk， 久木野村で
P ニ o. 4359Q[ o. J:l2' Q♂・r，7旧

10 58 

との両 x.の関係を図示した

のがお 7 図 (G) ゐよびCH)

である。 G図には，久:，j(IjlH.J

;d，->' よび J'J ノ'l\1~.1 の労lojf}j量を r，I.1 ~ι 

100 200 JOG 400 500 Q, 
愚政.祢併111

第 7 凶

した叫イヤ， iH，;WJ1の変化 iこと

もなう出産制の変化を示して

v. る。久木野村の民主労l助土

よび~1'*労i~，}jがともに J 'J Jl， トl

よりんき L 、から， /;;J ・ lf ィ，;'ÎH'i

にむける法F芸術1は，久木町村ー

の }Jがつねに rl:J い。また，資本

客J!J)ノ1 ・さし、i[ \Jは，良林労働Jì

変化による毘抱1が，法廷労{{f}J

の弘子ヤよりんき\. .jF~ となって L 、る。 しかし， ?:民主労働のみの JJが 20 万円以ー/'.のずけ".ltr力IIv;lt}

介は，当然込林労働のJ必イ?よ 1) 予|ミ庄 }Jが正:j l 、。

都 7 図 CH) はそれぞれずで本を|山l定して労仙量を変化させる場れである。との凶では， -1浪主-~~~-i

イ木ζJρ， 1場よ必Jイ介ト， jA林資本のl~/jイ?ともにそれぞれ結合する労働量が榊加するにつ~L ，産制-:，.r::は大とな

る。また[，ト十jでの世"J~資本と世林資本に|イ-労{1')J景を品lf;介させた」必介の産相プ121は，労働JWT

加につ~ Lvlド:小となる。さらに，久本野村d、一段林資本と J~J ノ1， j:JJ)i3::~r~γけ￡の」iJ介につき ， [, ;J.. 

労働量:J)走行介が糊火:r('{)JII してゆくとき， 100 人 Jì労働量で ["J--産制を生じ，それ以後は 1'1 ノ1，+-]'

農業資本の生産力よけ久木野村長休資本の生産 }Jの方が H!'1るとととなる。との点から， 1 戸

当りとしてみて p 林業1f本額が L 、ちじるしくたきいと，出産額iこも好影響を与えるととが考え

られる。

4. 11芝市外:産額対長子f-f林生産史!~量の関係(抗 27 j三)

第 27 去は第 26 去の勾イヤほ2:' ìff..お1と生産婆主量の関係がはっきりしなくなる。それでもつ

ぎのととカ~*I]る。

1 )農業だけの場合と異なって P 各村の生産額11\Jのひらきは多少せばまる。それだけに生産
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労働量
(人)

つ
J
n
J
r
u

一
乙

7
4

フ
一

Q
J

ハ
ο
?

一

l

林業

土地r(Ij償資本
(肉') (JjlLJl 

1.0 14.7 

2.7 40.0 

1.5 19.1 

2.0 78.0 

1. 斗 19.0

業

労働註
(人)

';:;!J 

J;:YJ 

5 , 2 

'd~ 

tlt.1産

資本
UPj) 

4-5. 1 

t_o....J 

56.3 

76. ! 

62. ; 

27 

設

土地副f貢
(:'可)

J.o 

J.6 

Il_ .'0 

v ，~ 

tf写

差妻子資生産評1

総正子客菌、 純4手掛l
じ仔円) (7]!Ljl 

20.9 15.9 

24.2 15. 

25.5 19.2 

30.0 23.5 

22.0 16.3 

トi

ト1

j: 、I

1、、I

森

1)'( 

.~(事f

[)J，~ 

一
両
色
白
久
長

とくに l' fJJ，{寸では，良市産業J) 生産主主;ぷ量が色\t!J、j よ 1) 小さ安#との関係カサ'i iムi民;[1イとになる。

それは色\，1..+.J -C:、は，遊'H~的資本るるいは能率の f~tl 、労働力， , いのにかかわらや産相はんきい。

それを[:;[; :ナぱ，資本ゐよび労働投下量が大しかし，白木村上り多く ιするととを/)ミしている。

そのijJ千子J' 1;Í\ 1 ・!と ld湯村の関係から， rilij産~'~を j邑じてきいほど産相J_， k. きいととが知らHる。

は資本の生産力よ 1) 労1動のそれの方がにきいことが:1:11 ら，n.る。

色見付金のぞけばある制度J) j、[[~Jがみとめらh2) 生産制と;j:1~J'~~ミ産要素量とのilii にも，

したがって，両行の関係が1.の場合;ましかし市政治と林業とは要素代持の関係にあり，
』フ

/_.)。

ど緊併でないのは当然である。

第 27 :1えから良市生産額と林業製本二量との関係を Iヌl ノJミするとつぎのおí~ 8 閲( 1 )のごとくで

との凶によれば，産額にゐよ If"す材、主の J;び響Jま，第 5 図 (B) のJ訪 fpに比べてさらに小ある。

さくなり， 50 万 PJ .L'1._i二で1主林業資本がたきくなっても産客足の:lft!}11 には会 ì) 作川しないととが

1
 

1
 

(
 

それにしても，高森I1IJ や以防うかがわi しる。

(31 

川
判
却

m
A
1
叩

曲
直
畜
差
額

付はな2己、材;主主tイくをi??力JI しでもよいのではな

と 1fl~1Jl1 1 される。L 、 iJ， , 

との図で 1 J'lj1 '[¥. 、のは， 1三1 ノ'J，村は HJ'~なゐ，

資本のほいのにもかかわらやその産制を r::J め
加 叩月肉

体業資本

市印到40 却・加10 
と 1 ，， 1 1'業てゐり，色 \.!..H'J)(>寸前!i主お 5 図 (B)

図8 第資本割に1t し産存:J11111 まJí~ よけ下って L ‘る。

色 ~U.Jでの林宅資本は，也市産 ~'~I二日:民主任}Jかないしかして III，j十!ともノjぐ汗1F;~~~也なのである。

-)jl' ，木村は，林業資本の許IJ介に比し牧町の利1IJ を 1)~jfu し，I1ラでその存買がたきくなっている。

人 11 の圧力がとのようなブI;'II'J を必然ならしめたハであろ当 n'!îの生産額を高めて L 、るの?ある。

それだけ ;J， '1;:1こ対ーする il~1A)J は少となるととがxえられる(斤葉をかえれば， )礼悦に対うカ"

し泌Jtt1;~果-~~;伏 rl長をノJミしている)。

な~~'， i長者産:;f11 と畏 f十ilH，~なよぴ材、1勺ffイらまた法三千産釘!とその資本長よび労働について，生

産 IJ):j数を求めるととはできるが"民主だけの場合と;三!f"/; ;J様と与えられるから行ili存する。任者産

~t~の介入は，かえってヰ本地を ，1!if1 i.:長し，しかもそ~ L !"l休ある限度 1:地をはな~Lても J干同{[が可能だか
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美

ι淵霊肘品品毒毒l;;2島払2ももfI肘11
• Ql Q2 

I (千円) (千円) I (千円)

216 217 8 

272 331 56 

267 287 17 

331 309 23 

236 270 10 

28 第

1 戸当り

高森町

色見キ、j

白水村

久木野村

長陽村

P 

知
町
州
問

自
農
玄
田
私
生
産
額

n
υ
 

日
a
 額用A

E夷R 
宇
畠

農
D

V凡
司

4
J

到

3

a
 

200 100 

ら，計算の結出は誌と林とのが;

びつきを多少歪めるとととなる白 =310

かも失11れない。ととでは，つぎの
QI = 290 農

玄
国
林
生
産
相
明

ような形で， 最高産J~~ と材、 ~t~ と

またHI当関係がありうるこは P

とを， fJi'わせて示してゐとう。

最高林生産相と両産 :nJ)5. 1AO 

130 
'1~ IIJ額の関係(第 28 夫)20 25 

林業貸用客員

図

15 10 

12者費川と *j:主党川の生産存íí9 第

ととてJ主相乗の )F~で、!ドJ手制にへの作fJJは相乗の部分より相手11の部分がたきいと巧えられるが，

}}j~響すると仮定しよう。

との式を関がえら AL.る。P ニ 1.8514Qju.81川この第 28 去から生産j!Jd数をよjミめると

とのうち， 位T4千代 liH視を fhl'{c した場イじ林-~1~1~;示したのが第 9 図(J)むよび (K) である。

しかして材d当主Il J客nの士fr}JIIIこっ川存:)1の榊投lこっAL総産制の変化する姿は (K) 図にノJミされる。

とれに対し林業貨川をトlilJとして p 良畜費 TIJ を J怜加l したl~/jれての総産額、の榊力"は案外にんき L 、。

とのJ斗イヤ，微少ではあっても，込斎姥 1 1]の介p その生産量に冬、よ l :t"す影響ははるかにんきい。

増加につれ，当初J) ~;1:U~!11( 川に~~~~:があれば，若|二の産存Jt:;~:を拡大する点が岡1='=1 い。

しかしとの給促には， _1-.1~のごとき11j( JLが存しているととを忘るべきではない。

D. 単位 1:士山市11t当り段業と林業‘との関係

それぞ~ LPI: i組会上び生産処ぷ量を示すと HÇ1.つぎに.jiJJ:地 111 !1'当けの良斉林産 ~I~につき，

29 去のごとくである。

治 29 :1三からつぎのととが~211 られる。

L215にゐける生産相と資本p 労{flJの関係はきわめて l切らかである。1) 

それで・も， kfi見付以外のやj で 1ft ， 資本より者[Î'i.-:\I~I土，民主ほどに梓f接な関係がない。2) 

も労働量の}Jが生産相l亡よりそ十付妄にひびくもののごとくである。

$)1:地 1 IIIJ 当 1) に帰属させた土地1i'li.J'Hは，久木野村ゐよび色良部序~~-~!~を jjfl じてみると，



¥1¥1 経営および経済関係 (松長)

~t!.イ;，j がJ1止もえきい。ととろで

耐えやI は (H~存riを異にし， f'走行

が前;K-JJ 2 1九強であるが[~L 土地(町)

資本Chlq) 

農業労働註(人)

総産傾(万円)

純摩綴C)j円)

土地(町)

資 本(一万円)

とれに佑介される労j1.)]量は

2.4 1:(.に j主し，産jf(Íに冬、いて

3 1f~ーの/)/-:Iきをとノjとしている。 正:j

森川J公よぴ，!.， !J\村では， :[:地

IMh'í:で若}二日':j :1ti~lllrのみがんき 苦~;r.辛業労働庭 (人)

総rm額(万円)

純産額(万円)
L 、が， ，'，木村は J支卜労(>f)]量が

清子大きく，結産相(土(王 I'rl ， i]

じくなっている。 w場村はと

第 29 :K 

-253 ー

高1苓町色見付 白 7kH 久木野村長陽!、、I

I.U 

17.¥) 

12 己

1<"\. 己

102 

2.5 

178 

1.0 

11.0 

105 

7 , 0 

4.1 

1.0 

20.1 <"¥3.5 

1.0 1, 0 

28.3 

356 2�7 

15.2 

11.3 9.0 

1. 心 2.8 

19.4 

98 

1.6 

1.4 

221 

10.3 22. � 

17.9 

2.5 

2.0 

1.9 

18.8 

121 

1. ~ 

1.1 フ 1
-・》

10.0 

1.0 

12.7 

99 

1.5 

1.2 

3.0 

21. 斗

12占

土地(同了) 2.6 3.8 2.0 4.0 2.9 

資本(万円) 32.1 30.<"¥ 32.8 64.8 47.1 

小計・労働長 (人) 280 
Al らと久イ-::ll f. ト!との'i'ii'， J にあ

総jJF傾Cfj円) 1<"¥.9 

る。色比十I をどのぞけば，資本 純産領(万円) 11.3 

203 320 479 406 

8.5 14.8 25.3 16.7 

5.5 11.2 19.9 12.4 
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f也 iこ iじして小さ L 、ことは-c

Jヲ n'ri h'dJ :久 ~df'村をのぞいては， 11llr 1')，ドであるととから会"られる。資本加も久木野村が炉ば

枕けてんき L 、ほか J土，その 1也のト!の川に大設がなレ。したがって，との数fúでは，民厚相とそ

れほど術後にはむすびつカ込ない。それでも色見付をのぞけば， -1付・]"J).出産制と林::rdt~三'{~11 とは

た小 1，0']川fif立をとる。その労働量は変化的であって，必やしもよい桁似にはならないo

ついで 1 )1 当けについて行ったと I ， i] じ処.flp'を行う。

1:1.-' :の巧之さにもとづL ・て，っき‘の bi~ 10 閲 CL ，M ， N , 0 , P ， Q) を作成した。 !:ミ産制と資

本の関係をノJ~す (L) 1調は n1ij 打ーが神.'-1主な関係にあるのを /J ~している。~;m主:ti と林法γtイ':'J) 関係

(M図)も抗 5 凶 (B) と;王 1;f!， iJ様であって，久木町村の ç~~n. まで注しなくても， .jiJ卜地 1 f1lf 当

。 40 ゲ川会CJ)林 ~l~f'什~.ii:キfH 年した }jが p 良店長注目にも有利な j信特を与えるようである。~~~~資

本と林c~~dt 本，))I:\JIこは CN図) ，それほど街接な関係はない。 しかしj両者が利|たすけて生産'ifri

カリ付加|ーするととが多少う主改;わAl;る。

との 00係は良高産~t~生産相をとっても， 1'l~本 (I'Jにはか ï! J らない。ただし斉産制が入ると O図

のごとく資本と産相の比例性が榊大する。また，林業資本と産額の関係でも，林業資本が急.敢

に産額に影響を主主よぼ、L(30万 ['.J くらいまで)，雨後あまり産額へ作川しな L ‘ (P 図)。員事資本

と林業古木との関係泊込ら二十まえられるととは (Q 図) ，林業資本に比し良市資本が当初J急激に:rr'r)J11

し p 員者資本 40~50 万 {q ，村;:;tfH三 15<25 万['.]の!日jでJ:frJJII率は同じになリ，その後はかえっ
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のととはヰ木~~γfイ< 20 }j 

P1 ，員苦手資本 45 7i 1' 1 内
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造
事
産
額
巧
円

きくなることで、ある。こ

30 40 50 60 70 
林業資本万円 外の場合，両党本の1!i))Jき

(0 ) 
が設も有効となるのでは

な l 'かと三汚えうるずがハ}に

なる。

2. -1量産容:t!対出林F?tイょ

の関係
(0,) 

特殊な傾向を/J~す色は

がl をのぞし、て，山 30 去

により生産両数を求める

10 20 30 40 ，0 印 70

株業資本万円

CPJ 
農畜

産 30

l�! 
20 

方
円 10-
ピ山山

1 
10 勾 30 40 50 60 70 

林業資A 万円

第 10 図

第 30 災

主王手額 農業Q資1 本 林業Q資2 本
P 

(万円) (万円) (万円)

高森町 12.3 17.6 10.5 

白水村 13.3 20.1 11.2 

久木野村 22.7 43.5 65.8 

長 l湯村 15.2 2-.3 14.4 

高森，白水，久木野から
P=1865.5QI-3.U8il Q}・ 7:.:n

おーをとればそうなるかも J:II~ しない。

! 0 20 30 40 50 60 70 と芸nずのごとくである。
林業資本巧円

すな nJちこのJ訪f'ì l :L

:農t邑段主主-7立~'工~'~í号~~-tì氏t イ本判(/ば土 t也:主ミ搾産e約にヌ対才し負の効J県J共Lをノポj式:ずとい

う芸奇奇iJ:ιk妙少な品がlJ同f

ゴ非lド2デ寸寸d?官f1市F:に干杭i白iYl 灼概倒iむ1' 1'，下川1'，仏内'.句、'J な効j県』具L を〉示J式ミす。 とれでは Il \j JJ包に

ならぬが，それにしても，白氷村から久木町

村 r\t~併にj主するまでに林~~~1守本が i足踏制1'('1IJII

に i助くのではな l 'iJりとの疑問をそ!ィタる。な

ゐ 1P当り自殺，久木野，長/;号H-JコIi\/では 11:

常な数f!l'[閣係にあったし，との場合もこの三

3. 農産相対農林資本釘!呉、よぴ労働量の関係

的i森田r ， f土1JJ， J手よぴ久木町の 2 カ村の数字にもとづき，つきの 2 :f:IItが!の生産[多i数七 ;Jミめた。

(1) 段斤官iP 対長業資本 Ql 労働量 Q:l の関係

?二 O.e590Q 111. !G77 Q~IJ ・ 3 Ll U

(2 ) 出産相 P' 対法林資本 Q/ 労 jU'j量 Q~，' J)関係

P' ニ 1.0243Ql 川.:~~'î l Q:::'I).2j~ ， 

との 2 式にもとづき久本野ゐよぴ1' 1 ノk村の段12k よぴ司法林資本量に /iI1'ι した叫f干の p それぞ

れの労働量J)}í'UJl I にともなう:出産如、の変化 1111紘'ý抗 11 図に示した。

rjÍjf~ 1 Jつ当 1) J)叫合も/l iJ樺であるがp と J ，/羽から久木野村と r' jJ]\+N) ごとく資不納に大きい
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721があると， /，;Jト-

し，久本mì十Iの }jが資本のよリたき L 、

効率をと発tj': し， しかも1' 1 ノ'k ，j:.Jーとのをの

主MliJ:+ri当んきいことになる。ま 7こ，

r，hj付それぞれの ~::~t~.::3'よぴ込林資本の

関係にゐいて，労例量の小い川は， l,ïJ 

-労働量のJ立ドに対し， .~林lH~Jヲ }j

ヵ ~.~x~~~青木のみのJiJイト上け一出産相がん

きいが， J立ド労働量が 100 人をとす

と，民主資本のみの生産力のjjがんと

なり，法~~~ifi~ と 1，，']剣山産相をあげる

には， "f .. 山林lt本につねによ ì) 多量JJ}Í

frJê)JがtifffT さ üねばならむことが/J~ さ AL

る (S 図)。

川@は林業元本J).出産存'J1に必よぽす署員

;;計年生 );11 ることである。今久本店付Jの

ず台f イ本~4生ど[，川J山川'i1'，定iι: したよ外iト-三-産 l山|リ山II~占純í:;彼j込比íU:二でで、， イ込込産存街制n 1 i 

2~.7 万 iド川IJ をノポjパとγ-ナrit民12:1:守r.-;'，一Jγ.

i! 11 1:半判純、J』炭ji込iA』tυJ卜r.，二‘~(.iのつ J点I.(;~υJは土 a , b で/)ミ さ AUF荷fla b 
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P 

も

/' 0.2.356 (久水軒)
/' _ Q. 2・ 221 (白ァ1<.)

(Rl / / 
ノ/ノ 戸__ 0.2・ 380 (久木野)

/ ___'- 一一-Q.・ 240 (白川

'JZ/ 

20 

産 15

10 20 100 Q. 宣車50 

P 

25 (Sl 
Q" 43, 5 (久木野 Y

F 〆 -Q\ ， 109， 3l" ) 
-〆'

20 

5
 

産

Q," 20 , 1 
-ーーー-0.1= 31,3 (白オく)

100 200 3∞ ωo 500 600 弘明仇量

第 11 凶

l土林~~~への投ド労働量にあたる。 H様にして距離 c d i 土1' 1 木村での林三た売本 11. 2 Ji Fqに対ず

るJZ ド労ji)j量にあたる。この引合， c d く ab で￡るがた手はない。 今1'1 ;]\十j で林業lt本が

43.5/20.1=2.16 1:';.になったとする。と ALIこ結合される労働量l土当然JI':r }J II するから， -13: 1:1~資本

31. 3 万 IIJ \/:'1111 棋は 20.1+ 11.2 x2. 6=44.3 万flJ となり，その場合!土林業労 f1'h量の }r} }J ll分だけ

(i )jへ移行「るは一介である。つぎに J'.IJ)\ ，j:.J の民主資本 20.1 hllJが 2.16 1:;.せらÜ，久木野村

のそれに介致したとする。 t主主党 1';'í却が等しL 、から，労{引の{丘J立にともなう一段産'ítl1の変化!主，

久本野中、! のそれと/l ïJ存n となろう。ととろでとの場介， !j:+1:資本は 43.5十24.2 ニ 67.7 ノi川とな

�) ，品業資本のみの fllJ秘から相当はなれて屯るであるう。 しかしてとの耐訟と， それより卜.

1~r:!)を走るとユ与えられる良林資本 109.3 万円の rlfJ r)íl との差が，ひっきょう林業資本の全 109.3-

67.7=41. 6 万円が珪産相にたよぼ、す影響というととになるつ

しかし，との詑IiJJの f [:ノUi二は liU題をふくんでいる。したがって，さらに刷乃観，1，'5.から弐Jì E 

.rJ'1で，同一!日l題を考えてみよう。

なた，以上のほか， -Q~~ミ 1 戸当，)の場合と H様i二 ， -Jd南産額対農林生産要素量などの場介に

つき分析すべきであるが，特記すべきも乃がないから省111存 j一る。
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出 7K 1、、j

久木野村

長陽 1 、j

林業試験場研究報;甘第 69 号

第 31 表

燥すj:!j:.j，手傾林業資本傾農者労働i歪

E. 呉市生産相対，n;~ミ資本ゐよび、i主系労 f1f)j

市 31 j三で1良市資本街lをと一定 (1 ， 000刀1':1)

とした場合J) ， 生産存fし労働量と林業資本初

を/j'，す。 ー l二記 D J) 3. iこ応やるには良子t~t

産相を JI)(. け 1 ，.げた}jがよじ較卜ー安当だが， とこ

では也市生産加を JIえり 1'，げた。との去から p

P Ql Q2 

100 339 974 

390 1, 016 739 

355 305 822 

資本存11をーだとし， 生産相は林業資本と住者労働量J)Î[j(i数と考えて， 関係式を ;Jとめると P っ

5. 6325Ql".1l1 Q20 • 5おとなる。と J)j\で労働I量 Q2 を久木町村の 739 人とした11/)合， Ql ニ 339

万1'1 (1 '(ノ'J<+n だと P=343 万円であり， Ql ニ 1 ， 016 万 fi1 (久木町中、J)だと P=387 万1'1 とな

る。したがって，久木町村なみの II;J ・労働量を投じた場合，林業資本J)X: 1016-339=677 刀

fiJが 387-313 二 44 万円の産相主を生じているとととなる。との千均fli'[J) 'iiIJ{j-tごと材、主主資本制

ゴ:r万 ILJが 6.5%，すなわち 6501'JJ")生産制定を生じているとととなる。

F. í注r 有析î'Jのヲ涼申がIiι1

イ木(f，押計キ:その 1他血Jの)[日一]ぽ烈然!~Jの") :災足;守f芹?に対j抗l立tするには 2 つJの万サj注主がある。

1) n然に 1!lri応しP できるだけ 11然)J を IIJ~ 、るととにより P 災:存をf:'Q，f:11 する o W1~Æヰ;の古j[~.j !illi

hl(は f~f~ょと j しに当る。

2) n X!if亡民.J/cして地誌を行い， mt反(I"J に防災;j1:1，'世をとる<> {;争防 uJr ， 取:ユ){， t'佐;-~.:工事など

はこ jしである。

l泊 xーのj主をゾ己全にとるとしても，ぶ古からr.~，liか繰返された災~tfの :Ji{帥 lこ)!~{，らして，とれを

十今に防止するととはできぬであろう。また， f走行のj主をとるとしても. !IJ l 、うる技術むよび

資本の現段階からして p 土壌の)jl主什/"1:だけをrJ íjもEとしても，強んな仁l然の変化の圧力にと、れだ

け.J'JW: しうるか，つねに疑11\1が安全るであろう。

それで、もわれわれは，関係地域にゐL 、てうι1f:する f l:l O、ために，そのときどきの水守そJ、他

の V~待をできるだけ軽度にとどむべくうf力を裂しよう。そのために 1 1] l 、られる }j法 I:l:，資本と

労働とが有限である以 1'" できるだけ効県(I"Jなものが選ばjしなければならない。との場合本fIJi'

究では，ー|二記 2) の ;J首位の /IU!起を一応行き，森林の発tjl(すべき効~~を，林業資本の量の I1三で迫究

してみた。ます下水害時の防災効果，ゐよび水害後の経済の快f互に関し資本額のえきい村が，さ

らに林業資本額の大きい村が，有利であるととをのべ， ついで千時森林がp そのもつ林業生

産は別として，他産業ととに農業に対して，どのような効果をたよ tま、してレるかを続索してみ

た。後1<'の分析はJlj り J及う数字に比較'/4[:をもたせるため，畳家 1 戸当り 4ゐ甘よび

換主算[したものを主として)パ川!けjれしい、ヴ7たこ O 分，析4析庁の方法も三ま~;;だJ単沌でありi) , またその方法の如イや何fi可1司引~Iに亡よ tりし〕入, 

異なれる結よ県i民Lを生じたが，一応整理するとつぎのどとくである。

(1) 林業資本とその他の資本とがp それぞれ独立して諸産業む純産制に芭帝京的に働くと L 、
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う似'ょのもとに計3;~1ーすると，林主資本はその林産相以外にも生産相J1守)J II に f'!ó IIJ してし‘る村民と

なる場イヤがある (1'1 ノkや!と久木町村)。

( 2 ) 資本'何ことに林主資本相の大きい久木町斗jでは，ノじたをうけても資本ゐよぴ所刊の快

復が辿やかであるが，そうでな L 、 1 '1/川、j はむそい。こハことは純問・11J~容と純i平行III率J) :jft移から

主11 られる。

(3) 村;:t資本ゐよびその他の.JiJ'，Z-!t本が，それぞれ数 ι して， ;K併に J: る f攻守率にι糾(I"J

に fHJすると ihCょした1~/)イト，久木野村と内;J\ト!との関係からだけでは，一般資本は被:ム:を将:r)JII 

する方 I，'，JIこ同くが，林業資本は被符をi自主少するれの作川を示した。

(4) '~当主主nと込:~~-i:クけ三必上ぴ労 j{i]J量の川では勿論のとと，色比，j:.jをのぞき民産相と林:~~t~ -tt

本たよて)ご労倒量の 11 \1 1こも，ある限度の関係のあるととがうかがわれる。簡単に!主産相と林業資

本だけの関係をみると，林7ミ資本がある限度の知(1戸当 i) 20~30 万1'，]， 1 [l IJ 当り 15~25

万PD IC ;Ì主するまでは， .GJ:産相の L 、ちじるしい命日11 と関係するが，その待JH: 也すと漸:p，':r ítiill~ J I 二

転やる。

( 5 ) 当然のことながら， [，ト-労働量と結介する場合，役立さ資本の }Jが林業資本よりはるか

に出産相をと高める。ところで民::\'~資本および材;:1dfイ￡が出産客員に j~f.p]Jずる似'どのもとで}s'える

と(民家 1 戸当 iん労働量一定)耐j資本のi七カ~ 64 : 36 の場合，もっとも !14産存l!を哨)J11 させる。

( 6) 1' 1 木村段íWfの資本州 iiiで・(初地 1 [l IJ 当 1)) H1ミ資本が府力11すると，かえって岱産相は

減少する IIJ能'1"[，がつ上 L 、が，久 ιイ\Jlf十j段陪だと林業資本は法産制の士i刊'Ji 1 にH'}Jいてし、るも])の=

とくである。ただし，とれは( 4 )の給取と相反する。

(7 ) 良市資本側を一定とした喝合，長者生産存J1 と iti所生産労働たよび林業百本の関係をみ

ると，ととむは 1' 1 水十!と久木野村の林業ずH，;1!Jîの設が，あきらかに良市生産相の主に作)IJ し，

材~~~資本の大きいととが生淳一存íiの榊加をもたらして v ， る。

以上のほか，才i~j二の給処らしいものも得たが行111汗する。また，シHlrの右法 I1休も，一応の休

系を子jとしたのに 11: まり，さらに十分)IJ I..、るに足るも Jヲとするためには，ノ'Ht:十分な検討を必~'.

としよう o ;J主将による }Î}げリの変化が経済に及ぽす影特もなゐ迫究する必裂がある。

さらに i込者生産相(7)を Jf)(， ì) 披う勾合， . ./1うべき[l ij足立がある。林地と ~Jl~I ;tJl'\を泊して，

牧野と農地は肥料を通して，協同財または補完財たる性質をもっつととろで林地と牧野は村iJJ:

に競争財たる性fTがつよい。この 2 珪類の土j也は，一民地に対し需要にi;'1.. 'て劣等財であ h 過

去にたいて民家人 !!J)圧力ゐよび量産物価格の騰貴が，長地への代替を促進し，それとともに

当地方では p 民地との協同度の高い牧野が，林i也を能蝕した。畜産額l土林土llii"'\ l...ては，林業資

本の犠牲にたいて榊加l してきている。したがって， _I:記の計算で1主，林業資本6二プラスの効れ

があらわれたが，つねにそうだとは必十しもいえない。
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w 牧野と森林

1. 牧野をめぐる治水上の問題点

当地 )jの ~('í命ともいうべき u然J'J!出条 j!jーをど克服するーI-_i二 ， ifì ノ]\ ~j \::~~~を必とすととが必要であ

tんかっその{H.J~が材~:~jr(t 本のJ\'Ì)JII などの月三で f tíhh.るよ品合， '也 )j経íJï:とくに民主に対し，付 l

当の効県がltlH与さ J しうる "f能性のあるととを述べてきた。

しかるに現実の地 jj経済!土， \，、わばこれと反対の jjl:"] を辿るがごとくにみえる。 11:AI ::I:地夫

){依う~~~i'，j，によ i) ， -'1'-il.f:l:民主主上び昨季1~のft到を粍手11 し， ;J: tこ午;ィ iJ'J lú]{f{. をう}n~ (i ")I= ， したカ:

って 1効出(1りに [HLrl: しえたと }~U)4 l る。;{，i-f 人 11 カ，J\守力 11 し， -J:WJfll , 火入などにより森林が減少す

ユ日立附でも，当事1)はまだ相当の森林f)~従をのとし， したがって過去に波ー多のノk件の:'j i:例iはある

が， ;i'iイ|ミ(王どの制度必よび ;;i~悦のものはなかったの Fはないかと行Jえられる。 さらに YIÎi'政時代

にふ、いて p 仁ifiJコ災計に対する快HL))がより低かっただけに，令官iì: もノに守対策には十シト関心を

もち ì介点、j\:1: ， JJ\.~守防1Jl1if，j，の五H;+!i:1こも的傾向りであ~) , また4・ .1'/存|お 1 ，;]1+:1 主 p 川掘リ，防;J\の糊

っくり p などの:rjr;1~を行，<j\:(I'.)に ftったのである。 しかし，近年人 11 の Ji'tJJII と究明子経済の1x迭と

J主，村 j存10の [tt， H:亡ば挽を 11~ ドさせ， また~l己から白 111 な労l1')jJヲ-;'i';'11tをうばい，防水 }J をいちじ

るしく 11~ ドさせてきたとみら AL. る。 すなわち， 人 11 Jl'Ì加の圧力が迩イ1'-っくりだしてや支な\，. "、

為rll"JJ~:!境が， JJ\.守を拡えする }j"í] に作川しているのをみJ)がせない。

j日1'.Jì /l<併は，経済 'I:.i'斤が {;I~壊し舵材ならしめ亡きた白然に対する羽目立)J i乞，マ~f0にむしゃ

ぶって制発している。 fHtWl'.jlここの 11 然変引を安定化し，生産化するJi:J)) J はまだでできて L ・な

い。 1 1 ?'{iの安定化と生時化は 11 :~(iへのす什~J立ドの問題である。 しかし， J立すfは .tJjJjが担率 iこ 1/iU最!.)

される。 n r.!~条1'[:が不良なら p そ J しだけに，治Ulìfì ノ'l<~ir'.:v~の効率は， j也I也 }jl こょとし， よ i) fl�: \，、

と汚えら Alる。 íUふ その ì: 没t.:;'fl; ぅf 生しめる '~l~l主，[i持J!t[:_産に従 'Jfするのみで，公、収がな

く資本の端的も生じにくく p 防災にまで子がのびない。 ょうやく 1'[能な紅会(1'-j:Ji UC としては，

["[らの危険分散のため， I二l 川 1Vj'J ;:に住竹をのとし，経営刈偵をと℃、きるだけ紡Fレさせ十，かっこ

AL生 J数下:にけち， またー 1)"liI.と鮒 J しうる京市の JI予で1'llr荒資産をキ:jH 与し p 多少とも/1 11 J)，に当って被

Eたをì"~やるため， 三ミに例りをもうけるくら L 、が闘の山なのである。 従前川波えに/1 '1役したHT習

も， lt幣経済にi阜v. かけられる現状では， とれを公共事業に委ね， それも '(j;_酬がなくては就労

せや，従来からの夫役には当面jl喫緊の干Ij水川氷の問題で、もなくては応じない， と L 、う 11三 i 二カ寸〉

/)てきてし、る。

その-土7 ，前主主に述べたように p 災f，!il土移しい資本減少をもたらし，詩的J) -;'i>i[をさらにう

ばう。また二;然災害のたびにタあるいは景気変動に対する抵抗力が乏し\， .ために，析rlll さ，( l るノj 、

民 ii ì'ó:::t , -_.部!土 II~稼ぎなどの人 11移動により淘汰されるほかは，'[11:裂民{[íí] 1こ;ぅf生しながら，自然

変動の liJJ隙をぬって， 少しでも生J斤I引"f を~J邸宅生しようと努力する。その過杭にゐ L 、て，やむを
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えやvii千?ノ')(，r;:j也の復旧， P{生産化を刊当しp さらに iili放牧を促進し， ，'，r.i;へ「抵抗 }J を --h千 111 1;;

!1せならしめ ， --)J森林i1!}Jl(反対への強力な防波堤となる。かくて玖!滋済段附に主， l 、て，過剰人 11

V)圧泊による nlll なき 1-1山手 IJ 川が，さなきだに災;;?持nl_i J)?'~j\. 、当地jJJ) ノ]'(;~~を ]]11榊ずる }J ，，~j に，

結県として倒L 、ていろのである。この主主j町環を絶たねば， ;J(，存地経済Jì'iz':ど復興ーはちてまれまい。

とこで、もう ー!主久本町十!と "1 ノ'l\_，j:.pコ関係を:包包しよう。一j-l也ft'JÎfJ'tに対する人 1 1\与度は fl~ く，

したがって戸数当リにし二，よけ多制の資本を装備し， 'J~t~fì産主の生産 }J も市(，経済生川はよ

り安定し~む芹に対しでも悦佼)Jの強い久木貯村， ':JlJI.n"ﾎ fJ'é当りとしてより多量の人 11 を扶持

しているがp 資本装仙iこ乏しく， したがうて労働生産 )J も侃c よけひ< l'!生i円;)\;'1"，に ì[-ん

じ p 資本部 fJ'éJj -;í，;mが小さく， :1-ぷi下ゃ ;;t気変動への羽目j'L}Jの fl~~ ‘，'， ;J，\村。

したがって，こ Jì~\~;~何災存地たる，'， ;J，\村にときうべくんぱ， ~fHII if� ;j，資本一一公共投資とな

ろうが一一ーことに民主にも Q[-!;0~!í.~1ーがあるとみられる森林をさらに導入し， J7 千二なリとも J:fi材|二

rl二 ， i')j水，手IJ ノkの効県を挙げうれば，村経済にとっても，さらに広大た Fì在坊の涯済l亡対しで

も，はなはだしく千日IJであるのは， ~、うをまたない。サ礼、にして， :1:1ルtFl!:などの方面戸支の必， .'I_t~

な地帯に公イi士山の多いととは，このlIY能性を]1;手;:ずるやにみえる。

しかし，との上うな 'HÚi;f1:.の導入が，公!日投資によ i) I!f能であるとしても，その実行iこは村経

済の Il!JJカミら，少なくとも村Nの lí肘14木市を現(，)，'J._I:I こ f~~-F させな L 、こと，と L 、ぅ条f1[:が附]]，!さ

ALるであろう。との，以が川!起である。

ノ'J'\ !，~:I(jj 11:対策として， ì・1~-~勺";[;I"J から森林i1h支を L44求する J~/)介，そJヲ ，'0也を牧町;(1京刊也!!日出?

を合む)に求めるとととなろう。しかるにとの牧野は，従来地 jJ民主たよこ;'\市産業と緊併に幸町

びつき，維持されてきたものである。従来も，とくに公有地にむける森林治以ーについては，反

対の声がつよく， -.1~!)の行行法材、や県fJill-林をのぞ L 、ては，牧野のTJ'JiWを強)J に市II;~ 年ずる方Iり

がとら J してきた。

今/'I!nI:;)\.引に;止泊して，牧町を凡出し，とれに:t'f- t二Jì森村、ないし樹木 C cì:として IJlll):;悩Jペー〉

fK!交付)を叫〔入せんとする心;見があるつしかし一方， j.:.然の災;キにさらされた n らの土地経fJ干

の杭命をあきらめ，牧盟fを現状に，百それだからとそ当f(JjJì乏しし、経済の要求から，牧野を拡

んする )jl(，j にゐいて靴作しようとする声も一杯強い。さらに森林はそれが31kJえされたl肢にまJ' l 、

ては，一部の林主主r よびそのど配に従う賃労働 fí-以外(TJ ， 一ー般地方Iぐの生Ùíîから，かけ離れた

存在となる可能'1"[:が大きいとするつとれば，過去に之・いて，行行むよぴ県行迂;林地のために牧

野面積を柘首成された地右目の声で、あった。牧ill} とそ l土，師連のごとくその直接の収益は大きく

ないとしても，古来地方古代全休のいわば生命主~j~で、あったので、ある。市産業を絹粁としてf:日t

はその生産)J を高め，民家は収入を増加IL，かつ災守からようやく立上。えたのである。

とのような地d市で，砂防~~11mfは 1Jl 、えても， JJ~ して森林の持7成ができょうか。

とのような経済椛~ーでは，林業部1 ' ]t!けの問題として， Jfrらしく森林造成ーをはかるのには剥!
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当の|付郊を結果する。~~H:，kì1iI&:の 1fì 山 1fìノ'J(の聞からの必蛇1"[はよ 11 1.1伴しえても，民代には1tí1'tと

して現実iこ p 数十百IIIJJ)牧盟rの利川を欠う苦痛の方がよほど切実なのである。萩材、の国家資本

としての意義を主張できる国有林なら，実行もできょう。しかし，それは久木野村の 46511lf を

のぞいては，過去の少である。五たとえ固有地が大尚ih'tに;({-していても，現在の経済構治を Jfl~

視して，林木だけを主張するのは同期であろう。事実は -llí ， '.I'.久木野村では，国有牧貯の残余

分をと，さらに地元へ払下げてし、る。いわんや，地方経済の慣行の "1に生活してきた仕の{i!;決イf

牧町，現公有牧野で/:t ，それf'I休として森林浩成の動力は到民:~I:. じえない。夜，土I!!.J;Jコ-f)也程

済を反映した特ii!k的な公イJ地のあり方として挙げられるのは p 相当 II'J Î杭の保安林の実況が長ら

く IJ;[illF として放置さiしているととである。

したがって P 当地 J;て・の ，ý:Jï-たな森林浩成ーは，そ~Li 王どi/ti単な川区ではない。 しかし検討の幸山

県は，案外不可能な川l也也

f併1何引午引j決たさ jれLる。 最近私千冶n咋弔 f_'，'r.Jり土地肱のi也i主!5i材林、が3幻訓!リj合すすんでで、いる。 また， 公有地に未利JIJ Jコゴ';1''Îf地があ

るなら，その古林は，，[能であろう。検討を裂する点である。ついで社会慣習として牧野両杭を

1 ，'ilÆ し，森林を雄っているが，当地};の経済発展の J;r(，]を?t-観的にみる場合p との森林込吠が

JI正 1) .J二げうるかも知れない。このよ1が第ご.の問題点で、ある。との」必介も，後述するがごとく，

林-ll~ と斉産業を比較して，いj;れが地f l~iJ q';îl 、かF というようなぷ朴な解釈の仕方で‘は，決し

て川題の木氏 iこ迫。;えない。ある L 、はまた，数十年の将来に肥料11が榊力/1するからとて短期](I"jな

資本の効率を忘h，結月Lに必いて/1'，稼を促進し，農民の LUI:経済の必礎を危うくし，t{労働の

析11 11 に目を蔽う空論では，それだけに経るであろう。

川題は森林士吉吹が地方J止の経済の可能な発展方向の rl' に人リ込んで、 F これに L 寸通なる影響を

与えるかにある。よ ì) IíLJ'k fl'，jに L 、うなら，斉産業を合む班点の品業の漸匙的目立的民間を二I1272、

しながら，その展開を DLìitする芯:11-1ζに沿いて， 森林が， 市H，.:\I~がより大きな規悦で入りうる

か，どうかで・ある。 もし入りうるならばp との新ーらしい林立資本J土，地 f;産業の発j主に対する

nr肢の度によりその1礼悦がÆまるであろう。

lì;(f交に切札がある。経済生日の 11 1 に水守をとり入れて，森林51t J々の効県を ì!!lj~するととがこれ

である。森林活成が ， JJ, fl? ,;-;;; f'~地の停滞(1'0な経茨生f斤の打íiI~， ~h'丹水準の rr'iL!土居怖の士lf加にど

のl"M主主I献ーしうるものだろうか。との点が切;f'Lであるとともに，つねに!日j題の/1 11発点であった。

そのl'~，度が高ければ，若干の牧野を犠牲に1)[:ーして，森林造成をはかるととも，政策として存認

されるかもしれない。その貢献の度は，J't川の全流域をj正I じでは，相当の紅白に注するかも尖"

れない。その!支イ?をはかる方?去の -diiljは üíjJ;"~1このべた。

しかし，とれら l乃諸問題をイ'，;íiJf究で、十分な限度に究明することは 1:.f;]!W である。ととでは，と

れらの川也点だけを指摘し，行論は三|三阪に，当地 j;にむける牧野の必安'1"1" からはじめる。な

ゐ本研究では，牧町を中心として{iJf)'f:をすすめてゆくが，その場介も I I!-\j~はつねi二畜産業，
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12159 さらには封地 }jの経済構活全般に関係しているのを忘るべきでない。

2. 牧野の必要性

牧野の利 I) J}jjLi主，これに対する家T4?の利川の fl:}jいかんにより規定されてくる。末手干の利

/i J法には， 1) .l:fl:f:凶 IJ巴 ~I:-産による $)1 地地)JJ涼jl;.j' !ij ，'j 1:のために， 2) 一農業J;必要とする諸作業へ

の 1主役のために， 3) 字L または輯，駒の生産HlZ売のために，などが区別されよう。

当地方のうキf i07_ ~;I}~ではとの糞荷役斉などとしての次元幹の利I)J}j法が紡介されている。

1 )糞市として

一般に1I1 11 h'tH ノk 川土佐;!?ゐ上ぴ -cE作湿 I11地，市では， D1 JJnとその他からの行機物生産むよびレ

ンヂなどの事作緑肥があるから，刺作地外からの有機物をとる必要は少ない。しかし ， iJHlt校む

よび山地帯の 'k/l l作では， rJj:J也外から有機物がrllìヰ介されねは映ならな L も」と L 、 lJA L;る。当地方の耕

地もその;国リである。ととに二l:J;;lが火山火そのもので， :"í~ < JJ巴料分に欠けて，その桜j[ffJ辿!立が

大きしかっ IIX:i:l ，j践にさらさjしている関係ー iジ也 htn粍のえきし， 'kl!i:!也が， 耕地総同{杭の 70.%

，i!I::くをしめている。また， Llr奇リには肥料公J)IJltiJ1ûする;令部+1111 も少なくない。したがって，初よ也生

産力を対I;時I古]卜.するには，斜地iこ↑存ずる11'2平地1);( !H f必要するとととなしそれも IJ巴効成分を高

める糞若干の埠入が必裂な万I~J となる。 1*/I lfí:だけでは全然食えな L 、」という民家の戸も，その耕

地と労働の)jLB~ ， ;j:~、よび資イ￡の内容を与えればもっともである。今手'}IJ也からの Í;州三の有機物生

産量と，施川をう泌する 1ft肥量とを対照すると，指 32 d之のごとくである。

第 32 .夫から，よ'}I地に対す

る堆肥の需給関係むよぴ不足

量が知られる。との不足量は

和十土也外からまかなわALるほか

はなししかもその量が著し

く大きし、ところから，広 o:fif!'t

D採草地の必li4が当然のとと

となり，葉市が-，~\求される。

2) 1立北i として

一 1:地~lj韮力の低L 咋/ì !-t~，労

働集約度もひくくなるから，

第 32 表

村IÞ也凶積 有機物生産量 堆n['!施用量 産額引

総額 1町当総額 111可当 不足
(町) (万貰) (貫) (万貫) (貰) (方貫)

高深町 463 40 660 103 2 , 220 63 

色見村 680 39 570 150 2 ,200 111 

白 7k N 1, 544 181 1, 170 450 2 , 910 269 

久木野村 701 123 1, 750 263 3 ,750 140 

長陽村 735 80 1, 220 229 3 , 120 149 

計- 4 , 123 463 1, 120 1, 195 2 , 900 732 

備考: 1) 収是単位当りの気乾i兎科生産量(土水稲 1 石=75メ， 陸filll
石 =70〆，大麦 1 石ニ 50〆，小麦 1 石二45メ， 大豆 1 石二

50/，甘藷馬鈴薯 100〆 =25〆として算出した。
2 )堆肥施用標準(士買当水稲 400/，陸稲 300メ， ヨ三濁宝~ 250 

メ，貫類 180〆，その他 120〆としたぐ

法王径営のこと地視悦は大き L 、のを千{手Ijとし，地力の己士主と m まって役斉が導入される。

経営土地規悦， 1 戸 -'1'-l~J労働1'í-数は， ¥. .i" ~L も 1也Jヲ地 jjに比しでたきしまた 1 戸当リ fU17

f.U支 rr数も大き L ーのはな~ 33 Þ:. より、11 られる。

この去から，土地生産 }Jが11~\. 、ため畑作地がえき\. 'と p 色見村のごとく長家 1 戸当りの j引先

も， f芝斉の使役Ii数もんきくなることが知られる。
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240 3.1 

9C コ 1.7

5ヲ2 1.9 

556 1.6 

2 , 617 1.9 

第 :34 炎

主 .6

4.0 

3.7 

3.3 

3.4 

3.5 

Up.{、1. J]円)

l 農業斉藤ー林業
部門部門その他

高予言!lìT

色見付

白 lk 1:、I

夕、オミ肝'H、l
長防本、I

-;.-r. 

2 , 591 

2 , 155 

11 , 9:::0 

10 ， 6己3

5 , 988 

1, 165 

1, 075 

2 , 320 

1, 763 

1, 135 

760 4 , 516 

629 3 , 859 

593 14 , 833 

1, 000 13 , 396 

1, 015 8 , 138 

3 , 997 44 , 742 

林業収入その他(主， 林業と製tR業だけーな挙げた。
したがって，その他の賃fj~収入は含まないわ

ら3 ， 287 7 , 458 

乙2 付とも者力を f吏川している農家戸数は90%を

越え，とれを使J/J しなし、古家は 1 11I f:1-::1荷の規

模に5~6%イt-する状態で、ある。本j十転などの農

作~lt~ゃJf:IiZその他山出版だけでも，役=ff-r利JJJ

は必引となる。とのため古来午同のあiJ養が多

く，版， ffj羊などの持者千は余り入らなかった。

3) 販売月!として

二/:1也生産力 Jヲ 11~\' 、ととは，経常二L地規模が

大きくても，実γ["1' 1りには小さいと同じととで

あしまたその古!日下に線済FI"Jな労働量も多く

6

l

A

ｭ

F
0
4
A

勺
υ

34 

39 

は事11;イヤされない。 したがって，とくに制作地

都では p 農業白休J)� r: ,', {1:::産化率はひくくな

り， 1't何千収入のもIlブtiiJ;[ としての 144産収入が主

裂な立味をもってくる。昭和 27 年度に会け

る松.12f交の生産台111 "j)j Ij 1Y fiì~収入実íiは前 34 ::l三のごとくであった。

第 34 ::l<から，総;制の約 17，0/0は市産収入であり，さらに r./I/作t凶作だとそれが 28% にも注

するととが知ら 41 る。

また，とくにノj、規品世家にとっては，'1 二j心は L 、わぱnjlfーの処分可能川112者資産で、ある。農村不

況またはイ~II寺の貨幣th~~必の大切な五5，(ん;(である。したがって，労{ifo1);jJの許すかぎり， また飼料

のつづくかぎリ p できるだけ:):l刊日しp 対1付与しようと切める。飼料0) I~I給率は粗飼料も濃厚飼料

もともに 100% でるる。しかして当地 )jでは， 後述Wr卒の項ゐよぴíinj:j;'1 の需給よ 1) -):11 られる

ごとく，すでに与r. <から p かなりの部分がそのお止対lJ) 1t包手11点 l乙到it しているのである。

現 6:当地 }jーの斉産業 lこ必要なひ;量ならびに議秤量と，牧野草生量ならびに生産i;~l'，t量を対比

すれば第 35 夫のごとくである。

前 35 去に上 lLぱ，地域全休として p 粗íîril'l<'fJ)需給はアンバランスと L 、うが;県になるむしか

し， 幸L 、葺;j:'，\の生産量が需要量をJ二まわっているとと， しかして菜料 1 メの粗蛋自民は生 II

1. 5 〆 lこ当るとと，ゐよび第 35 去のほかに，とくに白!l\，長問などのk川Jll1. ~?!7:では，年間所要

~.I.:~lr/c量の 2 ;fiiJ内外が畦昨平などにより制定しうるとと，むよぴ放4'>(後さらにl吃~lil(:.t12平を 1Ï うと

とがp 漸く現{i:の頭数の五1[';) 与を rlf加ならしめていると考えられる。なゐ，色~c!.村の Cときは 3 一

応、~h!i}主任のバランスがとれているようであるが，五五枠量の不足むよぴ奥地の険阿l崩壊地帯の生Ff'c
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を高 35 まえ

H瑚l成L丸火T百kki一午数馬 1fT s変 よJミ 正予 j/虫 コマく 足

:ι:子草百-J母) 噴科量 汁 牧野草!を薬(Y1i44i差註) 
生産量 )i[r要最

(問) (万貫 (万貰) (万貰) Cfj貰) (万 ['0 (方首)

「笥Ff- fl� 635 191 32 223 ISS 34 192 31 

色見村 859 258 43 201 コョ。 主t 323 + 22 

白水トl 2 ,009 603 100 103 329 l ぺ 7 176 - 227 

久木野村 1, 198 JtO 60 1,20 17.j 10ヲ 5,,3 + 163 

長|均十、f 1, 231 己70 62 432 む03 73 376 - 56 

計- 5 , 932 2 , 022 297 2 , 319 1, 500 390 1, 950 369 

備考: 1fT変生班長(土 1 頭当り放牧期Ulj 70 円 900 〆，夏期行子JÍ，;J!窃r，.l j 70 日 600 〆，冬期待目liJ期iiil

220 日1. 500 〆(乾草 500 〆)合計・ 3 ， 000 〆とし， )好空2.藁梓 !fi は 500 メとする。冬期保草

日(主山m;'\iiなどにj七L.ぞり iIiーが少ないn

が， '.m附のため， JjUJt;にはなっても íM料とならな L ゆムら，き}/，めて m-;中日は前1111で，，~うる。

すなわち一|二Jーから， ・>~広んな牧!tlf'I!j['Hf'を倒)J利川してMf;4'!J' されてし、る市産業の抗JfIiな現況

が， .jf[;1J! IJ される。供給量にようやく会栴のかするのは久本町村だけである。もとよ1) ，供給量

のイJ込じている 111 r1・.Jでも，けLよ也1島市には不仰なため ， MA'<:にも 1~-21IfC'こも利川の H，!~y';jf' な f)也 n'JÎUt

の残っているととは否定されない。，'，木村や色見本lではそうである。しかし，それだけに班点

利JiJqlの 1f2~rr!r(J也や牧野 rt'IÎfi(J)*，ff付与を tVi， }J *~1~するとととなる。

な会，現 (1:11裂などの益者は/!;、ないが，ナスその他の同芸作物がふえれば，残i'存がその土竹内向に

JjJ l 、ら h 上う。

4) 附h~~~Jリ出家と牧町利川との閥係

当地 jjでの牧肝J2 ぐUW市fH 年ハ必't~'I~I:はすでに;主ぺた。ついで，そのうち公千H'<: !Hj.の必世I"I:に

っきず汁二ふれてた乙う。

当地}jーでは， 総;123ミ戸数1]1 ， i宋 1，'UilL , bx 4''<:ll~ を Jî!i'{jずる民家数は ・般にゆな L 、。 別 J火毛拘丸抗rno ヨ夫ミ

iにこと iれL をノ示j式ミす (乙心ω， 11問!

去 fた4色 LはLυ1本恥付付.叫イ寸、'J'企Jの〉以欣e牧ム池也山lは主， 公イ行jJ地也Jの】 fJ使》主E川~1状i犬~1わ山}兄4 を J示}武EずものとみらiれL るカか通ら， (1 J� 3111f) これを

行いて勾うべきである。それにしても，色比十jはもっとも所有民家戸数が多 l' (240 JII]I 210 

!寸)。 しかし， 附ほか化のすすんで‘いる1' 1水村や向指!日j では， lÍJj'千ffミ京戸数は総民家戸数の

30% 内外にすぎす乙 さらに久本野村でi五， 1 í与IJ強 iこ下っている(久木町・*'，)で、所有者ー去よび凶i

mが少ないDは， 一方公有牧野が多いととも関係する )0 Jm うるに， 経営耕地規模日Ijにみる

と p 上見justがえとなるにつれ 1 戸当リ "1王立j両誌が大きくなるととが}:II られる。

このようなJjf.'I'I\l'から.現存公千fi*\'rン也の意義がう{"J えら ~Lる。とにかく現ヂí:1主平氾を所イ{しない

農家でも， .'-1"民生飼養しうるのは公行持草地が3うるからである。小面詰ーの生産 }Jの低い土地し

かもたない主制iI農家でも，生{{-しうるのは， flM入所有i也をはなれた家南の生産力に依存しうる

からである。 ~ljdHÇ 11 夫(耕地経営四位別J]二民飼養農家数)にもみられると去り，制弛 1111 1'



-264- 材業試検場研究報行第 69 号

未満の出家のIj l にも '1叫乞 p"j持する戸数~ーその数は資本不足のためゆないが」ーのるるの

は，とのととを示している。とれらの~'~，ミはその本市111m偵のため p 必然(1'.) に，/'JI 地タトに1M料を求

める。 しかしてその労働量の豊?可なととろから作物~Á.E正量も大きくなる llJ能'1"1:がある。 しか

し， I!fJ題なのは，経営別肢が大となるにつ~ L, flliJ益出家Jî数もそのíM長引数も幸子しく大きくな

るととである。すなわち， -)、'~f!.~がたとなるほどtft本存!ifliがすすみ，そtLil: ， :1 :1出をはな~Lた支

社ií，，，J定量士iり11の }I~で土??制されてし、るととが)，11 られる。公千jJ也での 1 Jî 当り íM長]111数が ;iJ'IJIU~ さ AL

ねかぎにとのiúiからの肝'fJ持分化を1l1111:するととはできな l.。しかも，経営-);l{.肢の拡んに糞市

としてのj]J1数ば村!応やるものだから，との1lilJ限も[14要fIなのである。との点に社会政策上川町題

カtのとる。

3. 畜産および牧野管理の泊草

|町川リ則J~治η 2加6/'年iドtω以、降干件仰宇引|川川町lリ町町!りげ川]'川牛1牛十判{中十利村、叫j寸、JれJiににこご-守裕#i序産-卒斜利机1I礼L{合下 カが:涼苅引幸私判i，'JJ

が行われP 牧!J!f'n'l iT:it!主拡んされ， 144i産業発展のよ~liJt!ができた。明治 33 ~I:.阿蘇虫学校が設立さ

れたがp その二代日校長のとき従来の阿蘇 '1二(見工!っと平111品j 午との;Jtt<li:によリ，現在の淡赤色

Jコ [\"J蘇牛ができたという。と J しら商産中I I.{干の ~!ìíJí;fí は， 1 ) 111iJ*判士 '(1手(佐平;~'JI'ð裂の改ln , 2) 1M 

料作物の栽土庁改苫ー(牧 t;tの栽土庁奨励と iiii t'MifIの手1j1JJ)， 3 )牧野の整旦11 (-1宗4Z放4土地区分，牧野

荒廃防IL 1!: ，I. !J iiJ1数に応じてのr~í'イj石川1iIのMH!J'，放牧l射止世，牧場材、:造成，林rr\J放牧たよび'1命

挽1改:牧の奨励，国Fr'，'[改良， .itð立大人の実施)などにあった。この "1 には現{l: も Jfx. 1) 上げる必要

のある引11が少なくない。ずで、に当時から 1 戸 3 ~4.mi所有住友が多数千fーしていた。またとの

ころ，谷1 1 1]'村でそれまで、の.tl~[)i在千j.t也をやj 千fに移 jj される )j策がとられたのは， Wu主のごとくで

ある。また，久本野村のごときは，大 lE5 年公イf林施主主を編成し，牧町改良と探十I{(栽による

締役林浩成を計画している。

大 11: 6 /'1ミの LI :.I.!Jíì"J主lïJ1数ゐよびその出家戸数や f:地との閣係をノjとしたのがおí~ 36 夫である。

山J}，(沼 4 火によれば， lI{j手1127 年度の午制益fîfi数 4 ， 767 ， ,I.!J 1 ,418, ，汁 6 ， 185 ， 生産5111数が

'1: 1 ,418 , .I.!J 213 , ii-!" 1 ， 631 であるから，官liJ :r'øn数にゐ L 、て，すでに当時J)方が多かったとと

となる。ただし，よH.fJ比率は叫んと，@の閣係にある。また.世家 1 戸当 1) 1;"j長互n数も現作よ 1) ，も

第 36 主主

総 数 生 芦安 量: 農牛業馬1頭戸数当午馬 1 に対牛号 l に対
する耕地する l京野

牛 Hヨ 計 午 i馬 汗 (頭) (可) (吋)

高森町 359 260 619 61 274 335 3.0 0.7 0.41 

色見村 520 583 1, 103 137 12己 265 4.9 0.7 0.51 

白 7k 村 843 1, 6C6 2 , 449 13品 226 359 3.4 0.6 0.24 

久木野村 348 648 996 77 131 208 2.9 0.6 0 ,42 

長陽かi 408 728 1, 136 114 150 264 2.8 0.6 0.33 

計- 2 , 478 3 , 825 6 , 303 522 909 1,431 
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ちろんんきかった。当日年の }Jが~)~F~の大きかった関係は，平)1 土也 n'riWIこついても I ， ;J様であった。

しかし，その後余肥の汗及につh，それまでの Ll*;\経済に， 1't'iW経済J)9~i査する辿!交と制イトが

んきくなり，かえってf]1よ也はその1礼{見を縮め， 11'， 1 人イj !l l 料品均rj) 1I した。大 li: 15 1" 三久木野村，

lI(j 平1î 5 r，ドn木村で，それぞれ施主宰k:I ，ð'f.l(ゐ上ぴ検i汀を行つ亡 L 、るが，而:林， ~副本 fí 二 ~l~区1:，，1(のほ

か，出牧林を区分し，旧来刀ゐらの f-ý~ 川'i'fd jにもとづきみ団地ざとに牧野の市j[~~:I'改良を計聞して

いる。

I肝不116 1ド牧盟Í'1去が施f-j さhて後， Il(i手I1 10 1， 1:.k~J);-H はか;人，その他には任芯:JJ4-kJIHll{t-が半lf

!反され，牧町奨励規JlIJにより牧盟r改良計画を fff:l:ù: L , }jι:ヱ改良に 'F，むをたく有n助金JJ 交f・jーをう

けて p 陥þl;t物の，;立位(-1:塁) ， IÍI;.:ri'手伊'1)の除去，牧町樹林のiliJι 牧活改修，欣ノJ\_lJ，) !,:g{ 1.見!万Î'の泣世

を行い，市産申nイ干の市助も相まって，とくにl)J l壬の生産DI1数l土榊)JII した。 しかし，終戦後奨励11;1]

が廃されて， 改良~li:~J~!主社枯し ， (l向俳附Ii同M後支:土l上:塁牧i泊立の応:示:去討訓町げ刊(1川的1'，仏内'.り'.J州j

な古か為つfたご。 しかし，かえってrIでì:(I"JI こ， r十i ，~たは l!J よ i) 11二へ札点を転じ， その価付十時irf と +11 まっ

て日t1数はよ!=l)}ìに i??えてきた。 '1'の方が生産5îi1数も多く， jJJ よけ量産にiili して~ ，る。しかし，現

んではそのDl1数は fÎ'iJ料経済上すでに他平!Il，(に近いとみらHる。 {日l-iに三 i比七し ， j放i辺次μ114土幻&4ぴ(4牧H欣~iω則川Ç)則則)j川jl川!日山lUi は j汚沖漸1申斬1可Iν.:j，幻;(9似、dιl.，lω，

<'1合T沖7和れ削iiJ似J!ω則q則)川J!川iH川lリIがのぴているのも，その対策の .つの 3るfうA らわiれL と-エ云L式:える。 したがって， 半"介l土

赤'!'の改良にち1- }J L , 'ff(1句改汗につとめて L 、る。登録 '1可|市立がとれである。 11' をと[!.'{'fの!llrilこ，

1) 本立((k， 2) 二子市1m企鈷， 3) 十r iIlIJ){}録、 4) )， I~:(iJfl _!J録. 5) そみ他とうトけ， それぞれ価絡を異

にする。 J， r~j世の的なら怖11)) にまではな 1) うる。 しかして現 (l:fllJlり!)lス|二でな~ ，と似怖の資怖がな

い。また， 子仙台録Jヲ 41'iでないと +:-\f0Jdこはとらない。 Jlk;止県南iW;~取もオ'r f，l!7. t町立FL、よび牧貯の

i!liト量に庁'ï'f-し， r' J水村や久木野村、εは牧盟H!i';[IU;}U~，を作製した。

4. 牧野の現況および利用

当土也 }Jには[主l千T牧町はない。公イJヰ支出H弔，II也 3 ， 767 111 ]", IJ;¥llif' '2唱 976 111 ]"，かl 人イrrr:ヰυ也4女史F

1 ,152 1 1I J である。 公イf士山土放牧J也， 放牧1たJ不平士也ゐよぷJ宋 17〈地(1 1:: ，ρ也， ¥1'L: r'/{):也)に区分、さ

AL , f-l! II J'I"Ci.jjlこしたがい外部ì~午で作.f11'.不1]l IJ して L 、るつ 11'， 1 人イjはJ主 IIC地が多く，そAL も主として

\i.1:利和IJj;: )IJ いられる。公千{必には点 lí混入会，十j 入会，数{，・1 入会池があ tんその時々 ，T)i，'(の首

キ似た況によしそALぞれの何本区域は多少拡がった i人前日少したけする。

1)平生状態

問路草地型の牧野で，地味ヰIfrjf，多年生禾本干Hli[物の続生するところが多く， )yC!-tは長年の利

)IJの結果としては割合iこ良好・である。 林木と /"J様 iこ阿蘇内的山f!1~ よ 1) はタト輸 ~llftIIJJ)方が良好

で，それも北東部にすすむほどよしそとで、は部分的にススキ粍平生地も生十る。反当り生平

収量はik多量のととろで 4 ， 000 メを超すが，35.?1('程度のイく食~J:iJ:混とっている。とれらは主に

採草地(~t'Lirl'U:也が多 L うであるが，弁;豆では 2 ‘ OOO~3 ， 000 〆ハ収量となるつ市安J~~r.j;也に近いほ

ど搾草過多のため草生やや不良であるがp 故低 800 /, '，11;:;'邑 1 ， 000 、 1 ， 500 メの収量があり，
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と *1は Hlc!tl:::よ也か }jlc!tl:::えたJ雫~I!/LJ也であるの

でÌ:-%な爪P市はススキ，ネザサ，チヵ~γP メカルガヤ， トダシパ，ヨモギなどであるカら トグ

シパは F方放牧地に多い。その他， ミツバッチグリ，ネコノ、ギ，ヤマハギ， メドハギp コマツ

ナギ，アソノコギリソウ，ヨメナ，オグルマ，カハラケツメイ， ミヤコグサp オトコヨモギ p

ヤマノイモ，キンミヅヒキ，ツ JL-マメ，アケビなどがみられる。なた，松'~:~p臨むよびfT地のや

やi品放牧のととろに相当の 1ノラ 1:"、がはし、ってきているο それは-つには山IIk樹がゆないためと

みられる。沢仰には，ウツギp アキグミ， ノイバラ，ネコヤナギなどのit'U木がi長生する。

例外:変化の III:jJ-j";/土， -1 ヒtr);たよび rj~士山はススキ !~IL 11 1 1\;1; チヵーャ !l)Jであるが，ー申立に欣牧士也では

(粍斜地)チガヤ，シパ比)Jた上びシパ)1:)]のものが多い。争~m:r'/U也は JUI史的官官IIIが 1t同いている

のでススキが多く， ;j采 ~i'Uf:;:_牧地はチガヤ!lJ J またはチカポヤ，シパ !t)]が多い。

牧野はクヌギむよびマツがllt~F..するのみで，一般に』山:本が，1; なく p 言家(ï市f十谷!fの向似と~1t住t ま fたこdはJま土 4'L吐5ミづj~米; 

l謎{世佐ι号

ギ、の!求汐妨主U妨f存(~攻只4林よとイ化ヒしたも Jの:コ)があり， そのためクヌギの十1111支を必十‘しも flf- まなし、。

地右J己として， 1\--1こ比べて l，'L~I:.J号ーがì"iv'じたとはあま i) Jær; じないという。 しかし-'1:が多くなっ

たため， lGの場介とは逆に公l-n'!Îの一 F背 1\の方がj必定さh，ー|二部Ickl 、山崎:のとけ， したがって多

少将f/(~労働l二も;拶押するという。 lj~:t也の方 l亡しば、らく放牧しないと J J.'!'..の生以は伐になるが，

r'，'L'['[îま l&~ くな ì) J :rf/I~J~がのび1M料とならや刈敷にのみIIJ\. 、る場介もある。

2) 牧野の利 IIJ

主として公有であり， 利川おーはその区域内のiU亡で家7討を n'íJ益する}'{-ゐよび入会権芥であ

る。

~{i' f'it ~t:t， -':叔ヂì'J]\ {'í-は 111]'村長で， 4lc :JIÍ'の i)J~川を許 IIJ し ， Jj土牧地の利JIJ状況たよび家市宥視

のため~，({-f:JfiJ: (1の任命や，政牧WJli\J 'i 'に!日附する ljjJ;視人のj宋川 i乙関与する。しかし実目的な竹z

_f'iUi, _~i/-f間企 {l，牧肝中1'-1干のある場合はその l j(t しまたは!日l 村市落の}Jj [WÍ'委 nの指示により p

市議l亡が J~I ， íJW_f'i t を行う o ~l-f間決 n はfJ:lc!1女負十IL全 ( r' IJJ，)，:，J は 3 歳以J-_の午，I.!J 1lï11当り 50(':1，久

木町村は fJiWd:ε1- ， '陀平 *'1 に分け， 1lïI1 1こっき小川 3 歳1')，_卜‘ 140 I'J 戸数;+IIJ 80PJ) を徴収する。

牧町は， i' I木村で、はとれを ûi!HU也， 1宗 r'j'U.. 也 ， J/x.牧1N12 r'，\J也 iこ分け p 久木野村ではJJH~j:也， '1:.: 

~~llLt也 p 乾草地と区分している。

放牧地，または ú3c牧訂tt宗寺!IJ:也は， rl~肢の比較的拡引地帯lこ多く， t'1í{存からの距離も将迫 3~

6km ぐらいである。脅迫 5 ruゴiJ よリ 7 月巾旬まで放牧するが，気候不順で芋立不良の場合

は若干のばすとともある。しかし立た除草地の場合は，後生長する中海!を乾:<\，iJlJに供するため，

期1mを絶対に変更しない。放牧方法は恩夜全放牧で，放牧而誌の少な L 、ととろでは，一部繋tYl

法を行う。

他の地方のごとく愉換放牧を行うととろはな L 、。 iJ主主英明には役J lJ のため勾朝牧野から京I-H
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し，タ )j‘ jiJ び!Ji4tすることがあり，このlLj介はq'!J;1こす111料乞与えるが， ._6市立政4tJi JJj介I:H"!i)1IJJít， íJ

;J"附与えや，もつばら Tlfzp:による。ただし，食塩i土 if:;:視人または帯主が泊111JI与している。 n大ノk

l 主 );..?{pコ j晃yfrë を手IJ川するか，ノk欣lJ，}七立けるが， ・故にノ'J， iiJ;(i主乏しい。然保刊也J")JJ，j{l' 1 土. f:J�. 

l~JJ\吃市川の刈取を行うので. _.JiJ立に竹リ'1\も良好であるが，年!1I 1利 JIJが過度一乃ためが生はやや侭

ドJ) II可i['IJ を示す。

7 nrj' 旬以後は，出作~'~と舟肥ハ関係争 ['.1jl!njずる x.が多 L 、が， 役T十iに ~"Hfのあるものは 10

)] rj' 10 まで全放をと fj うととがある。

ノ'kíl大l~/jの J ，'iJ~fl .;t3、とびJヒ斜rMにはマヴ， クヌギのIlí~~.材、があるが，放位されたものが多く，そ

のHffr. ;\1'阿的な ilHÆ; (主主将料、，庇1.3林. pfij~宇**.防瓜材、)などで必 12ーな -'jl:J'~がある。 とくに

色はやl や['[ ;J，十j で、は，数Jこの山地崩壊のため，危険地';J~が多く，ド干I~~.f己ずる午JAが Í:j:1，[ミト数11!lあ

り p 防 I[ :fll~や附，;;:'~HJコ;支店が必~とさ AL00

!j'f_牧則H\J rj 'i土佐視人を!♂い. ít.f:'~H • [Jjtf.iの防 I!:. 店忠. ï市十訂ì. 発仙.'_êマ一/小F

|V舵jIι佐(L佐;止川-千1視!児1人に対して{は土，[ド内ζ斗引fI時l侍手1!J同l日1当 1リ)米;ヰ米{にと 1 1升卜， 捜 1 1卜 (200 I Ij見当) を・以内川ずる 71'ltlがある。

つぎにJ咋雫似也は主ゐT主必子む Jねよ生，fl下1児刈〈付J陀1宗弔2.1刀I己ぐ仰;?'

~2km の車2誌さ話捺余公斜'j.ドJ血にあ 1).ん， こ J しには 11作伽削I1戸川1，川，r 人f花右 AぐU〈μ」泡uが多く， その rj' には乾，r，!(f~~)V( i こ ))J~ 、る場合もあ

る。位 1\'(1宋平地は!JHtt也l匂もしくはそのIT3の ft削-;:ド也併に{(-し，部落よ 1) の h'j i泌 ilk も iliC 4~ 

8km にj主し:，~6í;l地，;1Fをも合むが， 多 1，1'-の経験によけ 40。以上の ftti斜 r(lj も咋 iJLするととがあ

る。ただし. +IU・ IÎi-' :1\'1\などにはみ:人ることがなく， 去 fたご}過品1主~-Jのヲ h出ij壊i地迎はまだ十?勾j'"Jの可 1';日:

ないのてで、利 j川川iけJ:ささ iれLìなな L 、。

{!.: ':1'(は予fえ IJ 川として市役川市の'11111料役牧「JLにするため. 7)J Ij 1 '1，]から 9 } J rJ ''1，]にわたけ， i正

明役者l1in当け 1 駄目メ内外をえIjJlえる出子?となっている。なた. ['[lkHなどではアサクサギ

リコアゼクサギリとして í:j: ，:i~J とる生 lI量が年Il\JJiJi"安粗削料J) 2 制ffJ支に注するとし寸。粘!込は

5 JLI:'I，]から採 EIをはじめる。 また，払!'I二は科J:t;.r;，薪[;/r::~I~骨kに /[J いるが，あま i) f.¥E i反すると便

r主な 4{iがよ!ミ，jlないので，あま i) f主わな L 、という。

~(L~'!/(I'弔':，''=J也は. 9 JJ 1-"'1りから 10 IJ 'J'l ，]J)問lI ilJ に主として公千1地で一斉刈JI:x. jj ，IHさを行い，冬­

WJJi!\Jの合íÌliJ1斗とする。 1911当り 40 駄内外J") 位行ECをつくるのが1ヰjillだが. ff!jに 60 駄内外をつ

くるものもある。当岨方として比較的平にめぐまれた久木野村では，愉換j雫 11isfを行う。良好な

J宗 rr/c.J也では 21nl メIJ を:許すが. 31rl l メ IJI訂 j l; な L 、。

な会，従"!1Îjはsで 9Jl必と称し ι?に主(主にススキ)の.&生 I守地を選ぴ. Il~設し，屋桜茸ゃll~ti巴

の材料に 111: してし、た。その同誌は 1 ]寸 1 反Nr主とし，尾根非を 40 年に 1 f仁rl1 j 1.' (.t'l'当 24 把

Ht::= 1 〆) ië )È していったものであるが，現在新築のカヤ茸はあま i) ij r.刈 Lなくなった。

欣Wx:~也本よぴm草地i乙対する火入 l工. 3 n rJl 1リ各部落一斉に fJiJ)Lる。現 {I:杭行(I"Jに行うも

のであるが，その1'111山として. 1) 式市川 iiH芽発生を促進する. 2) 良fTのlill匝がえられる p
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3) グニの被押を少なくする， 4) Ji: lj~f!jd'f!や雑ilW本の発生をlル!とする， 5) 1;-IIÎ:~I\ iJ ~なくまた 1 ，'， 1

L 、保が焼けるの~C'，江j'C J< I)能率が促進される， なと、のIi市汚九仇訂"人/;i.

しカか通し喝グユの駆除については， ~ì;:t.!1食料;県ではあまり効瓜のないととがe認められている。また.

火入れによ i) 1i-JWにニf:壊の民間lがみられる。その軽L 、火山火は I ，'jl'~よさ ~vJ;， ì"f!ィミをたかめ災守

の I'，j となる。したがって，火入は午':J\'!の後退(1'')変熱を促進するといわれる。さらに牧町改よとの

ための{必孔口司Rの導入，何肥料水のが[裁を妨げ，また山林火災のい!となる。

大入の J'J 百論はとの泊リである。とくに火入れが引也生産力に対し，たlnJII\Jにたよ l:fすJj0{;~t~

は軽視できまい。もっとも牧町の1淀川は全般的にみて，まだそれほどHl~l 、 )jでなく，シパ帝と

しても ~~a I f/(量からすればんきい )jであるところから，また I"-~ーも従iiíJ と相[生状態が変化して L ‘

るとは f認められないといっているととろから， 大入の~l"i:を i並大視する必必もないようにみえ

る。しかし‘ )j ， JJ'{_牧地J， ・却を IH'J'&/~J也にあてたlJ/)介，その地)Jのいかに乏しいかに.f~Jl 、たと

いう。 iJi同計交の fjý:_楽地やJ氏不良の 1:1111 也でも， .J京日也に移せば， 2 ~Iとで前:i呂の 1;?のJVC!lミ量とな

り， rM 後再íJí'ìl&するが， ;)カ年I I\ JI主旧来，j，.j宗卯也よりも収量がんきいという。牧野の地)Jのおむ也

には fが1'-の~!:_ ，'，'C.j::R JI止も )j0~i手して:~. t) , したがって火入がどの松山と ÜIL;β~BlQ しているかは判ら

ないカむしかしその .'1.Ef'l :JjJ を J!\!け見することはI何!かにて、きぬであろう。

しかし， UU{却は火入をその:f)也.r， J)J;(;~年だけにIUtι してJ命じ工しもるカゐぎりで、は ， iたして角引た

されなし、。 ー般にはとれを単なる'f'll子?だと J ;-づけるが，との'f!げ.1を生ぜしめ p 市，11;'; 与せしめてい

る社会経済的な J，l~fdtiが川出なのであ 30411j的にいえば，火入れはその社会J)有する労働力節約

の←町立である。火入れを i j わぬ叫イ?を行一えてみよう。 l/dI1すれば，イ4会lk，雑il'i~本， ;r-1Wit制は

i??加l し， やがて食可Cはそれらに圧せらALて而千六， ひいては数量ともに減少)jl，'， J を辿るであろ

う。とれを防止するには1:j，'.J'.と j しらの附得物除去に多量の労働を必要とーするとととなる。その

労働量にi七ぶれば._-~挙にとれらのコtlíi;，o物を除去しうる火入れ労働の価仙ははなはだ正:j l.、と L 、

えよう。力11 つろに，ー L;!己大入~LJ) Jlll!!l の 5) も J!\~視さ iしない。そうでなくても， J也 )ji!~l~1土日立

佐保':，'e3)j肋最のイJillに許しん山、るのである。fJll う乙にこ[:塁牧近の修Jlllなどの，より切実なメミ

役fj?酬がある。さらに ))11 うべき労働があるならば，この t うな jj岡よりは， 主)I:J也の以当り JU量

をlÜ.J主高めるごとき }jIÚÎIこ )1) いら，IL るかも会nALない。とれが11M 人生産のイdtである。ある立lL)

治ゐらは芥 J.としても，社会的にはとの行動を否定できない。

しかしp ととで、グ三入~ L~J{It:.~!i古布二にその主目tを高普らめよという 1乃ではなし、。 との点につL 、て

は，さらに後越しよう。

裂は新たに牧町に投ドされる労働の価値乞考えなければ，そのような労働は実現しにくいと

いうととである。

火入れの時期，放牧のI\;.J閉期，乾 1~1'iJ)収穫期!などは趨献に ili守さ ~L-口、る。陣容物除去(メ1)

払，根掘)は fがi三 3 fJ 部落民総;掛けで実施する。 火入れは利 flJ者の総/[\役による。 放牧問~{ì
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後， :1:塁rllHi仇牧i11rJiHi去は春秋 2111Î定期]Á'-j iことれを行毎日王か，必要に応じ実地ずる。

なた，4'~mは未整備のf;:r; 沿が多い。との道lj'干の司会11Illは In)~な I I\ Jlðlである。たとえばr'f ノ1， 4"J は牧

m 17 本， 38km があるが， .I.!JI~fの iffiやる部分が 3km， 1::f本 1km で後の 34km は.I.!J~I二の

駄裁によ乙のみで勾 I'~~ '{，;i:!:で‘ある。また，色見村は 16 本 55km で.UJI~ c~J) Jl.Ú歩、る部分 12km ，

.I.!/l'のみの部分が 43hm に j:tーしている。駄栽によるために労働量むよび 'I~.UJの使"J量は，~干し

く榊)JII し，労働能率も {1)'; ドするので，との改R~(~11;;1を要求する戸がつよい。

な.;t~ . {京 lfit労働量が多量となるととは収述した。午ljJの官iiJ主には， 3 Dliで]人がかかりきりと

なる。 5 ~ 6]]11になるとJ阜市にも 2 人で1I \11i・ける。その労働量は民家の大きな tHJJ.であしが;

)"l+~P也生産 )J をも十分に向めえなし、とととなる。

5. 牧野改善の問題点

牧町の必製作:むよび利川のJJti)~から，つぎのことがï!)かる c

1 ) 一自般立知万知1'1内句にいつて， 牧盟野fの利川はその他4和l日l点に辻述守し， 官例liW

E距!-iti維辞の利!川川lけJ L1同f;付、，1 首携矧11)土地血札， }i紋文&4牧tの危険t地也P 崩壊地などを除いては，現況のままでは桜林のはいりうる

づJ~J:也はノかない。

2) 牧出向IJIJ J オ;問~-W_~I.~Î. に培:し， 1桁警労使}Jの生産 JJが L 、ちじるしく f小、ので ， *r~~~の今後の発

出のため，牧町改善の芯，見がIf 11てもよいは弁で，また，その }jl{，] を推進するのは必要と，目、われ

る。しかし，とのような傾向にもかかわらや，今IH!の水得は， 一時的ないしイ11当長則的に牧貯

の利川区域をせばめる結洪となった。そのため現実は，小川価怖の騰j1t1tfirlí] にかかわらや， ﾎ'liJ 

料経済←九色見付や (J 1J.，.j:.J のごときは，当ミf.iJíJj千f量を i/，;x'レせねばならぬ情況にi!lいやられてい

る。ひいては，現実の i:\Jに合わないとしても牧野に対する炭椴カルシウムの施肥や，県也事試

験J喝の行う牧山iえ験にも関心を払う状態に dうる。さらにすすんでは， 111.l人千fi宋平地で ~I I 林H:!)J:I(

を行って L 、る J:地を，奥地と取り持え， 1r~.ll'(地に転換しようという与論もある。

そとでp 牧野改良に対し， T4tj産業に実T刊'.J勢力をもっ市産ilAY: 協 l'iJ 半11イ干の立礼を，iJ{すと，つ

ぎのごとくで、ある。

「関東方的[から阿蘇m;で朝鮮-'-1三 6 JjÞJ1の j[iiJ ぢの依頼があったが，当地jjでは刻化でも赤毛，'1 二

が不足し，昨年世録会をつくったは》ミけなので町っている。赤 E午だけで、もその哨産;\1'画を実行

すれば，さらに 1 戸 1 到の担牛榊力11 をはからねばならない。しかし，そのためには平原の改良が

第ーの問題で，組合でも牧野管理i亡債極的に乗リださねばならぬ勝五を生じて L 、る。との附近

で平の多量なのは:{'f'l判じあるがp それでも従来の粗放利 JIJはだめで，今後は~r1C'tT己士良のため l果

の補助金交付をも期f守してし、る」。キ[[介が指導する方針はつぎのごとくでるる。

1 1)優良牧草Jコi1り11 ，これは 1m作とし℃奨励し、また牧野にも制肥料木植栽を奨励する。和iJ

肥料本~tlT_ 1土，肥料分の少ない禿山には肥料水草たるイタチハギ，青島トヂナシニセアカシア，

クズ.ハンノキ，ヤシヤプシを杭える。とれらは気象，出守への侭抗をまし，安斉の晴好位の
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J件Jmをはかるため数同を出航する。十Ii'(裁は J!!~'I;I:錠NI訟をと，)， I正当，) :放最はイ子予ハギ 2 ， 000

本，一r!f ，I(LJ トヂナシ 1 ， 400 イ心ハヂ， クズp ユセアカシア，ノ、ンノ，干，ヤシヤブシ 2 ， 500 イベと

する。 ft(f()，'f. 30 0 のだ山て、 111':;;、よぴ泌さとも 0.5 、 1 J(の滞を 3 パ三、とにぷ千に}J;t1 ì) , .fll!.包と

してはよHUJ巴反当 1) 100 メくらい生ヘAL ，土111似押本を |ll!隔 7 ，)-として 4 )J ド ílJに実施する。 ，，'iH:

としては215JfT限'1;]:'1:\お也併の 'i:fIf1也栽J:i"~:.4'k ，'/(の油開として，多年生J) オーチヤードグラス，ケン

タツキー 31 ソエスク， トールオートグラス 1 "IA:_Jì イタリ'アンライグラス， スーグング

ラス p クリムソングロベ _ J[.. ーヒンなどをど導入する。

2) !f'I，(!J.!f.に対する今後の :1:本C'Fは林!fl，( j立のみとする。!fl，( '[!f.には泌r'i1\ をふせぐため，そのま

まの地!f;で州裁し，附[0'之など、をつくらない。

3 )制裁本は絶対にJ!て!日:凶生命明しない，市Ii;f を {'I!(殺によリ{以設する広ニ!忠信jにかぎる。」

.1'/,_ LiJ ;ït; PÎ"協[，，]中Ir.~干の立はである。技術的には川也ーがあるが，心;図するととろはわかる。県

でも ;ij:t験rl"JIこではあるが， Jjj(貯に段階カルシウム( 1111j" 2 ''1-)を施肥し，また7~~jf.;試験場も í!t<1

肥料本 IIYの l試験に y行 l- し， -~{~'l~ トヂナシユセアカシア， イタチハギ，シラハギをNI栽してい

る。なた ， fS}jJ旦t** ií:: ~-陀1ょた併状H~;;'Zü'1 Jì ,ì [，jt!!iもある。

かくして ， ;J， V-ç発生にかかわら -þ ， さらにそれを契機として牧貯改良はようやくその時!日lに

j'l)j土してきたといえよう、全[1il(1 "1に rJI:J'u!AiJF))減退目立 11"のため， JHUJ巴比一ド量は以当 1) 500 メと

もいわれるのに， さらに地})のたちる当l也 Jjの tÚì ií巴景ーでは， -'1'-よりその 60% に j土しない。 した

がって， ~iJI:地は JH~肥の効込山jな J竹原生命明する。さらに '1叫!Jの }(.rjj{(は今や価怖の条1!fが有利で

ある。何料ゐよびJ[I・ 1巴生産のためのイH建物~Jì }(')')JII は， もとよリ湿I11 の改R， :1:111の愉fiô-J Iラ lL~のt.!ý:

/1による緑IJ巴裁対などにも仰ぐべきはもちろんであるが，方H時に牧町の反当り収量の哨力11

がなくては詰裂の1c:足を !tlH与されない。しかるに，班点牧町に愉換の余地はほとんどなく，か

えって多年の利1/ ], _-) j(!"1 な千J機f'IJ :J:'， Jljえのため， tüちに 11 にみえなくても地-})Jì減退は当('.!~)5'

えらhるところである j

さらに，何l斜地では火山 ，0(Jì 4墜しような At!主主r よび燐慌l吸収係数のil':j \，、 'I:ti~だから，多量の

十ÎJ:l: I:jゐよび立不，7>宗f:l:jのため:I);mぜ(;1\が生じやすく， I:J也Jコ荒廃1 r'li h'iは J\')'}1IIしやすレ 1 これも

叩立反当り J君主'〈量の減少をまねくものである。 )111 うる l二今次Jì JJ，~，r-;:は如実にその ft(j l"'] をと促進し

た。牧野の改良.とれは水害のはなはだしかった色見，仁lJ.K←!などでは，会く切実な問題でるる。

ととろで問題は，農家経営の所有する労働力と必要労働量との関係である。現庄の利fiJ形態

のままで市産に迫投される労働の限界生産物は，おそらく非常に小さ L 、であろう。それで、も余

剰があA Lif'迫投は可能かもしれない。市 37 友金見上う。長友の主要労働1';' 1 人当。の年千j:~)

労HV，川数はiは少 2501←け込ら 4はた 300 I1 に j止する。

ただしp との去には当地 jjに多 L 咋1 1\11))労働者‘が力11わって L 、なしゅミら，これを川!う ALぱ， 1 人

-'1'，均で、は "1三IHJ 200 円を若干 1 :f&<!る労働H数となるであろう。との点からいえば，当地方にはな
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.農家宇一台幸数喜 所要労働延人員 (千人) 労労働記働号 1 人
労働 当 日数

(人)
農業部門帝王F部門林業部門 その他 計 (日)

高森 ßìj" 594 84 42> 8 12 152 260 

色見やi 686 72 66 23 14 175 250 

出/.Kトi 1, 971 342 152 31 品9 564 300 

久木野村 1, 334 249 87 l� 27 381 300 

長陽村 1, 104 197 89 Il.. 22 る18 290 

5 , 689 941 442 90 114 1, 590 230 

{柏考.農業部門(士準備作業，原材料運搬などを合 :h ， 第 20 表の1. 5 f台としl~c ぞの他(士夫役t:
よび手伝労働党さ寸。

主f労働余}Jが行ーすることとなる。しかし，年íi\Jの i :i:i k.11 数(当地 )jは多い)必よび品作~)~との

労働仏合を二汚うれば，供して牧肝改良事業に←|ー分な労 itji)] を宍IJ きうるかどうかの疑l!iJがのとるつ

なゐ，との労働量はノト.:ýuJ\等以liíjJ) ととである。

しかし， ;îft-を一歩すすめて， さらに労1動に才'.:.cfJ可 '~';ftiを，~じうるものとして， HL して ltはミは

どのようにふるまうであろうか。その労働を牧野改良に実IJ < 1坊に p i1215部1"]1こ J立やる "J 能'1'1:は

あるまいかottt誌の方が収益がたきいから，つまり労使}Jの以外生産物がたきいから，その可能

'1'1:がある。

し、わんペヘ n企1~fJ : ~r.f.H' 1.-ftf[ 1,', J にあるときは a~ ・に労i1')]はその JiíHI，h'1ﾍ {rF)JJ) 右 l口]に集 IJ' しよう。ノk

i年後の現況はそうである。しかしそj しだけに， -1京市労働を節約し，資本をもってとれにかえん

とする何{向を .'J: じよう。

しかし，この }.I， i~ にも余りひ:人ら弁に，)ミ1~円ÍiIj't)]により牧野改良労働を集めるものとしよう。従

来当地方ではえjK4与、よび子伝労働 rl 数が十11当多 L 、。-家 2 人の労働力の」必介，多い x.は l以1~公

IIJ 340 時;1\ ]， Ij l に千伝 800 時li\Jに jどし汗辿 2 人でイ'ì;1I' 30 11 何度に&しているのである。さ

らにその労働の生産 }J がいちじるしく低\.，J.劫介， ，)(役によるものとしても，多数の rl 数七うる

ことは， .. 出l~rl休が/六 )"1 しなくなるであろう。

かくでし、わんとするととろはこうである。 XiJrらしく投ドされる労i向量は， I以j[lJ としてIはも以

外生産力Jコ向 L 、[史j主ヘ，いいかえると ii之も fj効な使いかがされねばならねことである。との/Jj(

J[ IJにはやれる労i耐えドには紡J"J多量をi制作するととができぬであろう。

6. 牧野改亘事業実施についての若干の考案

牧野改良事業の必要性は，是正迷のととろから，今や許j量的に認識しでもよいであろう。白山

に投下しうる労働量l土 p 農家に他IfP1さとの労働効率を比較選択する余地の存するかき.. ì) 制限が

あるとしても，ー右:民家のもつ千均労働規模が他地jjのそれよリたきいとと，むよぴ，いわゆ

る世間l拐を利川ずることにより，ある紅!支とれを ffi投しうるであろう。ととろで究h-.jの才llx 日

1~~'!.1土，より目H~生産力の高い p ないしは現布よりも限界生産力をなるべく促めない限度で，草

利1/ 1量をできるだけ増加する方法にある。
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とのような 1=1 棋に!ぷ-j;; る方法として，つぎの 3 Hlfjiを挙げるととができょう。

1) 畑地帯に接続ずるい!人千f山林地を ftfi剥而上 )jにうつして，跡地を何日L地とする。

2) 道路を改善するととにより p 搾平の労働能率を挙げ，かつ咋{j'(--nJ能区域を拡げる。

3) 単位面積当 1) Jコ平生量をJ1付11 ずる。

とれらについてま灼:iDUJ(J'~1fJI('1久方i1;を巧えてみよう。

1) 会上び 2) のか訟は針決(1'.) Iこ労f動力の邸最!-:JI こ ι1.I.i. を:t6，.くととにより， その I!HW生産力を

高めんとする。しかし 1) の )ji1;/土， 現官法下に沿いて間単に実施できまい。 2) は地右世代

多年の与論である。駄i!主より !I '.I.!JJfCili抑止のできる牧むへ，と」しによって人|ili労!勤はあまり節約

されぬとしても〔ただし~!'-I/\J を泊じては，若干節約討しょうが)，役蔀の節約と， と Jしをより

生産力の高い長作業へJ17力，，;)引けするととが可能となる。したがって，との方法は-J1J能なかぎ 1)

i jわれてよい。しかし， IIJ能のIUH~は案外せまし、のではなし・か。というのは， くわしくは道路

敷1立改修の技術にかかるわけであるがp 当地方特有の火山火)['tf)~の被裂か， -'1'.t.!J :tIIi立を救72

しでも，その後の改修貨を:ヰザ:jならしめ，したがって， .j不平経伎をかえって榊加せしめるので

ないか，と考えられるからである。牧道改修iこ対する公共投資の榊Jえがないかぎけ P オ年江4'~む

の能率はな速にfJ:í;下してゆくであろう。

3) の方法は労働に対するま山県にたいて， 1) ゐよぴ 2) のえMミと lrîJ じことになる。 もし，jil1jljt!. 

料本の植栽，優良牧 rlω栽Jß~" さらに牧野保平地への地肥がそれぞれその効果を挙げたとすれ

ば，たとえば、 2 割増収となったとすれば，一方で牧貯の此も咋~[IIIi.._ 1づ1;能率の区域を 2 剖泣く ;l~_7て

てもよ L 、ととになるからである。との場合j! ，-均探121:距南(fは 1 "切泣く納少され，それだけ運搬技i 土

i成少する。またとのととは，今までよりもよい場所に.J!}:J-\'[j:也を新しくもったと /liJ じ品ii!.J~になるこ

したがって， 1) の jj訟は刊として， 2) とめの方訟を比較する場合，その効県は何年

2) イミ変のJ宗草額 む路改修l~JIJ増加額十運搬労力者力削減傾

3幻) 晴』加加11するJ探1雫2五f昧nト一牧野 ì~/': :-I.:二4訓訓‘i訓却i制叩1引u持J与手ばj貨そ糾;将増t持呼貯i?宵j守?初力加加11額十j淫1[.]搬車般ti咋宗J平f

または不変のf採宋毛平『IE街制l一4牧t女Í(!JI町l?Fi五~/，~町i印引1升外!ト刈利維t白J ぱ'(1'榊?怜?νM州y力加加J川11傾+，\辺j近E抗般t引.j~宋í' I午;?下'tC労 j力j泊色白節jíi"是非J1

として計算し比較するととができるであろう。この両 x-のいやれを有利とするかは，共休I'i'~な

その場所での問題の比較として与なされよう。しかし，一南町内にいいうるのは 3 まや i:r:;~ には、

活路改修に投やる相当多額の1'( Jl)を， :[:ll.j也生I産量に投十るのが当地jj経済Jコ現段階では有利で

はないかと，目、われるととである。とのととは，低ドした草地生産力を己文芸するために投じた費 f1J

の効洪が，減価償却~度の11 1.\.、牧迫に J立すコる究川の効果よりも大きい，という4'1J断の上iこたつ。

当地 )jではないが，反当り収量 1 ， 830 〆のJ和.:/d;也に硫安 0.6 〆， )，必:I:}!~llí走行氏 1. 21 を投歩る

ととにより 4 ， 920 〆の収量を挙げた:{jf例のノ(Jえするのは，なむ検討を必ずるとしても p との方!';J

を示唆するもので喜うろう。

ところで牧貯の改良事業は，ひっきょう込刊の行う飼料経済の一段として巧えられねばなら
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ない。その叫合大部分の也氏が牧i立改倍と，牧町~1þ:生の改良と，さらにLl己径常l人jへの例肥料

fJLの導入とを比較して， Jl1f-交付の注への費川投下を "r とするなら，との }j法が沼ばれるであろ

う。すなわち， 1) ノ'J'\I[ i-，:i.f作へのかiJ料作物導入ーとのl~/~{t当地 )jでは波川のlIìf渠排lJ<:による嘉

門ーのJ1刊 11 ， "~i立の改修による作::1~能率土l'rillihq~ふ礎となろう。 2) '([1 1地へのj"iji，午作物の集約的場:

人一一 11f J; [J こ]di~j黍， 11f刈麦hi，巾刈豆矧，以来制を入jして良1"'t粗ÎiríJ料 J)J\'Ìiすと地力維持をはかる

ととが考えられる。 3) さらに何*、}の計画的生産ならびに家治への給与を行う。

1ス 1: ， jt"WI i'，lfi .!J与の Ji't JJIIに対応し，耕地へのかl料作物の栽討を抗-とし，さらに牧野に :t7 ける

~la-~.7ピ足の各聞のか訟の比較を簡単に行った。

しカか込し， Iド川川!円川:リ11題苗は J投立 ドj先v川lけjのm限~~界1F生[::，ミ産 7力j カが:可ザ己F山‘1い;

るが， J共1引f休本「的|内1には， ，消i市百出E間世の 1右;1法i去;が{問j月iこ f行j(的l内句に行わiれLるとともありうるであろう。そのijJ介， どと

までかかる費川を投じうるか。当fI'riで、の 1 11 1答!土町j単で、ある。 JQイ(-家 rriJJ 1~(-イf を j:jíj.j止として， ~)と

定の bj(動力は世家の111，\日日経済よ i) 発し，そとですと足しうる í!r枠トJコ供給量を 3111引き，住家経済の

，J岡を実行ずるに必裂なら，JI肥料の残制を牧野で、いかにして充足しうるか，その陀!主にまで投ぜ

られる先川の， JI~!J 、の ι)Ji去が選ばれよう。

日、十.がì::として灼~!fJJ(いJな 1fJ似た )j法で、あるに対し，樹木の導入は， 3) Jì}j ìl;l乙 tえする iく!fJ J的

な解決方法の一つである。この均イヤ樹木や森林が牧野にとり入れられるとしても，その寸:1¥ 日j

は放牧+.I.!JJìíi'iJ ;j<'1経済への守与， f制止l;;n生の改良にあり F 林産物生F主は 11\1トク'((1'']な目的となろ

う。 そのぷn~:;で、ま示、とり入れられるのは， EIC生を改良する庇陰附， そiれL も P伽I1j引制d引叩IJ肥j把巴1料:♂斗守?判1--'1木4のi散f投財t対t[村杭[{ιf江[し，ノ氷k 

か似;[~林水 , lí阿附r~宇;戸何t叩叩{i'川!}判J

らしむる1弓や平'0:也防防í}.風匝風L村林4のj浩Jl丘!主!l成工皮~などでで、あろう。

しかしとの勾介も考慮を一弘.t-jるのは，従来の使川町行p ととに火入れと，とれらのJ7〔地施設

をとり入れるととにより挙げうる効県との関係である。労働節約的効民主ごもっ火入れは，とれ

らの了'1\1"也施設がとり入れられることにより，少なくともそれに関係ある fm分では禁止せられな

ければなるまい。 しかして，その後は一平生を良好にキfH!j;するには相当JdnJにわたり雑i控木存[J料

実J1の導入を IHLrl:すーる必要があけ，そのためより多量の労働を投ドせねばならないととになる。

したがって，とのJ劫イ干の経済効県は簡単lこつぎのごとくあらわしえよう。

林*:W入による全体とし二の f'j'ii_l三量1i;'Ì))[胤1一林木導入-(f本利子あ・よぴ f'f・{土PifJ1- ~I(入よけ小;生

改良事業へ転じたためのJが!三の労働量府主11額(労銀l主代替性のある労働の「日詮のそiしではから

れる)+;新材の採11認可十IíJt市減少額など

との差額、が現ずEよけもはたして大きくなるかどうか，最も大きくするにはどのような方法が

よいかp さらにとの林木導入以外の事業との効果いかんを比較 11慮する必要がある。

とのような同震は，若干の観察だけでl!工ちに割切りうるものではない。方法のJK1月j には，そ

れぞれ試験調査研究上め十分な準備jUJ1fl を必要とするであろう。また， I日!題白休が相当長期的

な性質のものである。
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現実には，これらの呪i!Jwmwとえf法と長期的解可決万法とが， jl,: 1, i] して取り上げられよう。し

かして当面の問題合併1)との }j法として， 短期的な方fÍ')で、のfかねたに'Tí:点が3なかれるであろうととは

iJj-:乏しなければならない。 しかし，そ、わ傾WJ的な ffJíれた方法が，当地方の官iiJ:f"1 ゐよぴ肥料経済の

川!担どl立続的に角平iたするのが同時Ifだとのは透しにゴιつlJ/}介，あるし、は部分的に煩WJJ(I':j解決方法

よけも，よけ有利であるととがIIJJ らかである場合 ，-Ul別的な )/11;が今からでも日己を主張しうる

1\:líll'rj を千f しうるととを J台;A してはならない。

7. 水害をめぐる牧野と森林の問題解決の方向

今までに，当地方ー経済の発民を行える場合，牧野'改良部誌が必叫.であるとして，そ Jヲ実施にあ

たって二J3 NIl:ずべき若 l 二})!l U題をのべた。しかし，このような右目l からは，! 1 ドの段附でも，森林

が，多少の可能性はあっても， -)-:rì'IÎ杭にはなかなかはいりうる{j';.i也のないととを 5:11った心可能

十1:のあるのは，陪jf林ゐよぴ:)'i 子の叱陰，肥土i市Iである。それはあくまで p 者産誌の発民対[:.]与

の 11主;iのもとに行われるにすぎない。

しかし，森林をJJ\符l>JjJf:に閣係づけて巧える場合， I!U起を巧える視野が拡ってくるのとの場合

J土，森林はそし片もつ本来J'J林業生産に参加l し p 者産主iこも・与すらほかに， 111 に述べたさ士(，

'1勺l争 Ì.:. として農業に， またノ'J\_f，相手の地方経済への予定l作J叩'fJttlこ，じい、てはその後の経済の復旧

安屯の限度lこ p 好影咋をたよI'i' -t点が，とリ入 tL ら，tL~ ，さらにドj布JJ，I( J)経済に対する影特ま

で包f守するなら，その効 HLJ土~'/f当)(きい，と期待さ J しうる。 したがって，その導入山 (fJrたに発

事I{ずる限界生産力は，いちじるしく rtい、と考えら)Lる。

資本の両付経済で生産主11に及ぼす効洪は師連したが，また簡単に Jすえると， I'~)州、!と久/f-.:illF

村ーのあいだでは，多1， 1'-にわたって白然災持を経験してきたノ'k!.rtI1なの状態で， 1 戸当 i) 53.2 万

I'Jの同定資本差が，労fi9Jの有効な結合を促進し， 10.1川 rJ の産業生産)í)j・fJ:}..::ç~ を生んでいると.}j

えられる。この資本J)効率は 20% に;止しかっこの資本だの rjl には多額の嬬林資本をたんで

L 、るととろから p 白木付に土ける林~~)~拡たの効県がllJH与される。また ， J]\!，年後第 1 年では， -tf 

イ~-X: 58.6 万円に対し， )l)i-fU75が 12.9 )j[LJ で，その比率は 22.U{，になしさらにその効率がた

きくなる。とのような効率は，もとよ t) 民主その他の資本の機能J)-)~~:がつよく作IJ] しているの

を汗主できないが，それにしても林業の本来発揮する資本効率を_1:制るもののあることを L 、な

めない。

.+\~林だけで、とのようなんきい効率を発j'íj{ずるとはいえないとしても，とのような効率発事/[J)

ー妥ぷーとして参加する，という立n~~ にふ、し「ζ ， 1' 1 木村にさらに森杯をい)L， 1 ，'， I'^と資本を増加I し

うる余地がもし仔必ずるなら，たしかに資本のもつ社会的生産)Jは山まりうるであろう。しか

し，鋭 íl:の崩壊泊むよぴ:';;Þ'ii二の未利川県地をのぞいてー-ととでは I/i)也砂防本f 上ぴ:/:砂打:11:林

の設位がjJ誌をもっ一一帯産主がし、わぱ地放牧をと ~;Jとする現状からは， l/i.牧地帯への森材、導入

J土，当的{の高産~~.~])11.(1';) !l~産ゴJ を， fiiJ時に当 li'Iiの法一廷の生産力を悦ドさせるとととなる。;]'(得
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後の地方経許ははなはだしい打撃をうけ，氷持への恐怖は払拭されなし、が，そiれLだけに当 ft'同'1叩l

緊の経済{復亙B多F興=羽弔1巳;にう好J子f力して 3ゐ守リ九， したがつて， 活街'i産産4や虫:業!(乾~の生l産亙力をさらにfド侭l氏E ドさせるがこご、とき

は歪到到lリjルb応主与考-えら iれLすやコ， 己正泊向10-1石-;j)々 ぞ牧旦野f内の干各宇F所}庁「を縦断する Jú出d品j壊土地也也‘裂*~への 5言家j記ミ司帯守ド院笠死防 I日止1-_の立H味J未えでの附FI;c林

の立世， ないし若干の肥土庁樹の机栽を容認する程度にとどまるであろう。j'jJ)\や!の人 1I 常!立

は，久木野村 IC比して仰に近い。久木野村に比べ，との過大の人 11 が，村J也に 5 j汗する労働量

を牧野に投じ， 11~生前ノ1\.l'~l を*，W!"!j: しているのである。今日森林匙"点を故も必裂とする地域が，

もっとも手IJJi)しうる;月以也に不足している。

したがって，治山治水j二紛らしく林::r~を導入する叫介も ， --jjにむいて牧~Í'n'l行=ifを紡少しう

つW({i-原子:の生産力を高め， !I:)円 JJzJ ll，の低下を防 11: しながら，牧盟Í'IL森林を入れる余地をごうて

るのでなければ，実行が同期iであるのが会JI られる。主要産業の生産 }J をのiめるゴí';J-l)!があ AL ばイIiJ

上 ì) である。

たとえば， lI(j 手11の初1\f]に全JJ巴のこ作及が農業生産力を L 、ちじるしく ifljめ，それまで、あった利地

n'lìh'iの減少をきたしたととが忽起される。今後もそのような迫がI旧かれるかどうか。J!，I:I "]外だ

から，百世j実:なととはいえないが， 'kHIJ也を水川に転換するのもその IIJ能十f:が大きし、と，也、われる。

J)¥ /11 が当地77127ミの flj明日棋であるととは， ß の生vfi.の Jl1でずffのべた。稲作の収益は:l:III作を J干

しく J交問し p より多量の労働，)1 ドを有効ならしめる。さらにノ')，川は x作iこ ÎM肥料 i立をとり人4L

る~';j:也を榊ん し，それだけ牧町イ火イ(-1立を i成 1]， せしめる。

とのような JJJ能十1:があるとすれば， II~ぴ Jj，がIIH也となる。制作池，;i?のノ')，川化のための， : 1:地

改良と水対 'J与とは結介している。現{I:不足している川 J)\を榊加するには，欠水野村と IJi]様， .~~ミ

林の泊地への役世が作裂な研究:'il:-q'( となる。すなわち土地改良と Jj，似副長Æ;1~d :t ÜÎ とが， fJH j し

て行われなくてはならない。しかし，本研究ではその具体的方:U:t までは人 1) えない。

この，弘で十分参xーになるのは，熊本県ゐよぴJ;;_分県の共同編'JXになる「阿蘇qj・3とよ也J~防:;-，合開発

;\1画J (fl(j 手1128~1:6 )J) である。r l:J:也 ， J)\ その他弁や'Eif似を有効泊切に手1)川して，生産を J('1)JII 

し， fUミの経済的発民ならびに '1:.1'斤次中の 1 ，'，]. 1-.1こ ~(/J:・与するとともに，人 II~止符)J のJi'ìJJII をはか

るのを日 (1'.) とし， そのfたごめ j計|酉岡jJのÎJ中侃n孔u人I，\i.

L 、う 4必主千本;_j/j引針i卜-Jのコもとに P 人 11 ， 資金必よび電力その他各産業について/lfJ発 1I棋を定め，間発主

導 Ll僚として，民産開発 両派j'jJ]，で如1 þ也濯j降 650 111[，古〉也高森IllJなどで牧道新設， 障害

物設置，牧町樹林活fふ 742カル施日巴，国土開発一 1'1 川水系で1i'bl!}j~jf:;(ミ(担淀 55 来) /11泊荒

廃喧復旧 (362 1111")，荒廃防 r!二林造成 (275 Il lf)，水源林活l実 (6 ， 2g8 Illf)などをあげている。

との主導H棋のもとに， 治山，砂防， ìï主j既排水，牧野改良， iE林，発電，道路敷設改修などの

主要事業別に，当地方でも具体的な往設計画が樹てられている。

このような計闘のつねとして，各何事業が羅列(1'')であって，その軽 Jfi~むよぴ実施順序の趨否

がはっきリせぬ点はるるが，と内ような綜合計画を実施の必要のあるととは痛感される。もと
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より今三えの水守のため，その当[J'rjの夜旧事業に追わA L，とのような計画に相当の修正が加えら

れるべく，当初の計画どうりの利らしい公共投資J戸 n ~'î+1Jは相当をくれるとととたるであろう。

しかしp もし公共投f'flこして府力11するととが可能なら，とのiZ?p 旧に 415する資本の士Í"ì:J立を :\ll匝i

(I'，j合理的に行うととによしきたるべき水害その他の災存への抵-JJtJJ 1é強化し，長らく 11~~U;r，'

ノJ，準に停滞してきた地心;iU~に，白ら資本蓄積の "f能 'l''tと，ひい℃は地方経済に陣!路なき森林

lliJr1(の余裕を与えうるかもう、nAしない。そとでは，森林と牧野とは対立するものでなく， .It!JiíJ ， 'J し

JJ_:に地方l\f;の生活水市を正:jめるに f主立つであろう。

ì'結 七

日

1. 研究の意図は， 熊本県[;j'5滞1;日雨明任地方のノk伴地I}')実態iVM査にもとづいて p 法林と ;J，

i作，森林と他産業との閣係を経辞的側同から i切らかにしp いわゆる森林の国土保J安作IIJの経済

的性質を理解するにあった。ついで、，水害地に対し， ;J'\符/~広11:のため p 森林をこ場入しようとす

る場合y 牧野との関係をどうするかにつき，若子の Wr0tJI'，j考察を試みた。

2. 研究の準備率引として， r ，たよぴ I に，市究1;任地}Jの経済構法の概要をのべた。と Jì]也

}Jは，気象1-:むより:阿蘇山 11ft聞の関係から，自然、(I"J:I:地条1' 1・が非常に不良でp 昔から災特が多

く，人口密度も小さし公 !I~資本が1r.ÇJ人奇本より大きし →般に産1~ (主として }J;Ufì産-)D の

生産力がびくししたがってよ|ミ市ノ']'çií~ も低い。

3, III では， 2，で燕林の多い付と:森林の少なし斗!との ~lf本むより:月î'得額を， 1'11五lこ， また

;1，'，芹乃前後につ1. 'てよ仁iIi交した。との 2 村のうち，萩J本むよびその他の資本語誌の大きい久木野村

の )jが， 他の白水村iこ比べて，ノk害前の千五J所得も大きしまたJk害に対する抵抗力，ゐよび.

;j'(容からの経済的快佼 }J も大きいととが知られる。

4, II の 3. では， 森林が!!i{始産業ことに民主にたよ Ifす効仰とつき， 若干の分析をi式み

た。そのi民異なれ 3111fHの農業と林業との比較を可能ならしめるためp 民家 1 戸当り必より:

キJf:J也 1 町当リの生産相， fけれ労働量むよぴ費FJjなどを採川しp それらの/l1Jの関係を ili求した。

i )農産額と農業刊本の/1\1ではいうまでもなし -jl:迎の社会経済的北盤の上で段jl~の生産拙

迭にも/~:.:のない場合， 出産額と林業青木の間にもある程度の関係があるやに同友から考えられ

た。

ii) したがって p 造業資本と林業?t本がjI~倒して詰産額に影響「るとの組定のもとに，生産

函数を部111 し，さらに産業資本と林業資本の制介がいかなる場合にJI立たとなるかを例示した。

iii) -lSJ:産制，民主資本j;-..よび、民た労{l'}J ， または農産額，農林資本ゐよぴ、f却水労働の関係から p

それぞれ Douglas の生産 l姐数ど導1 [1，した。つ L 、で， との二つの叫イ?を上七千之するととによれ

森林D仔庄はある程度の規換に速しなければ，出産額に影響しなし、のではないか，との疑問を

提11'，した。
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lV吋) 消図」火之や』凶，\-1計，討汁-十lト-切'l;TJのラ品私が，';!-j

と iにこ，かなりの僻[，j‘がもたれた。

とれらの点については，今後な会検!子j左必要とする。本研究ではシト十Jî-のブIjý_去を一歩すすめた

のにすぎや，分析の IJ~p;Jの W1j もきわめてイ汁a分である。

5. lVではつぎのととを述べた。

i )当地主の良川には p 市産業が必袋であしかっ一般的にみてWðf'は十分に手IJ川せられ，

ほとんどづ?と昨はない。 J}，容のひどいととろほど牧野に不足している。したがって，との qlに簡

単に森林をやー人するのは l付難である。

ii) しかし，今後世154L、よぴ14zi産業の生産 }J をさらに I ，'，J_ I二させるには，農民の労働能率を高

める必要があるから，生小;量をふやす牧野改良事業が必要となにそ、川越院で陥.n河本や IJ巴土!?樹

を導入する IIJ能'1"1:1土大きい。

iii) 治山治氷のためんh'I Î杭の森林浩成を行沿うとすれば，各産業の綜合的な生産t :lJ :lí<TJJII，こ

とに 123たの生産t :lJ榊 IJII を，森林浩成と!Jí'行して行わねば効民が挙らなし。

iv) 森林を導入するには，陥峠林， iJ巴土庁間のほか，林地防!風林，二f:砂行 11--林， ノk加i副主料、な

どが優先I'I'.Jにとりあげられよう。
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阿蘇特定地域総合開発計画書(1.現況の部 2. 開発計画の部) 熊本県大分県昭和 28 年 6 月

昭和 28 年阿蘇郡災害復旧概況書宮地地方事務所 昭和 28 竿

色見公有林官行造林災害調査書熊本営林署 ク

豪雨による林野崩壊の原因読査主主に対策熊本県林務部
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第 1 求職業別人口

一一_JlL!;t 高森町

---, ~九区分一l
~-一~JfH-f苦数|男女計・| 与J l 女 業主

lh)l\業

農業

林業

業

鉱業

建設業

製 i造業

卸売および小 '/1じ業

金融および保険業

運輸，通信およびその他の公益事業

サーピス業

会務

分可l 不能の i!j''' 業

無業

総 計-

1民業

町村

E7五一

農業

林業

漁業

鉱業

建i1x 業
製;む業

卸売および小光業

金融および保険業

運輸， .1通信およびその他の公益事業

サ{ピス業

会.務

分 IJ'i不能の 7手業

無業

総計

i怜考・外国人 54 名手ピ調査二より除外する p

別表

\土地種類

294 905 

21 21 

23 41 

130 211 

128 273 

12 19 

123 176 

137 2つ9

16 22 

36 38 

57 2 , 857 

977 

111:-:;;数

511 

16 

7 

41 

23 

3 

17 

657 

4 , 772 

久

男女計

1, 746 

28 

2

5

2

 

l

l

l

 

30 

70 

32 

7 

1, 760 

3, 773 

416' 189 

21 

41 

169 42 

102 i71 

12 7 

162 14 

114 95 

19 3 

:31 4 

1, 199 1, 658 

2 , 287 2 , 483 

294 

21 

23 

59 

128 

5

7

 

q
u
c
u
 

647 

業主

E
Z
-
F
F
4
 

l
 

E
J
 

13 

13 

今
4
-
H
U

勺
ノ
】

l

l

l

 

オミ 野 中、I

女

16 

3 

4 

ワJ

805 

21 

1

7

4

 

4
 

0
ノ

3 

559 

町村

高森町

色見付

白水村

久木野村

長陽村

1・

国 土田

私有地

宅地 山林採草地 牧野 雑種地 小計

64 399 

677 

1, 010 

255 

446 

3 

534 

446 

289 

1, 336 2 , 787 274 1, 011 112 

8
7
0
0
Q

ノ

q
u

つ
U
Q
U
7
J
A

守

1, 586 

6

8

2

 

つ
υ

勺
ぷ
に
d

1
a

つ
d
q
u

308 

.162 

7
a

句J
R
U

フ
-
4

フ
-

7

4

2

 

2

n

J

l

 

902 

1, 351 

2 , 079 

1, 151 

1, 656 

備考( )は官行造林， (( )) iま県庁造林を示す，なお色見および白水村において，公有原野中には

7, 139 

29 

51 

31 

4 

831 

1, 819 

929 

1, 924 

第 2 :K一所有別利用

154 

275 

103 

73 

406 

111 

31 

4 

4 



および↑吐荷数

色見

1山首数 男女計 男

216 

フ

2 

6 

8 

I1 

12 

10 

30 

~ 
U 

876 461 

3 

2 つ

6

8

7

 

4

0

1

4

 

?
』

1
・
q
u

17 

315 

853 420 

1, 921 9丘5

長

Tせ行部f 男女計

442 1, 419 

7 h 
L 

8

6

3

 

l
q
u
q
υ
 

29 

77 

:36 

2C 

137 

835 

52 

328 

65 

33 

2 , 245 

4 , 315 

/;目

見

0

3

l

 

A
什a
n
o
n
y

55 10 

22 II 

988 1, 257 

2 , IIG 2 ,255 

1l'!!態別土地面積

Y下、
J与、

山林 採草地

201 
((100. 

323(203) 4 

1, 015:(515) 602 

1, 359 367 

255 56 

3 , 153 1, 029 

¥111 経営および経済関係 (松島)

昭和 27 年 12 月

-279 ー

村 白水

女 業主 世情数 男女計 男

515 

6 

8 

フ 10 

216 

2 

5 

7 

11 

10 

771 

252 1, 235 

10 

12 

28 

18 

38 

541 

423 

956 

q
υ
1
i
q
u
 

フ
】
『

J
6

4

0

2

 

勺
ι

ロ
U
Q
J

31 

77 

2 

3 , 029 1, 450 1, 579 

6 6 

3 , 068 

6 , 938 

42 

258 

140 

フ

48 

138 

154 

53 

48 

75 

127 

31 

1, 382 

3 , 354 , 

Q
u
n
o
 

勺
ノ
-
マ
，s

勺
〆
〕
円
u
q

ノ
-

4
r
j
r
o
 

、
主

業

村
女

l

内
ノ
ム

7
r
 

可J

23 

71 

63 

63 

24 

39 

12 

10 

2 

2 , 234 

82 

260 

247 

14 

195 

345 

197 

93 

305 

4 , 019 

27 

6

3

0

0

 

内
ノ
-
内
ノ-
A

せ

q
u

1

2

1

3

 

846 

27 ' 

22 31 

1寸

女 菜主: t附帯数 男女計

A 
口

688 

7 

731 432 

3 

26 5 

1, 686 

3, 584 1, 025 

ο 

0

5

9

 

4
ゐ
只
ν

フ
}

28 

62 

46 

牧野 原野 その他 小計

男

計

女業主

7 , 975 3 , 820 4 , 255 2, 224 

2 

755 

304 

135 

10, 783 

21 , 769 

698 

2 , 023 

2 , 863 

3 , 579 

1, 579 

地問，保安林に属するものがある。

2 , 738 

50 

174 

2 

154 

有地

430 

499 

731 

646 

432 

40 

1, 071 

292 

1, 067 

506 

2 , 976 10, 742 

66 

2 

156 

607 

546 

23 

320 

4 , 830 5 , 953 

58 

フ

156 

396 211 

212 334 

15 

301 

427 

258 

94 

8 33 

? 

79 

159 

242 

8 

19 

328 

46 

41 

90 

169 

31 

10 , 565111 , 202 3 , 024 

国有林

465 

465 

(単位町)

A 
口

計4

1, 600 

3 , 374 

4, 942 

5, 195 

3, 235 

18 , 346 
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第 3 表 森林所有別企十・広

国有林
所有・樹恒 針葉樹 広一言葉 1主j 肩 1木 7卜 一計

面百一帯積国首吉議官-積子存官百官吾官
(11町 ) (石) (町) (石) i (町) (東) (町) (石)

林業試験場研究報告-280 

別表

トI町

町市
対

品

1弐J'見色

和l白

(4 , 663) 
208 , 320 

民有林
所有・樹積 広葉樹 針・広混 i南 i 竹 林 |小 計

(11ff) (有) (凹T) (石) I (町) (東) I (町) (石)

49 3 , 900 61 73 , 100 301 (~~<~~) 
28 , 700 

22, 700 l63l(22, 7CO) 
61 , 500 

(19 , 200) 
106, 900 
(78 , 000) 
187 , 350 

707(85 , 103) 
‘ 65 , 200 

, 6731(278, 100) 
~v 449 ，1': 5つ

備考:小計および合計側の( )は竹の孫債(束)である。伐跡地は広葉樹面積に含ませる。

別表 第 4 決家南の飼育戸数，

\家畜・ 和 牛 乳牛

命P-21宵岡両事弔問額一一向河野町J開
'" 1\未刈) (万円) \以上) (万円) 1\禾仙) (万円)代以上/

勺 l十七 141 423 377 3 , 770 95 
高森町 202¥ 洄J: '6; '6~ v. 9 v ,. ~5 56 

2∞(牝 l∞ 3∞ 535 5 , 350 120 
[牡 30 30 4 20 118 

6フo{ 牝 296 888 1 パ叩 11 ,080 241 
L i 牡 107 107 11 55 269 

459 [牝 53 159 866 8 ， 6ω164 
i 牡 36 36 3 15 143 

401 [牝 162 486 8C コ 8 ， 000 110 
L 牡 59 59 0 0 98 

昔l' 1 ， 88勺「牝~~~ 2，~~~ 3 ， 6~~ 36 ， 8~? 7~0 7 2 10 ~ 
"~:J__t住宅3 型 竺一 l三三一一哩土一一一 o q--J 

ぐコ福í' ， - wll劦 --一下 一三三一主f一一一三一_-'f___ _三亡二二
附JF分飼宇野向価額一孝頭数飼育日数号下野同価額ザ塁手同価額生産頭数飼育戸数

'" \J:以ょl___j_ア坦L一 室j浦山」互El_Lム出Jよ互白) .一一一」
一一 牝 3 4.5 6 1.8 13 
高森町 i 牡 o "0 16 0 -'0 4 2:0 0 

(牝 1 1.5 1 17 ~ 1.8 1~ ~.~ ~ 
牡 o 0 0 " 0 0 2 1.0 5 

「牝 3 4.5 1 ,,< 0 0 13 6.5 5 
� IÞト 1 l_5 1 .v 2 0.6 0 0 2 

イ Irじ 18 27.0 3 23 ~ ~.~ 25 1~.~ ~ 
L 牡 7 8.5 1 ~U 3 0.9 1 0.5 3 
「正 23 48.0 3 • 2 0.6 6 3.0 1 
i 妊 6 8.0 1 リ 1 0.3 4 2.0 0 

「牝 48 8~.~ 8 80 21 6.~ 72 3~.S ~~ 76 
計 i 牡 14 18.0 3 vv  6 ム8 1 l511-J旦一

(4 , 663) 
208 , 320 ¥65 4 , 663 18 73 , 944 191 134 , 376 256 久木野村

トi陽長

465 4 , 663 18 73 , 944 191 134 , 376 256 司
副

キ、f町

町森τ当r

「司

19 5 , 300 66 トl見色

1, 347 19 , 200 16 11 , 100 106 3 , 900 43 干、f水白

1, 637 78 ,000 65 5 , 000 245 19 , 300 240 久木野村

85 , 100 71 9 , 600 121 
ー
、1

 

陽長

r
o
o
-
o
 

16 

25 

7 

23 

5 

10 
0 

278 , 100 

2 
0 6 

232 16 , 100 351 12 ， 0αコ521 計-

久木野村

長陽村

久木野村

長|湯村

色見村

白 7k 村

白水村

色見本、I
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よび蓄積

公有林野宵行造林地 民有林

社業j豊一一一!一一広一挙二j塾一一一一笠 林 _____1'_ 宣 i 社業開
面積 l 蓄積|陥債蓄積面積若手積面積蓄積|面積蓄積
(町) (石) I (1吋) (右) (町) (東) (町) (石) i (町)(石)

(松島)経蛍および経済関係Illl 

積おl司Jjlj 

24 ,800 191 

56 , 200 546 124 , 783 208 62 , 406 29 62 , 377 179 

91 , 900 1, 177 

163 , 050 1, 087 

55 , 600 515 

391 , 550 

(73 , 100) 
28 , 700 

(22 , 700) 
186 , 283 
(19 ， 20 コ)
106 , 900 
(82 , 663) 
395 , 670 
(85 , 100) 
65 , 200 

(282 , 763) 
782 , 753 

3 , 516 

合計
広葉樹 針・広混清 竹 林 合 計
面積蓄積面積蓄積百積蓄積|面積蓄積
(町) (石) (町) (石) (町) (東) (町) (石)

124 , 783 208 62 , 406 29 

針葉樹
i百積蓄積
(町) (石)

62, 377 179 

301 73 , 100 61 3 , 900 49 24 , 800 191 

839 

1, 347 

22 , 700 19 67 , 706 95 118 , 577 725 

19 , 200 16 11 , 100 106 3 , 900 48 91 , 900 1, 177 

2, 102 82 , 663 83 5 , 000 245 93 , 244 431 297 , 426 1, 343 

707 

5, 296 

85 , 100 

282, 763 i 

71 

250 16 , 100 351 

9 , 600 

178 , 350 

121 

744 

55 , 600 

538 , 303 

515 

3 , 951 

馬 緬羊

I rm lilli!/i& g;_ilF j[ttlZl:~ 飼育頭数 飼育頭数 I 飼育問明?生産珂数:飼育戸数(日) 忠!Jt (泣)昨春生産頭数飼育戸数(品) 侍曹
18 94 470 4 

l 86 2 3 18 6 
15 30 89 455 20 45 .~ ~~ 

o 1 6 19 
49 98 279 1, 395 44 , 1 1 
2 4 4 24 44 0 0 
8 16 145 725 28 ~. 6 6 24 V V 

o 0 2 12 22 ~. :i :i 

30 60 150 750 17 ~_ 3 3 132 vv ~~ 'V~ '~~ :~ 25 vυ 
12 3 18 12 

111 222 757 3 , 795 
627 ';9 -38 '73 v"78 ;ﾔ3 57 '7 '7 38 13 78 103 

豚 合計 i

|界関同価額同雲南向慨生産頭数飼育戸数1飼育頭数同価額飼育蹴向価額|ー数
\未満) (万円) \以上一ノ(万円) (万円) (万円)

5 1.5 8 4.0 5 000  161 444.3 495 4, 262.0 110 
323 

8 2.4 1 0.5 8 V~V 75 75.4 17 65.01 70 
3 1. 5 0rn  121 331.8 643 9, 910.5 147 

2岳8 .;:; 
2 1.0 ~VV 35 40.0 9 28.0 142 
16 8.0 35 000  358 1, 000.01 , 425 12, 584.0 , 328 

8ヲフ
1 0.5 24 • 121 114.6 17 81.0 342 
9 4.5 2 LC'  82 183.1 1, 064 9 , 444.0 2ぐ 4

654 --;::: 
2 1.0 1 VV~ 43 41.9 15 37.oi 170 
10 5.0 2 cn0  205 552.0 939 8 , 806.0 133 

592 
6 3.0 3 ~，~ 72 74.5 19 31.0 114 

46 23.0 44 0 ~~n 927 フ， 51 1.フ 4 ， 616 4つ， 904.5 922 2 ,729 ;';:.. -，~~.;.: 
12 6.0 36 ~" ~/ 351 325.4 77 242.5 833 

数1奈頭び生よお数
ー一
同

224 

140 

フ

フ

3.0 
3.0 

2.4 
L2 
6.9 
6.6 

ハ
U
ハ
U
E
d
n
u

n
ツ

1
4

105 
0 

0
0
8
4
8
4
1
6
 

1
1
1
1

・
q
u

勺
L



282 ー 林業試験場研究報告第 69 号

別表

¥ 作物 l 穀

第 5 ポ1'1" 物別

ぽl

町村

高森町

色見ホ、j

白 /k ~、、j

l 水稲陸稲大変['段小麦とうもろこし粟 f呼
| 末成熟l 草H菓

66 70 29.4 5.5 52.2 2.5 106.6 14.0 

2 125 43.6 0.9 73.7 2.0 183.8 7.4 15 

501 92 86.3 39.1 204.7 9.0 345.1 15.4 

久木野村 466 21 24.0 33.3 113.6 4.4 71.4 14.2 

長|勾村 294 81 24.7 5 i . 5 107.5 21.0 97.8 28.6 

きびそば

0.1 20.0 

55.7 

0.5 76.9 

小計

366.3 

509.1 

0.3 19.6 770.8 

0.4 45.4 751.9 

1, 400.0 

¥ 作物IJ I 

計 i 1, 329. 389 208.0 130.3 ち5 1. 7 38.9 807.7 109.6 15 1 .3 217.6 3, 798. 1 

町村 ¥ 

高森 IR了

色見村

白水不l

久木野村

長|湯村

i1ミ菜'fu'!

大根かぷらにんじんど(まち

9.6 0.1 0.6 0.8 

1.1 0.2 0.9 0.3 

14.5 0.3 0.5 1.2 

10.5 I 0.1 0.3 0.8 

10.0 ().2 0.2 0.5 

計、j
 

/
 

:!lr 芸菜類

ほうれ司 ぎ春 日記ァ ;p, ベウ結球白菜 小計んそう ~ キヤ

11.1 

2.5 

16.5 

11.7 

10.9 

1.0 0.1 1.2 

1.3 0.3 2.5 

0.5 0.3 0.5 

0.6 0.1 0.4 

H 45.7 I 0.9 2.5 3.6 52.7 3.4 0.9 

備考:農林省統計調査事務所が昭和 27 年度に調査したものより引用

別表

処分先|
l 総

町村 | 

0.1 0.1 

4.7 

0.8 

0.1 

1.2 

0.5 

0.7 

3.1 

0.3 

5.3 

1.8 

1.8 

3.3 12.3 

第 6 表収穫物j の

経治部門 家計部門

額飼糾肥料 l その他小計米麦:穎雑穀w 疏菜類その他小言1.

高森|町 5 , 734 510 45 

色見村 I 4, 737 i 534 81 

白水村 20， 6681 ， 466 221 

久木野村 16 ， 025 959 113 

長|湯村 11 , 214 974 54 

58 , 378 4, 543 514 

備考・その他は共済組合掛金の返済分

別表

2 557 1, 917 367 120 

16 731 779 8υ5 75 

3 1,6905 , 1941 , 422 242 

1,073 3 , 581 

1,029 2 , 997 

23 ι ， 08014 ， 468 3 , 715 973 

377 230 

714 306 

182 2 , 586 

162 1, 851 

200 7 , 058 

131 4 , 319 

18つ 4 ， 197

855 20,011 

第 7 表 i主菜

---------ーキ業 主
町村白~ 農田林木材製材加工 工 菜

高

色 見

水

久木野村

長陽村

白

森 町

村

6 , 692 

5 , 484 

20 ,253 村

16 , 099 

11 , '125 

計- 59 , 953 

2 , 531 1, 311 

167 13 

1, 243 1, 208 

764 317 

941 770 

5 , 646 3 , 619 

土建

1, 574 

431 

84 

337 

281 

441 

商業

2 , 863 

178 

922 

386 

1, 103 

5 , 452 



作 H ~国債

豆、独

大豆小豆いんげんまめ
未成熟乾燥

48.3 5.1 

82.8 15.6 0.1 0.1 

182.1 5.0 

28.3 4.5 0.4 0.2 

49.1 4.3 0.1 0.1 

390.6 34.5 0.6 0.4 

コ二 主主 「ド 抑!

l 落花生ドー たばこ あ さ

4.6 

0.9 

2.6 1.2 

2.0 

0.9 

3.2 

0.0 2.7 

0.3 14.0 4.1 

処分光別価額表

販売

米麦類 来日殺 ~j j慌菜怨1

1,008 844 

159 1, 873 

9 , 270 

9 , 959 

1, 702 

53 

5 , 393 189 

25 , 789 3 , 661 

別所得絹

¥111 経営および経済関係 (係島)

子

小計 甘藷馬鈴宮里子

53.4 

98.6 

187.1 

組

小計

142.017.5 33.5 

26 3.1 55.4 84.5 

40 5.6 40.5 86.1 

15 2.8 8.0 25.8 

16 4.3 5.5 25.8 

33.4 

53.6 

11117.8126.9 255.7 426.1 

小計

E
H
，
ろ

4引
一
主
百
も

一
計
糾
う
し

酢
一
飼
と
こ

ま
刈
く

，

f

青
ば

札
桝
ん
一

何
」
年
即
〉
ズ

工
ふl
可
寸e

一
刑
判
制

了
七
時
司

L

4
J

昔
?
才

用
げ

巴
ん

緑
れ

4.6 

0.9 

3.8 rU138.1 25.8 

5.2 か 107.1 2.0 

3.9 か 22.5 2.0 

18.4 か 267.7 29.8 

f'iI¥ 
その他の
商品作物
及加工品

門

その他

626 92 21 

47 73 3 

93 763 92 

491 63 67 

323 31 52 

2 , 250 351 236 

金 融交通，通信，電気サ{ピス 団体

C.2 

0.3 

1.3 18.9 

1.8 51.2 

J-7l 

-283-

(単位町)

果菜類

泊、ほ.
きうり φh なす

りT

小平1・

2.5 1 0.5 2.2 5.2 

0.2 0.3 0.9 1.4 

0.8' 1.0 2.5 4.3 

2.0 1.0 2.0 5.0 

1.0 1.0 5.5 7.5 

4
 

• η‘
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別表 第 8 表 水害前後の資本，

各年度 水 主Bコ主圭 n珵 水害後

資本・所得
白水村 久木野村 自 7k 1寸

闘史資産 110.3 185.5 43.5 

l 流動資 ;>p 3.1 4.2 1.7 

貯蓄投資 3.1 5.6 4.8 

資 本 小計 116.5 195.3 50.0 

村 ぽ 1.1 ﾙ.1 4.5 

個人負債 0.7 2.6 

小計 1.1 0.8 7.1 

総 i.!P 額 24_1 38.6 20.2 

正E 業
車泡 iW 頒 17.9 31.6 12.2 

総 額 17.6 
復旧事業

労 Ht 7.1 

生 1研所得 17.9 31.6 19.3 

所 t手 総労働i註(百人) 3.7 6.3 5.7 

可処分所得 15.9 28.1 17.3 

別表 第 9 ポ 有力機械力

色 見 i'、f

農家・区分 | 糊l出| 力も使髄Hil 苦粉家附数力々したとと機併去を 佐川した百家力数の 機額械別力農の数積総帥 LZLIFE会 fiJ!'~ 
耕地規模 | 農家数 家数 拘禁f馬を敏仁石油発動機

た農 た農

総 数 262 19 206 37 236 70 37 

3 反未 rl~:j 11 10 

3 反~5 反 10 5 5 5 

営有経1 | 5 反~! 町 18 4 :4 14 

19 17 2 17 2 2 

I酉積也 11 1 . 5町~2町 12 11 11 

侠広 i| 2 町~3 町 57 51 6 56 13 6 

J.jlj 3 町~5 r:汀 99 εつ 19 97 40 19 

5 町~IO町 3 26 9 34 13 9 

10町~2コ町
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産額および所得の斐化 (耕地 l 町当り) (単位万円)

1 年 水害後 2 年 水害後 3 年

久木野村 白水村 久木野村 白水村 久木野村

106.1 61.1 133.5 72.2 152.5 

3.5 2.0 3.5 2.0 4.2 

16.9 7.1 33.0 9.4 47.1 

126.5 70.2 170.0 83.6 20己 .8

7.0 7.7 11.2 9.4 15.4 

2.1 3.7 2.1 5.1 2.1 

9.1 11.4 13.3 14.5 17.5 

30.9 23.3 34.4 23.9 37.9 

26.7 15.9 28.8 17.1 30.9 

26.7 11.1 19.0 9.4 11.2 

13.4 3.4 11.2 2.8 9.1 

40.1 19.3 40.0 19.9 40.0 

10.5 5.1 9.1 4.5 8.4 

36.5 17.4 36.5 18.0 υ7.2 

使用の E現見\兄

白 7水k 村

Lム;一数 f説山左郁耐品r問問管腎惚控悦仙2お育力一一j:回i主吋諒問プ力]
った農家数した農家数;併用した農家数官官官配智し五日出発動機

913 53 827 33 825 288 33 

107 4つ 67 67 

63 II 52 50 14 

136 つ 128 6 127 29 6 

111 110 4 &ハv ,_, 33 4 

115 110 5 105 36 5 

226 209 17 228 :02 17 

J43 142 136 61 

9 9 9 ? 
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の

地

有

村
放牧

放牧地
のある
農家数

所個人

見

第 10 表

町色
放牧地 採草地

放牧地 採草地
のある 面積 のある
農家数 農家数

森

別炎

高
J末草地

採即山
のある
農家数

分区

積国積!刀積面iJI地規模

(530) (240) (279) (240) (540) (329) ( 154) (329) 

720.00 240 128.57 210 107.53 99 154.34 117 数社t

15.00 5 1. 60 3 1.80 3 3 反未満

12.00 A 0.70 7 2.82 6 3.72 6 3 反~5 反

63.00 21 1.18 ;0 8.75 13 16.07 17 5 反~1 町

66.00 22 2.26 18 13.05 16 25.94 17 ]町~1.5町

87.00 29 3.05 12 22.60 18 30. .16 19 1. 5 日T~2町

210.00 70 49.10 56 44.7! 34 63.60 38 2 町~3 11fT 

経
ぽ
耕
地
面
積
広
狭
別

243.C コ81 54.60 99 14.00 9 12.74 17 3 町~5 町

24.00 ヨ7.37 

) ，主 l絵換衣数と j来草地，放&地それぞれの総[首債を示す。

8 

I吐県農業センザスによる。(

5 町~10町

第 11 炎 tJI: j也経世規模別

高 1~ 町 色見村
午馬 午馬

l総数77FF孟24l頭2JFT五I弓可?
農家数

別表

耕地規模

35 146 59 46 ' 162 240 16 241 62 119 329 128 70 数総

4 4 5 3 80 6 77 83 1 3 反未満
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1I 町~1. 5町
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可J采草地，放牧地 (面積単位

白水村 久木野村
採草地 放牧地 採草地 放牧地

採草地! 放牧地 採草地 放牧地
のある i可 債のある商 積のある面 積のある
農家数 農家数 農家数 農家数

債江古

(439) (592) (705) (900) 

23.94 65 90.26 251 

0.50 0 , 29 

3.24 7 2.19 12 

1.80 8 2.87 17 

�.66 20 4.12 ?? 
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1.'3 18 66 85 14 3 102 30 3 82 72 32 11 115 

17 22 51 82 7 90 98 B 120 163 41 19 226 

3 フ5 ~ 

t 10 80 II 52 3 15 114 9 143 

3 フ7 5 

5 

3 9 



-288 ー 林業試験場併究報告第 69 号

Yoshio M.\'rSI・SlI Drλ: Forest Management and Economics 

R駸um� 

1. The purpose of this study is, based on the field survey on flood damagec1 
area in the district of Nangodani , Aso Gun, Kumamoto Prefecture, to clarify the 
relationship between forest and flooc1 damage, and forestry and other industries 
and to understand t.he economic character of forest in functioning the national 
land conservation. Then, some studies are made on how to adjust the relationｭ
ship between forest and pasture land when forest is to be introduced in order 
to prevent the flood damage. 

2. As the first step to the study, the economic structure in Nangodani 
district is discussed in Chapter 1 and H. IJ1 this district, natural land condition 
is very poor owing to meteorological influence and volcanic smoke from Mt. Aso 
and we have had series of disasters here for many years, and in consequence, 
more public capital has been invested than individual capital and the productivity 
of industry in general (mostly primitive industry) as well as standard of living 
are very low. 

3. ln section 2 of Chapter 111 , comparison is made between capital and income' 
in more forested and less forested vi1lages before and after flood. ln two 
vi1lages taken as examples, Kugino Village with more forest and capital proved 
more average income before flood and more resistance to flood anc1 more revitaliｭ
zation from such disaster. 

4. In section 3 of Chapter 目， analysis is made on the effect of forest on 
primitive industry, especial1y agriculture. And in order that comparison of 
agriculture and forestry may be possible between different towns and villages, 
study is gone far to the relationship of various production, capital , labor and 
expense per one farm unit and one cho of farmland. 

1) First of all , to say nothing of relationship between agricultural production 
and capital, relationship between agricultural production and forestry 
capital to some extent is shown in the chart. 

2) Then, on the presumption that agricultural capital in cooperation with 
that of forestry influences upon the agricultural production, production 
function is introduced and rational proportion of agricultural and forestry 
capitals is figured out. 

3) From the relationships between agricultural production, its capital and 
labor, and between agricultural production, labors and capitals in agriculture 
and foresty , Douglas production function is introduced and by comparison 
of both cases, the question on whether forest , unless it reaches to some 
quantity, may infIuence upon agricultural production, is propo:::ed. 

5. In Capter 4, it is discussed t.hat in this district , livestock industry is 
absolutely necessary to local farmers and the area of pas回re land is not quite 
enough in general and in cosequence, introduction of forest to such area is hard 
to tio but in order to make rise in future agricultural and livestock productivity, 
but that efficiency of farm labor is to be increased and past.ure improvement 
work to increase living-grass volume is eventual1y needed and in that process , 
there would be possibility of introduction of forest and forest trees and that if 
a vast area of forest formation is to be t.ried for prevention of erosion, increased 
integrated productivity of various industries, especially that of agriculture along 
with forest formation should be undertaken. 

For introduction of forest , beside shelterbelt and manuring forest , windbreakage 
for farmland, erosion control forest , and headwater conservation forest should 
be taken into consideration. 


